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地
球
温
暖
化
防
止
月
間
展
示

日
時
　
12
月
９
日
㈪
〜
18
日
㈬
　

※
　
最
終
日
は
15
時
ま
で

場
所
　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

※
　
期
間
中
、
会
場
で
「
そ
の

他
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

分
別
」
に
つ
い
て
の
ク
イ
ズ
を

出
し
ま
す
。
ク
イ
ズ
に
答
え
る

と
、
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

展
示
期
間
中
の
催
し
物

○
緑
の
カ
ー
テ
ン
展
覧
会
／
ご

応
募
い
た
だ
い
た
緑
の
カ
ー
テ

ン
に
関
す
る
作
品
の
展
覧
会

○
お
う
ち
ｄ
ｅ
キ
エ
ー
ロ
普
及

事
業
の
紹
介
と
実
物
展
示
／
生

ご
み
処
理
器
ベ
ラ
ン
ダ
ｄ
ｅ
キ

エ
ー
ロ
の
魅
力
を
伝
え
ま
す
。

○
野
菜
く
ず
と
野
菜
の
交
換
／

生
ご
み
削
減
の
活
動
を
広
め
る

た
め
、
よ
く
水
を
切
っ
た
生
ご

み（
野
菜
の
み
）３
日
分
と
引
き

換
え
に
野
菜
や
花
の
苗
な
ど
を

お
渡
し
し
ま
す（
生
ご
み
は
、
畑

で
堆
肥
に
し
て
使
用
し
ま
す
）。

実
施
時
間
　
10
時
〜
12
時（
数
に

限
り
が
あ
り
ま
す
）

緑
の
カ
ー
テ
ン
情
報
交
換
会

日
時
　
12
月
11
日
㈬
13
時
〜
14

時
30
分

場
所
　
市
役
所
１
０
２
会
議
室

内
容
　
１
部
／
育
成
情
報
交
換

会
　
13
時
〜
14
時

２
部
／
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て 

14
時
5
分
〜
14
時
30
分

主
催
　
つ
る
が
し
ま
緑
の
カ
ー

テ
ン
市
民
実
行
委
員
会

参
加
費
　
無
料（
申
込
不
要
）

そ
の
他
　
参
加
者
に｢

種
」
、 

｢

育
成
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク｣

を
プ
レ

ゼ
ン
ト

彩
の
国
家
庭
の
省
エ
ネ（
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
・
断
熱
）推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
開
催
中
！

期
間
　
令
和
２
年
２
月
29
日
ま

で内
容
　
埼
玉
県
で
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
へ
の
交
換
や
断
熱
の
推
進

な
ど
県
事
業
に
賛
同
し
た
家
電

量
販
店
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な

ど
と
連
携
し
、
皆
さ
ん
の
省
エ

ネ
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
こ
の

冬
を
エ
コ
で
温
か
く
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

問
合
先
　
県
温
暖
化
対
策
課
☎

０
４
８・８
３
０・３
０
３
３

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を

減
ら
す
た
め
に

　
近
年
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

街
中
で
発
生
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み（
レ
ジ
袋
、
ス
ト
ロ
ー
、
包

装
容
器
な
ど
）が
、
川
か
ら
海
へ

と
流
れ
込
む
こ
と
が
大
き
な
要

因
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
解
決
に

は
、陸
地
で
の
対
策
が
重
要
で
す
。

　
市
で
は
、
春
と
秋
に
「
鶴
ヶ

島
市
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
運

動
一
斉
清
掃
」
を
実
施
し
、
自

治
会
や
市
民
団
体
な
ど
の
皆
さ

ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
地
域

の
環
境
美
化
清
掃
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
埼
玉
県
は
海
に
面
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
こ
う
し
た
陸
地
で
の

取
組
み
が
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の

ご
み
分
別
の
ポ
イ
ン
ト

〜
そ
の
他
容
器
包
装

�

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
は
〜

　
そ
の
他
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク（
他
プ
ラ
）と
は
、
商
品
を

入
れ
た
容
器
や
包
ん
で
い
た
包

装
類
で
、
基
本
的
に
「
プ
ラ
マ

ー
ク
」
が
つ
い
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
は
資
源
物
と
し
て
「
他
プ

ラ
」
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

し
っ
か
り
分
別
し
、
リ
サ
イ
ク

ル
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
地
球
温

暖
化
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

他
プ
ラ
例
）　
卵
の
パ
ッ
ク
、
発

泡
ス
チ
ロ
ー
ル
、
プ
リ
ン
・
ゼ

リ
ー
な
ど
の
容
器
、
白
色
ト
レ

イ
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ラ
ベ
ル
・

キ
ャ
ッ
プ
な
ど

〈
注
意
〉

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
も
の
で

も
、
ポ
リ
バ
ケ
ツ
や
お
も
ち
ゃ

な
ど
、
商
品
そ
の
も
の
や
、
に

お
い
や
汚
れ
の
落
ち
な
い
も
の

は
資
源
物
に
な
り
ま
せ
ん
。
大

き
さ
に
従
っ
て
各
ご
み
の
日
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
40
㎝
以
内
→
燃
や
せ
る
ご
み

例
）
洗
面
器
、
歯
ブ
ラ
シ
、
納

豆
の
容
器
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
ど

◦
40
㎝
以
上
80
㎝
以
内
→
燃
や

せ
な
い
ご
み

例
）
プ
ラ
ン
タ
ー
、
猫
や
犬
の

ト
イ
レ
の
容
器
な
ど

◦
80
㎝
以
上
→
粗
大
ご
み

例
）
大
型
の
衣
装

ケ
ー
ス
、
タ
イ
ヤ

ラ
ッ
ク
な
ど

プラマーク

プラスチック容器の
削減を訴える！
南市民センターの「第33回南どんぐ
りまつり」で、筑波大学附属坂戸高
等学校の生徒が来場者に向けて、プ
ラスチック容器削減のため、植物繊
維のバガス容器の使用を訴えました。
生徒たちは、社会問題となっている
プラスチックごみ問題に着目し、「プ
ラスチックは分解し始めるまでに1000年以上かかる」、「毎年800万トン以上の
プラスチックごみが新たに流れ着いている」ことなどを報告し、環境保護のPR
を行いました。また、鶴ヶ島第二小学校区地域支え合い協議会の模擬店で実際
にバガス容器を使った焼きそばの販売を行うとともに、来場者へのアンケート
活動を行いました。

令和元年度
3R促進ポスターコンクールで入賞！
循環型社会
の普及啓発
活動の一環
として実施
された「令
和 元 年 度
3R促 進 ポ
スターコン
クール（環
境省、3R活
動推進フォーラム主催）」で関

せきぐち

口煌
こうき

騎さん（新町小学校4
年）が佳作を受賞しました。おめでとうございます。

地球の未来のために。特  集

2

12
月
は
「
地
球
温
暖
化
防
止
月

間
」
で
す

　
平
成
９
年
12
月
に
京
都
で
開
催

さ
れ
た
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
３

回
締
約
国
会
議（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
３
）を
契

機
に
、
環
境
省
が
地
球
温
暖
化
防

止
に
向
け
て
定
め
ま
し
た
。

　
地
球
温
暖
化
に
よ
り
、
気
温

の
上
昇
、
大
規
模
な
台
風
、
ゲ

リ
ラ
豪
雨
、
干
ば
つ
な
ど
が
増

え
、
作
物
収
量
へ
の
影
響
や
生

態
系
へ
の
悪
影
響
な
ど
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
熱
中
症
に
か
か
る
リ

ス
ク
の
増
加
、
作
物
価
格
の
高

騰
な
ど
、
私
た
ち
の
身
近
な
生

活
に
も
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま

す
。

　
冬
を
迎
え
、
暖
房
に
よ
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
量
が
増
え
て

い
く
時
期
で
す
。
寒
い
日
は
上

着
を
一
枚
多
く
着
る
な
ど
、
暖
か

い
格
好
で
過
ご
し
、
暖
房
温
度

を
低
め
に
設
定
す
る
な
ど
、
一
人

ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
か
ら
行

動
し
、
二
酸
化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
２
）な

ど
の
排
出
を
減
ら
し
、
地
球
温

暖
化
の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
あ
な
た
は
、
今
か
ら
何
を
し

ま
す
か
？

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

見
直
し
ま
し
ょ
う

　
レ
ジ
袋
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

ス
プ
ー
ン
や
フ
ォ
ー
ク
、
食
品

包
装
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
は
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
を
便
利
に
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
便
利
な

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
多
く
は
、

用
途
や
形
状
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル

に
不
向
き
と
さ
れ
、
リ
サ
イ
ク

ル
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
を
大
量

消
費
す
る
暮
ら
し
か
ら
、
限
り

あ
る
資
源
を
有
効
に
活
用
し
、

お
気
に
入
り
の
製
品
を
繰
り
返

し
修
理
し
な
が
ら
大
切
に
使
う

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
変
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

◦
カ
バ
ン
の
中
に
小
さ
く
た
た

ん
だ
エ
コ
バ
ッ
ク
を
入
れ
て
み

ま
し
ょ
う
！
気
に
入
っ
た
柄
の

エ
コ
バ
ッ
ク
を
使
っ
て
、
エ
コ

で
お
し
ゃ
れ
に
。

◦
マ
イ
箸
、
マ
イ
ボ
ト
ル
な
ど

を
使
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
お
気

に
入
り
の
製
品
を
繰
り
返
し
使

う
こ
と
で
、
ご
み
と
な
る
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
品
の
使
用
を
控
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
球
の
未
来
の
た
め
に
。

ご
存
じ
で
す
か
？
家
庭
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は
、
冬
が
一
番
多
い
こ
と
を
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
増
え
る
と
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
も
増
え
ま
す
。

ま
た
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
削
減
や
リ
サ
イ
ク
ル
化
を
徹
底
す
る
こ
と
で
地
球
温
暖
化
の
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

地
球
の
未
来
の
た
め
、
自
分
の
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

�

問
合
先
　生
活
環
境
課
環
境
保
全
担
当
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地
球
温
暖
化
防
止
月
間
展
示

日
時
　
12
月
９
日
㈪
〜
18
日
㈬
　

※
　
最
終
日
は
15
時
ま
で

場
所
　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

※
　
期
間
中
、
会
場
で
「
そ
の

他
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

分
別
」
に
つ
い
て
の
ク
イ
ズ
を

出
し
ま
す
。
ク
イ
ズ
に
答
え
る

と
、
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

展
示
期
間
中
の
催
し
物

○
緑
の
カ
ー
テ
ン
展
覧
会
／
ご

応
募
い
た
だ
い
た
緑
の
カ
ー
テ

ン
に
関
す
る
作
品
の
展
覧
会

○
お
う
ち
ｄ
ｅ
キ
エ
ー
ロ
普
及

事
業
の
紹
介
と
実
物
展
示
／
生

ご
み
処
理
器
ベ
ラ
ン
ダ
ｄ
ｅ
キ

エ
ー
ロ
の
魅
力
を
伝
え
ま
す
。

○
野
菜
く
ず
と
野
菜
の
交
換
／

生
ご
み
削
減
の
活
動
を
広
め
る

た
め
、
よ
く
水
を
切
っ
た
生
ご

み（
野
菜
の
み
）３
日
分
と
引
き

換
え
に
野
菜
や
花
の
苗
な
ど
を

お
渡
し
し
ま
す（
生
ご
み
は
、
畑

で
堆
肥
に
し
て
使
用
し
ま
す
）。

実
施
時
間
　
10
時
〜
12
時（
数
に

限
り
が
あ
り
ま
す
）

緑
の
カ
ー
テ
ン
情
報
交
換
会

日
時
　
12
月
11
日
㈬
13
時
〜
14

時
30
分

場
所
　
市
役
所
１
０
２
会
議
室

内
容
　
１
部
／
育
成
情
報
交
換

会
　
13
時
〜
14
時

２
部
／
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て 

14
時
5
分
〜
14
時
30
分

主
催
　
つ
る
が
し
ま
緑
の
カ
ー

テ
ン
市
民
実
行
委
員
会

参
加
費
　
無
料（
申
込
不
要
）

そ
の
他
　
参
加
者
に｢

種
」
、 

｢

育
成
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク｣

を
プ
レ

ゼ
ン
ト

彩
の
国
家
庭
の
省
エ
ネ（
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
・
断
熱
）推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
開
催
中
！

期
間
　
令
和
２
年
２
月
29
日
ま

で内
容
　
埼
玉
県
で
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
へ
の
交
換
や
断
熱
の
推
進

な
ど
県
事
業
に
賛
同
し
た
家
電

量
販
店
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な

ど
と
連
携
し
、
皆
さ
ん
の
省
エ

ネ
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
こ
の

冬
を
エ
コ
で
温
か
く
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

問
合
先
　
県
温
暖
化
対
策
課
☎

０
４
８・８
３
０・３
０
３
３

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を

減
ら
す
た
め
に

　
近
年
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

街
中
で
発
生
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み（
レ
ジ
袋
、
ス
ト
ロ
ー
、
包

装
容
器
な
ど
）が
、
川
か
ら
海
へ

と
流
れ
込
む
こ
と
が
大
き
な
要

因
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
解
決
に

は
、陸
地
で
の
対
策
が
重
要
で
す
。

　
市
で
は
、
春
と
秋
に
「
鶴
ヶ

島
市
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
運

動
一
斉
清
掃
」
を
実
施
し
、
自

治
会
や
市
民
団
体
な
ど
の
皆
さ

ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
地
域

の
環
境
美
化
清
掃
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
埼
玉
県
は
海
に
面
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
こ
う
し
た
陸
地
で
の

取
組
み
が
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の

ご
み
分
別
の
ポ
イ
ン
ト

〜
そ
の
他
容
器
包
装

�

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
は
〜

　
そ
の
他
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク（
他
プ
ラ
）と
は
、
商
品
を

入
れ
た
容
器
や
包
ん
で
い
た
包

装
類
で
、
基
本
的
に
「
プ
ラ
マ

ー
ク
」
が
つ
い
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
は
資
源
物
と
し
て
「
他
プ

ラ
」
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

し
っ
か
り
分
別
し
、
リ
サ
イ
ク

ル
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
地
球
温

暖
化
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

他
プ
ラ
例
）　
卵
の
パ
ッ
ク
、
発

泡
ス
チ
ロ
ー
ル
、
プ
リ
ン
・
ゼ

リ
ー
な
ど
の
容
器
、
白
色
ト
レ

イ
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ラ
ベ
ル
・

キ
ャ
ッ
プ
な
ど

〈
注
意
〉

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
も
の
で

も
、
ポ
リ
バ
ケ
ツ
や
お
も
ち
ゃ

な
ど
、
商
品
そ
の
も
の
や
、
に

お
い
や
汚
れ
の
落
ち
な
い
も
の

は
資
源
物
に
な
り
ま
せ
ん
。
大

き
さ
に
従
っ
て
各
ご
み
の
日
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
40
㎝
以
内
→
燃
や
せ
る
ご
み

例
）
洗
面
器
、
歯
ブ
ラ
シ
、
納

豆
の
容
器
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
ど

◦
40
㎝
以
上
80
㎝
以
内
→
燃
や

せ
な
い
ご
み

例
）
プ
ラ
ン
タ
ー
、
猫
や
犬
の

ト
イ
レ
の
容
器
な
ど

◦
80
㎝
以
上
→
粗
大
ご
み

例
）
大
型
の
衣
装

ケ
ー
ス
、
タ
イ
ヤ

ラ
ッ
ク
な
ど

プラマーク

プラスチック容器の
削減を訴える！
南市民センターの「第33回南どんぐ
りまつり」で、筑波大学附属坂戸高
等学校の生徒が来場者に向けて、プ
ラスチック容器削減のため、植物繊
維のバガス容器の使用を訴えました。
生徒たちは、社会問題となっている
プラスチックごみ問題に着目し、「プ
ラスチックは分解し始めるまでに1000年以上かかる」、「毎年800万トン以上の
プラスチックごみが新たに流れ着いている」ことなどを報告し、環境保護のPR
を行いました。また、鶴ヶ島第二小学校区地域支え合い協議会の模擬店で実際
にバガス容器を使った焼きそばの販売を行うとともに、来場者へのアンケート
活動を行いました。

令和元年度
3R促進ポスターコンクールで入賞！
循環型社会
の普及啓発
活動の一環
として実施
された「令
和 元 年 度
3R促 進 ポ
スターコン
クール（環
境省、3R活
動推進フォーラム主催）」で関

せきぐち

口煌
こうき

騎さん（新町小学校4
年）が佳作を受賞しました。おめでとうございます。

地球の未来のために。特  集

2

12
月
は
「
地
球
温
暖
化
防
止
月

間
」
で
す

　
平
成
９
年
12
月
に
京
都
で
開
催

さ
れ
た
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
３

回
締
約
国
会
議（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
３
）を
契

機
に
、
環
境
省
が
地
球
温
暖
化
防

止
に
向
け
て
定
め
ま
し
た
。

　
地
球
温
暖
化
に
よ
り
、
気
温

の
上
昇
、
大
規
模
な
台
風
、
ゲ

リ
ラ
豪
雨
、
干
ば
つ
な
ど
が
増

え
、
作
物
収
量
へ
の
影
響
や
生

態
系
へ
の
悪
影
響
な
ど
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
熱
中
症
に
か
か
る
リ

ス
ク
の
増
加
、
作
物
価
格
の
高

騰
な
ど
、
私
た
ち
の
身
近
な
生

活
に
も
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま

す
。

　
冬
を
迎
え
、
暖
房
に
よ
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
量
が
増
え
て

い
く
時
期
で
す
。
寒
い
日
は
上

着
を
一
枚
多
く
着
る
な
ど
、
暖
か

い
格
好
で
過
ご
し
、
暖
房
温
度

を
低
め
に
設
定
す
る
な
ど
、
一
人

ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
か
ら
行

動
し
、
二
酸
化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
２
）な

ど
の
排
出
を
減
ら
し
、
地
球
温

暖
化
の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
あ
な
た
は
、
今
か
ら
何
を
し

ま
す
か
？

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

見
直
し
ま
し
ょ
う

　
レ
ジ
袋
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

ス
プ
ー
ン
や
フ
ォ
ー
ク
、
食
品

包
装
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
は
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
を
便
利
に
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
便
利
な

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
多
く
は
、

用
途
や
形
状
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル

に
不
向
き
と
さ
れ
、
リ
サ
イ
ク

ル
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
を
大
量

消
費
す
る
暮
ら
し
か
ら
、
限
り

あ
る
資
源
を
有
効
に
活
用
し
、

お
気
に
入
り
の
製
品
を
繰
り
返

し
修
理
し
な
が
ら
大
切
に
使
う

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
変
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

◦
カ
バ
ン
の
中
に
小
さ
く
た
た

ん
だ
エ
コ
バ
ッ
ク
を
入
れ
て
み

ま
し
ょ
う
！
気
に
入
っ
た
柄
の

エ
コ
バ
ッ
ク
を
使
っ
て
、
エ
コ

で
お
し
ゃ
れ
に
。

◦
マ
イ
箸
、
マ
イ
ボ
ト
ル
な
ど

を
使
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
お
気

に
入
り
の
製
品
を
繰
り
返
し
使

う
こ
と
で
、
ご
み
と
な
る
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
品
の
使
用
を
控
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
球
の
未
来
の
た
め
に
。

ご
存
じ
で
す
か
？
家
庭
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は
、
冬
が
一
番
多
い
こ
と
を
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
増
え
る
と
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
も
増
え
ま
す
。

ま
た
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
削
減
や
リ
サ
イ
ク
ル
化
を
徹
底
す
る
こ
と
で
地
球
温
暖
化
の
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

地
球
の
未
来
の
た
め
、
自
分
の
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

�

問
合
先

　生
活
環
境
課
環
境
保
全
担
当
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振
り
込
め
詐
欺

　
振
り
込
め
詐
欺
は
、
主
に

オ
レ
オ
レ
詐
欺
、
還
付
金
詐

欺
、
架
空
請
求
詐
欺
、
融

資
保
証
金
詐
欺
に
分
類
さ

れ
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
手
口
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
電
話
が

詐
欺
だ
と
気
付
く
こ
と
さ
え

で
き
れ
ば
、
騙
さ
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

自
分
が
騙
さ
れ
る
わ
け
が
な

い
と
過
信
し
た
と
き
、
大
き

な
隙
が
生
ま
れ
ま
す
。
話
を

信
じ
て
、
相
手
の
指
示
す
る

行
動
に
移
っ
て
し
ま
え
ば
、

あ
っ
と
い
う
間
に
大
切
な
財

産
は
相
手
の
手
に
渡
っ
て
し

ま
う
の
で
す
。

　
ま
ず
、
詐
欺
グ
ル
ー
プ
と

話
さ
な
い
よ
う
に
す
る
と
い

う
こ
と
が
一
番
の
対
策
で

す
。
防
犯
機
能
付
電
話
を

使
用
す
る
、
在
宅
時
で
も
留

守
番
電
話
を
設
定
す
る
な

ど
、
対
策
を
心
掛
け
て
く
だ

さ
い
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

　
平
成
29
年
の
被
害
状
況

は
、
１
件（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
被
害
）で
し
た
が
、
平
成

30
年
は
８
件（
約
１
７
８
０
万

円
）と
大
幅
に
増
加
し
ま
し

た
。
そ
の
内
訳
は
、
７
件

（
１
６
９
０
万
円
）が
オ
レ
オ

レ
詐
欺
、
１
件（
約
90
万
円
）

が
還
付
金
詐
欺
に
よ
る
被

害
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
詐
欺
グ
ル
ー
プ
は
、
そ
れ

ら
し
い
ス
ト
ー
リ
ー
を
作
り

上
げ
、
あ
ら
ゆ
る
人
に
な
り

す
ま
し
て
電
話
を
か
け
て
き

ま
す
。
日
頃
か
ら
警
戒
し
て

い
な
い
と
、
巧
妙
に
不
安
を

煽
ら
れ
、
つ
い
話
を
信
じ
て

し
ま
い
が
ち
で
す
。

　
相
手
が
家
族
や
市
役
所

な
ど
の
職
員
を
名
乗
っ
て

も
、
電
話
で
お
金
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
の
話
が
出
た
ら

詐
欺
を
疑
い
、
絶
対
に
現
金

や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
相

手
に
渡
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

犯罪情報を提供しています
防災行政無線を活用した情報提供
緊急性のある重要な犯罪情報や、振り込め詐欺などの特殊詐欺
と思われる予兆電話が多くかかってくるなど市内で被害が発生
しそうな場合は、迅速に、かつ広域に注意喚起を促す必要があ
るため、防災行政無線を活用し情報を提供しています。
市メールマガジンや市ツイッターなどを活用した情報提供
市ではメールマガジンおよびツイッターにより、不審者情報や
特殊詐欺情報など様々な犯罪情報を配信しています。登録方法
については、市ホームページに掲載していますので、ぜひご利
用ください。なお、市ホームページでも同様の犯罪情報を掲載
しています。

詐欺の主な手口と対策
オレオレ詐欺

手口　子どもや孫を装い、「投資で失
敗した」「会社の大事な書類をなくし
た」などと様々な理由をつけて、金銭
を要求してきます。
注意ワード　「風邪をひいて、喉の調
子が悪い」「携帯の電話番号を変えた」
対策　一度電話を切って、自分から子
どもや孫に掛け直して確認するように
しましょう。落ち着いて考え、すぐに
家族などに相談しましょう。

還付金詐欺
手口　市役所や税務署の職員を装って
保険料などの還付金があると言い、
ATMでの操作へ誘導し、お金を騙し
取ろうとするものです。
注意ワード「通知を送ったが連絡がな
かった」「今ATMで手続きをすれば受
け取ることができる」
対策　市や税務署の職員がATM操作
をお願いすることは絶対にありませ
ん。一度電話を切って、市役所や税務
署に受けた電話の内容について確認し
ましょう。

架空請求詐欺
手口　インターネット有料サイトの使
用など、身に覚えのないことについて
ハガキや電子メールで請求してくるも
のです。「総合消費料金に関する訴訟
最終告知のお知らせ」などと記載され
た郵便ハガキや封書が届きます。　
対策　ハガキなどが届いても、絶対に
電話をかけず、警察に相談してくださ
い。

周りの人に相談し、詐欺を未然に
防ぎましょう

市内振り込め詐欺被害状況

区分 オレオレ詐欺 架空請求詐欺 還付金等詐欺 合　計
H30年�

（被害金額）
7件�

（1690万円）
0件�

（0円）
1件�

（89万8565円）
8件�

（1779万8565円）
H29年�

（被害金額）
1件�

（0円）
0件�

（0円）
0件�

（0円）
1件�
（0円）

※　埼玉県警察調べ

市HP twitter メールマガジン

犯罪のないまちを目指して特  集

4

犯
罪
の
な
い
ま
ち
を
目
指
し
て

�

問
合
先
　安
心
安
全
推
進
課
交
通
安
全
・
防
犯
担
当

　
埼
玉
県
警
察
の
デ
ー
タ
に

よ
る
と
、
平
成
30
年
中
の
県

内
に
お
け
る
刑
法
犯
認
知

総
数
は
、
前
年
と
比
較
し

３
３
８
２
件
、約
５
・
３
％

減
少
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

犯
罪
は
、
常
に
私
た
ち
の
す

ぐ
側
に
潜
ん
で
い
ま
す
。
地

域
ぐ
る
み
で
防
犯
活
動
を
展

開
し
、
犯
罪
被
害
の
防
止
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

平
成
30
年
の
市
内
犯
罪
発

生
状
況

　
市
内
の
刑
法
犯
認
知
総

数
は
、平
成
29
年
か
ら
63
件
、

約
10
・
６
％
減
少
し
て
い
ま

す
が
、
平
成
29
年
に
は
被
害

の
な
か
っ
た
、
ひ
っ
た
く
り

お
よ
び
自
動
販
売
機
ね
ら
い

が
複
数
件
発
生
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
侵
入
窃
盗
に
つ

い
て
は
引
き
続
き
増
加
傾
向

に
あ
り
、
９
件
、
約
31
％
の

増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

侵
入
窃
盗

　
平
成
30
年
中
の
県
内
に
お

け
る
侵
入
窃
盗
被
害
は
、
約

７
割
が
一
戸
建
住
宅
で
発
生

し
て
い
ま
す
。
自
分
の
家
は

大
丈
夫
な
ど
と
過
信
せ
ず
、

侵
入
対
策
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

狙
わ
れ
や
す
い
家
の
特
徴

◦
高
い
木
や
塀
な
ど
で
見
通

し
が
悪
い

◦
郵
便
物
や
新
聞
が
溜
ま
っ

て
い
る

◦
車
庫
に
車
が
な
い

◦
室
外
機
な
ど
ベ
ラ
ン
ダ
に

登
る
足
場
が
あ
る
　
な
ど

侵
入
を
防
ぐ
た
め
に

◦
ド
ア
や
窓
は
、
外
出
時
に

限
ら
ず
、
在
宅
時
も
必
ず
施

錠
す
る

◦
家
の
周
囲
に
鍵
を
隠
し
た

り
、
自
宅
に
大
金
を
保
管
し

な
い

自
転
車
盗

　
市
内
で
は
自
転
車
盗
が

多
く
、
平
成
30
年
の
刑
法

犯
認
知
総
数
の
約
31
・
７
％

を
自
転
車
盗
が
占
め
て
い
る

現
状
で
す
。
被
害
の
５
割
以

上
が
無
施
錠
で
あ
り
、
被
害

の
約
３
割
が
住
宅
敷
地
内
で

発
生
し
て
い
ま
す
。

盗
難
に
遭
わ
な
い
た
め
に

◦
自
宅
敷
地
内
で
も
必
ず
自

転
車
を
施
錠
す
る

◦
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ッ
ク
な
ど
で

柱
な
ど
に
二
重
に
施
錠
す
る

◦
道
路
上
な
ど
に
自
転
車
を

放
置
せ
ず
、
駐
輪
場
に
置
く

　
地
域
の
連
携
を
強
化
し
、

隙
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

主な街頭犯罪発生件数（平成30年12月末現在）

区分 侵入窃盗 自転車盗 刑法犯認知総数
H30年 38件 168件 530件
H29年 29件 169件 593件

※　埼玉県警察調べ
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振
り
込
め
詐
欺

　
振
り
込
め
詐
欺
は
、
主
に

オ
レ
オ
レ
詐
欺
、
還
付
金
詐

欺
、
架
空
請
求
詐
欺
、
融

資
保
証
金
詐
欺
に
分
類
さ

れ
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
手
口
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
電
話
が

詐
欺
だ
と
気
付
く
こ
と
さ
え

で
き
れ
ば
、
騙
さ
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

自
分
が
騙
さ
れ
る
わ
け
が
な

い
と
過
信
し
た
と
き
、
大
き

な
隙
が
生
ま
れ
ま
す
。
話
を

信
じ
て
、
相
手
の
指
示
す
る

行
動
に
移
っ
て
し
ま
え
ば
、

あ
っ
と
い
う
間
に
大
切
な
財

産
は
相
手
の
手
に
渡
っ
て
し

ま
う
の
で
す
。

　
ま
ず
、
詐
欺
グ
ル
ー
プ
と

話
さ
な
い
よ
う
に
す
る
と
い

う
こ
と
が
一
番
の
対
策
で

す
。
防
犯
機
能
付
電
話
を

使
用
す
る
、
在
宅
時
で
も
留

守
番
電
話
を
設
定
す
る
な

ど
、
対
策
を
心
掛
け
て
く
だ

さ
い
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

　
平
成
29
年
の
被
害
状
況

は
、
１
件（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
被
害
）で
し
た
が
、
平
成

30
年
は
８
件（
約
１
７
８
０
万

円
）と
大
幅
に
増
加
し
ま
し

た
。
そ
の
内
訳
は
、
７
件

（
１
６
９
０
万
円
）が
オ
レ
オ

レ
詐
欺
、
１
件（
約
90
万
円
）

が
還
付
金
詐
欺
に
よ
る
被

害
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
詐
欺
グ
ル
ー
プ
は
、
そ
れ

ら
し
い
ス
ト
ー
リ
ー
を
作
り

上
げ
、
あ
ら
ゆ
る
人
に
な
り

す
ま
し
て
電
話
を
か
け
て
き

ま
す
。
日
頃
か
ら
警
戒
し
て

い
な
い
と
、
巧
妙
に
不
安
を

煽
ら
れ
、
つ
い
話
を
信
じ
て

し
ま
い
が
ち
で
す
。

　
相
手
が
家
族
や
市
役
所

な
ど
の
職
員
を
名
乗
っ
て

も
、
電
話
で
お
金
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
の
話
が
出
た
ら

詐
欺
を
疑
い
、
絶
対
に
現
金

や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
相

手
に
渡
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

犯罪情報を提供しています
防災行政無線を活用した情報提供
緊急性のある重要な犯罪情報や、振り込め詐欺などの特殊詐欺
と思われる予兆電話が多くかかってくるなど市内で被害が発生
しそうな場合は、迅速に、かつ広域に注意喚起を促す必要があ
るため、防災行政無線を活用し情報を提供しています。
市メールマガジンや市ツイッターなどを活用した情報提供
市ではメールマガジンおよびツイッターにより、不審者情報や
特殊詐欺情報など様々な犯罪情報を配信しています。登録方法
については、市ホームページに掲載していますので、ぜひご利
用ください。なお、市ホームページでも同様の犯罪情報を掲載
しています。

詐欺の主な手口と対策
オレオレ詐欺

手口　子どもや孫を装い、「投資で失
敗した」「会社の大事な書類をなくし
た」などと様々な理由をつけて、金銭
を要求してきます。
注意ワード　「風邪をひいて、喉の調
子が悪い」「携帯の電話番号を変えた」
対策　一度電話を切って、自分から子
どもや孫に掛け直して確認するように
しましょう。落ち着いて考え、すぐに
家族などに相談しましょう。

還付金詐欺
手口　市役所や税務署の職員を装って
保険料などの還付金があると言い、
ATMでの操作へ誘導し、お金を騙し
取ろうとするものです。
注意ワード「通知を送ったが連絡がな
かった」「今ATMで手続きをすれば受
け取ることができる」
対策　市や税務署の職員がATM操作
をお願いすることは絶対にありませ
ん。一度電話を切って、市役所や税務
署に受けた電話の内容について確認し
ましょう。

架空請求詐欺
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用など、身に覚えのないことについて
ハガキや電子メールで請求してくるも
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た郵便ハガキや封書が届きます。　
対策　ハガキなどが届いても、絶対に
電話をかけず、警察に相談してくださ
い。

周りの人に相談し、詐欺を未然に
防ぎましょう

市内振り込め詐欺被害状況

区分 オレオレ詐欺 架空請求詐欺 還付金等詐欺 合　計
H30年�

（被害金額）
7件�

（1690万円）
0件�

（0円）
1件�

（89万8565円）
8件�

（1779万8565円）
H29年�

（被害金額）
1件�

（0円）
0件�

（0円）
0件�

（0円）
1件�

（0円）
※　埼玉県警察調べ

市HP twitter メールマガジン
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犯
罪
の
な
い
ま
ち
を
目
指
し
て

�

問
合
先
　安
心
安
全
推
進
課
交
通
安
全
・
防
犯
担
当

　
埼
玉
県
警
察
の
デ
ー
タ
に

よ
る
と
、
平
成
30
年
中
の
県

内
に
お
け
る
刑
法
犯
認
知

総
数
は
、
前
年
と
比
較
し

３
３
８
２
件
、約
５
・
３
％

減
少
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

犯
罪
は
、
常
に
私
た
ち
の
す

ぐ
側
に
潜
ん
で
い
ま
す
。
地

域
ぐ
る
み
で
防
犯
活
動
を
展

開
し
、
犯
罪
被
害
の
防
止
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

平
成
30
年
の
市
内
犯
罪
発

生
状
況

　
市
内
の
刑
法
犯
認
知
総

数
は
、平
成
29
年
か
ら
63
件
、

約
10
・
６
％
減
少
し
て
い
ま

す
が
、
平
成
29
年
に
は
被
害

の
な
か
っ
た
、
ひ
っ
た
く
り

お
よ
び
自
動
販
売
機
ね
ら
い

が
複
数
件
発
生
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
侵
入
窃
盗
に
つ

い
て
は
引
き
続
き
増
加
傾
向

に
あ
り
、
９
件
、
約
31
％
の

増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

侵
入
窃
盗

　
平
成
30
年
中
の
県
内
に
お

け
る
侵
入
窃
盗
被
害
は
、
約

７
割
が
一
戸
建
住
宅
で
発
生

し
て
い
ま
す
。
自
分
の
家
は

大
丈
夫
な
ど
と
過
信
せ
ず
、

侵
入
対
策
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

狙
わ
れ
や
す
い
家
の
特
徴

◦
高
い
木
や
塀
な
ど
で
見
通

し
が
悪
い

◦
郵
便
物
や
新
聞
が
溜
ま
っ

て
い
る

◦
車
庫
に
車
が
な
い

◦
室
外
機
な
ど
ベ
ラ
ン
ダ
に

登
る
足
場
が
あ
る
　
な
ど

侵
入
を
防
ぐ
た
め
に

◦
ド
ア
や
窓
は
、
外
出
時
に

限
ら
ず
、
在
宅
時
も
必
ず
施

錠
す
る

◦
家
の
周
囲
に
鍵
を
隠
し
た

り
、
自
宅
に
大
金
を
保
管
し

な
い

自
転
車
盗

　
市
内
で
は
自
転
車
盗
が

多
く
、
平
成
30
年
の
刑
法

犯
認
知
総
数
の
約
31
・
７
％

を
自
転
車
盗
が
占
め
て
い
る

現
状
で
す
。
被
害
の
５
割
以

上
が
無
施
錠
で
あ
り
、
被
害

の
約
３
割
が
住
宅
敷
地
内
で

発
生
し
て
い
ま
す
。

盗
難
に
遭
わ
な
い
た
め
に

◦
自
宅
敷
地
内
で
も
必
ず
自

転
車
を
施
錠
す
る

◦
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ッ
ク
な
ど
で

柱
な
ど
に
二
重
に
施
錠
す
る

◦
道
路
上
な
ど
に
自
転
車
を

放
置
せ
ず
、
駐
輪
場
に
置
く

　
地
域
の
連
携
を
強
化
し
、

隙
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

主な街頭犯罪発生件数（平成30年12月末現在）

区分 侵入窃盗 自転車盗 刑法犯認知総数
H30年 38件 168件 530件
H29年 29件 169件 593件

※　埼玉県警察調べ



　私自身、3人の子どもの母親ですが、「赤ちゃんに絵本なんて分かるわけがない」と長男が4歳になるまで、
絵本を読まないお母さんでした。しかし、生後5か月の長女が絵本を喜ぶ姿に衝撃を受けて、「絵本で子育て」
を始め、私自身、絵本に救われました。その経験を生かし、今回の講座では、誰でも簡単にできる「絵本
で子育て」をお話しします。

 講師のひとこと  

上
じょう

甲
こ う

知
と も

子
こ

さん(「絵本でほっこりの会」代表)

7	 Tsurugashima　2019.12

「絵本、読んで！」

日　2月2日(日) 14時〜15時30分
場　中央図書館
定　40人(申込順)
料　無料　　持　筆記具
申　12月10日(火)から中央図書館へ☎271・3001

　子どもに絵本を読んであげることは、単に「絵本を読む」ということ以上に大きな意味があります。それは、
親と子のふれあいの時間であり、読むたびごとに、読む本ごとに豊かな出会いや恵みをもたらしてくれます。読
み聞かせに抵抗のある方や、子どもが興味を示してくれず、諦めた経験がある方もいるかもしれませんが、これ
を機会に、お子さんと絵本との関わり方を見つけ、楽しんでみませんか。

　「読み聞かせをしてあげたいけれど、どんな風に読めばいいの
か分からない、そもそもどんな本を読んだらいい？」そんなパパ
たちに朗報です。読み聞かせのコツから絵本の選び方までを楽し
くお伝えします。もちろん、ママも大歓迎。

パパのための読み聞かせ入門講座

　 ほぼ毎日、寝る前に読んでいま
す。本は図書館で借りてくること
が多く、最近は、食べ物や料理に
興味があるようで、そういう本が
多いですね。

　 寝るときに子どもが本を持って
くるので、読んであげます。お気
に入りの本は暗記するほど何度も
何度も(笑)。これからも時間を見
つけて読んであげたいと思います。

パパにインタビュー　
子育て講座に参加していたパパに聞きました！
Q　どんなときに、どんな風に本を読んでいますか？

　 自分も本が好きなので、子ども
にもよく読みます。本を読むとき
は、そのキャラクターになりきっ
て、声を使い分けたりしながら読
んでいます！

　 子どもに絵本を読んでいるうち
に、いつの間にか自分自身も夢中
になっていることがあります。絵
本は大人が読んでもおもしろく、
心に響くものがあります。

●コ ●コ ●ソ ●コ
子育て♥coco-soco あなたのすぐソコ！にある子育て支援を紹介

interview

お子さん連れで参加できます！

パパママ

6

子育て情報BOX
すくすく

子育てサイト

● 児童・家庭総合相談窓口 子育て・虐待・家庭の問題など 
　（☎ 271・1111）

● 女性・DV相談直通ダイヤル（☎ 298・7716）

● 鶴ヶ島子育てセンター［鶴ヶ島保育所内］（☎ 286・7201） 子育て 

● 川越児童相談所（☎ 223・4152） 子育て・児童虐待 

● 児童相談所全国共通3桁ダイヤル（☎ 189）24時間
365日   児童虐待

● 保健センター（☎271・2745） 妊娠・出産・子どもの発達など 
　親子相談…12月12日（木）13時〜・14時〜　※要予約

困ったときは・・・

子育て
SuKu SuKu

いろどり保育室のお友達♪

ちょっと公園までお散歩。

対　0歳〜3歳の児童の保護者
日　12月17日(火) ①10時〜10時
50分②11時〜11時50分
場　富士見市民センター
内　子育てセンターで人気の「チ
ェーンリングボトル」を作ります。
定　①②各8人（申込順）
※　①か②どちらかを選んで申し
込んでください
※　お子さんを連れて参加できます
料　220円（材料費）
申 問　12月4日（水）9時から鶴ヶ
島子育てセンター(鶴ヶ島保育所
内)へ☎286・7201

子育て講座「おもちゃを作ろう」

対　多胎の乳幼児とその保護者ま
たは妊婦
日　12月25日(水)10時〜11時30分
場　保健センター
内　情報交換、親子ふれあい遊び
申　不要
問　保健センター☎271・2745

ふたごちゃんママ＆パパの集い

対　乳幼児親子
日　12月18日(水)10時30〜11時30分
場　西児童館
内　楽器を使ったコンサート、大型絵本の読み聞かせ、リトミック
定　60組(申込順)
申 問　12月2日(月)9時30分から西児童館へ☎285・7048

ミニクリスマス会

対　幼児親子・小学生
日　12月15日(日)10時30分〜
場　上広谷児童館
内　0歳から楽しめる、動く大きな
絵と歌と遊びの参加型コンサート
申　不要
問　上広谷児童館☎287・1732

大きな絵があるファミリーコンサート

対　幼児親子
日　12月11日(水)10時30分〜
場　脚折児童館
内　ダンス、ペープサート、読み
聞かせ
定　30組(申込順)
申 問　申込用紙に記入し、脚折児
童館へ☎287・0270

ミニクリスマス会

対　未就学児とその保護者・妊婦
日　12月20日(金)受付9時30分〜
10時30分
場　保健センター
内　身体計測、保健・栄養相談など
持　母子健康手帳
問　保健センター☎271・2745

乳幼児すこやか相談

対　未就園児とその保護者
日　12月11日(水)
場　富士見保育所
定　10組（各年齢3人程度）
持　着替え、飲み物（水か茶）
申 問　12月4日(水)から前日まで
に富士見保育所へ☎285・6648(平
日のみ)

地域交流保育
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内　ダンス、ペープサート、読み
聞かせ
定　30組(申込順)
申 問　申込用紙に記入し、脚折児
童館へ☎287・0270

ミニクリスマス会

対　未就学児とその保護者・妊婦
日　12月20日(金)受付9時30分〜
10時30分
場　保健センター
内　身体計測、保健・栄養相談など
持　母子健康手帳
問　保健センター☎271・2745

乳幼児すこやか相談

対　未就園児とその保護者
日　12月11日(水)
場　富士見保育所
定　10組（各年齢3人程度）
持　着替え、飲み物（水か茶）
申 問　12月4日(水)から前日まで
に富士見保育所へ☎285・6648(平
日のみ)

地域交流保育
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市政情報

　「鶴ヶ島市人事行政の運営等の状況の公表に関する
条例」に基づき、人事行政の運営の概要をお知らせ
します。
■任免の状況（平成30年度）
　採用16人(一般事務職13人、土木(経験者)1人、保育士2人)
　退職22人(定年14人、勧奨5人、自己都合2人、死亡1人)

■一般行政職の級別職員数（平成31年4月1日現在）
区分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 計
標準的
な職名 主事補 主事 主任 主査 主幹 課長 部長

人数 17	 31 88 49 58 30 10 283
割合 6.0 11.0 31.1 17.3 20.5 10.6 3.5 100
※　鶴ヶ島市の給与条例に基づく給料表の級別区分による職員数です
※　一般行政職とは、税務職・福祉職・教育職・技能職などを除い
た職種です（以下同じ）

■部門別職員数の状況（各年4月1日現在）
区分

部門
職　員　数 対前年

増減数平成31年 平成30年

一般行政部門

議　　会 5 6 △1
総　　務 110 109 1
税　　務 29 30 △1
民　　生 93 91 2
衛　　生 25 25
労　　働 1 1
農林水産 9 9
商　　工 4 4
土　　木 48 48
小　　計 324 323 1

特別行政部門 教　　育 39 41 △2
小　　計 39 41 △2

普通会計　　計 363 364 △1

公営企業等
会計部門

国保事業
その他 21 23 △2

小　　計 21 23 △2
合　　　　　　　計 384 387 △3

※　職員数は、一般職に属する職員数であり、派遣職員および再
任用職員(フルタイム)を含み、再任用職員(短時間)、一般職非常勤
職員および臨時職員を除いています

■人件費の状況（平成30年度一般会計決算）
住民
基本台帳
人口

（H31.3.31現在）

歳出額（A） 人件費（B） 人件費率
（B／A）

29年度の
人件費率
（参考）

6万9950人 212億678万円 36億5778万4千円 17.3％ 18.0％

※　人件費には、特別職に支給される給料・報酬などを含みます
※　人件費率とは、歳出額に占める人件費の割合です

■職員の平均給料月額と平均年齢（平成31年4月1日現在）

区　分
一般行政職 技　能　職

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢
鶴ヶ島市 31万9551円 42.4歳 31万8625円 54.2歳
国 32万9433円 43.4歳 28万7312円 50.9歳

■職員の初任給〔給料月額〕（平成31年4月1日現在）

区　分
一般行政職

大学卒 高校卒
鶴ヶ島市 18万7200円 15万8300円
国 18万 700円 14万8600円

■ラスパイレス指数（平成30年度）
区　分 一般行政職
鶴ヶ島市 98.2

※　ラスパイレス指数とは、国家公務員の給料水準を100として比
較したものです

■職員手当（平成31年4月1日現在）
期末手当
勤勉手当 年間支給割合　期末手当　2.60月分　　　　　　　勤勉手当　1.85月分
地域手当 給料・扶養手当および管理職手当の総額の10％
特殊勤務
手　　当

①防疫作業手当（日額500円）
②行旅病人等取扱手当（1回1500円または3000円）

扶養手当
①配偶者6500円　②子1万円
③父母など6500円
（特定扶養〔16歳〜22歳の扶養親族〕5000円加算）

住居手当 賃貸住宅→家賃額に応じて支給（最高2万7000円）

通勤手当
①交通機関利用者→運賃相当額（最高5万5000円）	
②交通用具（自動車など）利用者（ただし、2km以
上）→距離に応じた定額（最高3万1600円）

管 理 職
手　　当

部長級7万円、課長級5万2000円、
主幹級4万1000円

退職手当
区　分 勤続20年 勤続25年 勤続30年 最高限度額
自己都合 19.669500月分 28.039500月分 34.735500月分 47.709000月分
定年・勧奨 24.586875月分 33.270750月分 40.803750月分 47.709000月分

■勤務時間その他の勤務条件の状況
（1）勤務時間（標準）
始業時刻 終業時刻 1日の勤務時間 1週間の勤務時間
8時30分 17時15分 7時間45分 38時間45分

（2）年次有給休暇の取得状況（平成30年度）
制　度　の　概　要 平均取得日数

1年度につき20日付与（翌年度繰越可能。最大40日） 11.0日

（3）育児休業などの取得状況（平成31年4月1日現在）
休業の種類 育児休業 部分休業
取得者数 8人 12人

市職員の給与、勤務条件などを公表します

問合先　人事課人事担当

19.669500 月分	28.039500 月分	34.735500 月分	47.709000 月分

24.586875 月分	33.270750 月分	40.803750 月分	47.709000 月分

8

　
市
の
財
政
状
況
は
、
年
２
回
、

上
半
期（
４
月
～
９
月
）と
、
下
半

期（
10
月
～
３
月
）に
分
け
て
定
期

的
に
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

令
和
元
年
度
上
半
期
の
財
政
状
況

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計

　
当
初
予
算
額
は
、
２
１
５
億
４

０
０
０
万
円
で
、
新
た
に
必
要
と

な
っ
た
11
億
４
４
０
６
万
円
を
補

正
予
算
と
し
て
追
加
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
９
月
末
現
在
の
予
算

額
は
２
２
６
億
８
４
０
６
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入

　
１
０
１
億
９
８
２
７
万
円
が
収

入
済
み
で
45
・
０
％
の
収
入
率
と

な
っ
て
い
ま
す
。
市
債
や
国
県
支

出
金
は
大
部
分
が
下
半
期
に
収
入

さ
れ
る
た
め
、
低
い
収
入
率
と
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
は
、
ほ
ぼ

順
調
な
収
入
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出

　
95
億
８
６
４
８
万
円
が
支
出
済

み
で
、
42
・
３
％
の
執
行
率
と
な

っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
の
費
目
も

お
お
む
ね
計
画
ど
お
り
執
行
さ
れ

て
い
ま
す
。

特
別
会
計

　
一
般
会
計
同
様
に
各
特
別
会
計

も
お
お
む
ね
順
調
に
執
行
し
て
い

ま
す
。

特別会計
会計名 予算額 収入済額 収入率(％) 支出済額 執行率(％)

国民健康保険 67億7289万円 35億8132万円 52.9 31億9857万円 47.2
後期高齢者医療 7億4699万円 2億9501万円 39.5 2億5909万円 34.7
介護保険 45億8716万円 24億8036万円 54.1 15億3005万円 33.4
一本松土地区画整理事業 3億 317万円 8731万円 28.8 5064万円 16.7
若葉駅西口土地区画整理事業 4億1576万円 1億5158万円 36.5 1億1315万円 27.2

市債残高の状況
会計名 9月末現在高(元金) 昨年度同時期との比較

一般会計 157億9086万円 △2629万円
一本松土地区画整理事業 1億1493万円 △2734万円
若葉駅西口土地区画整理事業 8億4958万円 △1億3804万円

0 50 1000 〈億円〉 〈億円〉50100
91 億 6718万円
44億 1090万円
32億 8317万円
12億 3668万円
33億 6748万円
12億 6406万円
21億 3560万円
6億 6443万円
15億 3790万円
6億 4026万円
13億 5727万円
6億 1591万円
10億 9534万円
5億 4259万円
7億 4012万円
2億 1165万円

（48.1％）

（37.7％）

（37.5％）

（31.1％）

（41.6％）

（45.4％）

（49.5％）

（28.6％）

99億 2065万円
（58.1％）57億 6713万円

52億 6595万円
（27.5％）14億 5014万円

15億 5954万円
（0％） 　　　　   0 万円

14億 5823万円
（62.5％）   9 億 1085 万円

10億 4365万円
（0％） 　　　　   0 万円

11億 7000万円
（56.5％）   6 億 6105 万円

8億 2699万円
（100％）   8 億 2699万円

14億 3905万円
（40.5％）   5 億 8211 万円

民　生　費
総　務　費
土　木　費
教　育　費
公　債　費
衛　生　費
消　防　費
そ　の　他

予算額
226 億 8406万円

歳入
収入済額   101 億 9827万円

（収入率 45.0％）

歳出
支出済額　95億 8648万円

（執行率 42.3％）

市　　　税
国県支出金
市　　　債
地方交付税
繰　入　金
　
繰　越　金
そ　の　他

地方消費税
交　付　金

予算額（上段）
収入済額（下段）

予算額（上段）
支出済額（下段）

一般会計

市の財政状況をお知らせします

問合先　財政課財政担当

19.669500 月分	28.039500 月分	34.735500 月分	47.709000 月分

24.586875 月分	33.270750 月分	40.803750 月分	47.709000 月分
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市政情報

　「鶴ヶ島市人事行政の運営等の状況の公表に関する
条例」に基づき、人事行政の運営の概要をお知らせ
します。
■任免の状況（平成30年度）
　採用16人(一般事務職13人、土木(経験者)1人、保育士2人)
　退職22人(定年14人、勧奨5人、自己都合2人、死亡1人)

■一般行政職の級別職員数（平成31年4月1日現在）
区分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 計
標準的
な職名 主事補 主事 主任 主査 主幹 課長 部長

人数 17	 31 88 49 58 30 10 283
割合 6.0 11.0 31.1 17.3 20.5 10.6 3.5 100
※　鶴ヶ島市の給与条例に基づく給料表の級別区分による職員数です
※　一般行政職とは、税務職・福祉職・教育職・技能職などを除い
た職種です（以下同じ）

■部門別職員数の状況（各年4月1日現在）
区分

部門
職　員　数 対前年

増減数平成31年 平成30年

一般行政部門

議　　会 5 6 △1
総　　務 110 109 1
税　　務 29 30 △1
民　　生 93 91 2
衛　　生 25 25
労　　働 1 1
農林水産 9 9
商　　工 4 4
土　　木 48 48
小　　計 324 323 1

特別行政部門 教　　育 39 41 △2
小　　計 39 41 △2

普通会計　　計 363 364 △1

公営企業等
会計部門

国保事業
その他 21 23 △2

小　　計 21 23 △2
合　　　　　　　計 384 387 △3

※　職員数は、一般職に属する職員数であり、派遣職員および再
任用職員(フルタイム)を含み、再任用職員(短時間)、一般職非常勤
職員および臨時職員を除いています

■人件費の状況（平成30年度一般会計決算）
住民
基本台帳
人口

（H31.3.31現在）

歳出額（A） 人件費（B） 人件費率
（B／A）

29年度の
人件費率
（参考）

6万9950人 212億678万円 36億5778万4千円 17.3％ 18.0％

※　人件費には、特別職に支給される給料・報酬などを含みます
※　人件費率とは、歳出額に占める人件費の割合です

■職員の平均給料月額と平均年齢（平成31年4月1日現在）

区　分
一般行政職 技　能　職

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢
鶴ヶ島市 31万9551円 42.4歳 31万8625円 54.2歳
国 32万9433円 43.4歳 28万7312円 50.9歳

■職員の初任給〔給料月額〕（平成31年4月1日現在）

区　分
一般行政職

大学卒 高校卒
鶴ヶ島市 18万7200円 15万8300円
国 18万 700円 14万8600円

■ラスパイレス指数（平成30年度）
区　分 一般行政職
鶴ヶ島市 98.2

※　ラスパイレス指数とは、国家公務員の給料水準を100として比
較したものです

■職員手当（平成31年4月1日現在）
期末手当
勤勉手当 年間支給割合　期末手当　2.60月分　　　　　　　勤勉手当　1.85月分
地域手当 給料・扶養手当および管理職手当の総額の10％
特殊勤務
手　　当

①防疫作業手当（日額500円）
②行旅病人等取扱手当（1回1500円または3000円）

扶養手当
①配偶者6500円　②子1万円
③父母など6500円
（特定扶養〔16歳〜22歳の扶養親族〕5000円加算）

住居手当 賃貸住宅→家賃額に応じて支給（最高2万7000円）

通勤手当
①交通機関利用者→運賃相当額（最高5万5000円）	
②交通用具（自動車など）利用者（ただし、2km以
上）→距離に応じた定額（最高3万1600円）

管 理 職
手　　当

部長級7万円、課長級5万2000円、
主幹級4万1000円

退職手当
区　分 勤続20年 勤続25年 勤続30年 最高限度額
自己都合 19.669500月分 28.039500月分 34.735500月分 47.709000月分
定年・勧奨 24.586875月分 33.270750月分 40.803750月分 47.709000月分

■勤務時間その他の勤務条件の状況
（1）勤務時間（標準）
始業時刻 終業時刻 1日の勤務時間 1週間の勤務時間
8時30分 17時15分 7時間45分 38時間45分

（2）年次有給休暇の取得状況（平成30年度）
制　度　の　概　要 平均取得日数

1年度につき20日付与（翌年度繰越可能。最大40日） 11.0日

（3）育児休業などの取得状況（平成31年4月1日現在）
休業の種類 育児休業 部分休業
取得者数 8人 12人

市職員の給与、勤務条件などを公表します

問合先　人事課人事担当

19.669500 月分	28.039500 月分	34.735500 月分	47.709000 月分

24.586875 月分	33.270750 月分	40.803750 月分	47.709000 月分
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特別会計
会計名 予算額 収入済額 収入率(％) 支出済額 執行率(％)

国民健康保険 67億7289万円 35億8132万円 52.9 31億9857万円 47.2
後期高齢者医療 7億4699万円 2億9501万円 39.5 2億5909万円 34.7
介護保険 45億8716万円 24億8036万円 54.1 15億3005万円 33.4
一本松土地区画整理事業 3億 317万円 8731万円 28.8 5064万円 16.7
若葉駅西口土地区画整理事業 4億1576万円 1億5158万円 36.5 1億1315万円 27.2

市債残高の状況
会計名 9月末現在高(元金) 昨年度同時期との比較

一般会計 157億9086万円 △2629万円
一本松土地区画整理事業 1億1493万円 △2734万円
若葉駅西口土地区画整理事業 8億4958万円 △1億3804万円

0 50 1000 〈億円〉 〈億円〉50100
91 億 6718万円
44億 1090万円
32億 8317万円
12億 3668万円
33億 6748万円
12億 6406万円
21億 3560万円
6億 6443万円
15億 3790万円
6億 4026万円
13億 5727万円
6億 1591万円
10億 9534万円
5億 4259万円
7億 4012万円
2億 1165万円

（48.1％）

（37.7％）

（37.5％）

（31.1％）

（41.6％）

（45.4％）

（49.5％）

（28.6％）

99億 2065万円
（58.1％）57億 6713万円

52億 6595万円
（27.5％）14億 5014万円

15億 5954万円
（0％） 　　　　   0 万円

14億 5823万円
（62.5％）   9 億 1085 万円

10億 4365万円
（0％） 　　　　   0 万円

11億 7000万円
（56.5％）   6 億 6105 万円

8億 2699万円
（100％）   8 億 2699万円

14億 3905万円
（40.5％）   5 億 8211 万円

民　生　費
総　務　費
土　木　費
教　育　費
公　債　費
衛　生　費
消　防　費
そ　の　他

予算額
226 億 8406万円

歳入
収入済額   101 億 9827万円

（収入率 45.0％）

歳出
支出済額　95億 8648万円

（執行率 42.3％）

市　　　税
国県支出金
市　　　債
地方交付税
繰　入　金
　
繰　越　金
そ　の　他

地方消費税
交　付　金

予算額（上段）
収入済額（下段）

予算額（上段）
支出済額（下段）

一般会計

市の財政状況をお知らせします

問合先　財政課財政担当

19.669500 月分	28.039500 月分	34.735500 月分	47.709000 月分

24.586875 月分	33.270750 月分	40.803750 月分	47.709000 月分
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自
宅
で
確
定
申
告

　
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
確
定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ

ー
」
か
ら
申
告
書
を
作
成
し
、
税

務
署
が
発
行
し
た
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ

ー
ド
を
入
力
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
簡
単
に
電
子
申
告（e-Tax

）

が
で
き
ま
す
。

　
確
定
申
告
期
間
中
は
、
24
時
間

い
つ
で
も
作
成
・
送
信
可
能
で
と

て
も
便
利
で
す
。

Ｉ
Ｄ
出
張
発
行

　
電
子
申
告
を
す
る
た
め
の
Ｉ
Ｄ

取
得
に
は
、
税
務
署
で
の
手
続
き

が
必
要
で
す
が
、
下
記
の
と
お
り

税
務
署
に
よ
る
Ｉ
Ｄ
出
張
発
行
を

市
役
所
で
行
い
ま
す
。

　
税
務
署
に
行
く
こ
と
な
く
、
Ｉ

Ｄ
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い（
本
人
の
み
）。

電
子
申
告
の
利
用
を

　
電
子
申
告
は
、
登
録
す
れ
ば
毎

年
利
用
で
き
ま
す
。

　
毎
年
、
申
告
会
場
は
、
ど
の
会

場
も
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
確

定
申
告
の
混
雑
を
避
け
る
こ
と
が

で
き
る
電
子
申
告
を
、
利
用
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

自宅のパソコン・スマートフォンで、らくらく確定申告

問合先　税務課市民税担当

台風19号に被災された方への就学援助 

問合先　学校教育課学務担当

　
台
風
19
号
に
被
災
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
小
中
学
校
へ
の
就
学
が

経
済
的
に
困
難
と
な
っ
た
ご
家
庭

は
、
就
学
援
助（
学
校
給
食
費
の

援
助
な
ど
）の
認
定
が
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新
た
な
就
学
援
助
認
定
要
件
の
例

・�

被
災
に
よ
り
離
職
・
休
職
し
た

こ
と
が
わ
か
る
書
類
の
確
認
に

よ
る
認
定

　�（
被
災
に
よ
り
、
主
た
る
家
計

維
持
者
が
離
職
・
休
職
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る

家
計
急
変
の
場
合
な
ど
）

・�

り
災
証
明
書
の
確
認
に
よ
る
認

定

全国スポーツ推進委員連合勤続賞表彰

問合先　生涯学習スポーツ課市民スポーツ担当

　
11
月
14
日
に
三
重
県
で
開
催
さ

れ
た
「
全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

研
究
協
議
会
」
で
、
市
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
の
武た
け
だ田
和か
ず
こ子
さ
ん
が
30

年
勤
続
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
賞
は
、
長
年
に
わ
た
り
、

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
、
自

己
の
研
さ
ん
に
励
む
と
と
も
に
、

地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
推
進
に

寄
与
し
た
功
績
の
顕
著
な
方
に
、

（
公
財
）全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

　�（
被
災
に
よ
り
、
家
屋
が
全
壊
、

大
規
模
半
壊
、
半
壊
、
流
失
、

床
上
浸
水（
土
砂
の
堆
積
な
ど

に
よ
り
一
時
的
に
居
住
す
る
こ

と
が
出
来
な
い
状
態
を
含
む
）

し
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
家
計
急

変
の
場
合
な
ど
）

・�

被
災
に
よ
り
、
市
町
村
税
の
特

別
措
置
に
基
づ
く
市
町
村
民

税
、
固
定
資
産
税
な
ど
の
減
免

を
証
明
す
る
書
類
の
確
認
に
よ

る
認
定
　
な
ど

連
合
会
長
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
で

す
。

税務署のＩＤ出張発行
日時 12月17日(火)	10時〜12時、13時〜15時
場所 市役所1階102会議室
対象者 市内在住在勤の方

10時〜12時の
対象者地区

脚折、脚折町、共栄町、高倉、下新田、羽折町、中新田、上新田、町屋、三ツ木、三ツ木新町、柳戸町、
三ツ木新田、太田ヶ谷、藤金

13時〜15時の
対象者地区 新町、上広谷、五味ヶ谷、富士見、鶴ヶ丘、松ヶ丘、南町

持ち物 運転免許証・保険証など本人確認書類、税務署から届く確定申告のお知らせハガキ(お持ちの方)

10

新入学準備費の入学前支給について

問合先　学校教育課学務担当

鶴ヶ島市職員を募集します

問合先　人事課人事担当

参議院埼玉県選出議員 
補欠選挙の結果

問合先　選挙管理委員会

　
令
和
２
年
度
に
小
中
学
校
に
入

学
す
る
お
子
さ
ん
が
い
る
家
庭

で
、
経
済
的
に
お
困
り
の
保
護
者

の
方
に
、
新
入
学
準
備
費
の
支
給

を
入
学
前
の
３
月
に
行
い
ま
す
。

支
給
の
対
象
と
な
る
方

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
教

育
委
員
会
が
認
定
し
た
方

①�

収
入
が
少
な
く
経
済
的
に
お
困

り
の
方
で
、
認
定
基
準
の
範
囲

内
の
方

②�

生
活
保
護
が
停
止
ま
た
は
廃
止

と
な
っ
た
方

③�

市
民
税
が
減
免
ま
た
は
非
課
税

と
な
っ
た
方

④�

国
民
年
金
保
険
料
、
国
民
健
康

保
険
税
が
減
免
ま
た
は
猶
予
さ

れ
た
方

⑤�

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る

方
申
請
方
法

　
次
の
①
か
ら
④
を
持
参
し
、
１

月
31
日
㈮
ま
で
に
学
校
教
育
課
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

①�

就
学
援
助
認
定
申
請
書
・
世
帯

票（
学
校
教
育
課
で
配
布
）

②�

世
帯
で
収
入
が
あ
る
方
全
員
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
通
知
）カ
ー
ド

と
窓
口
に
来
ら
れ
る
方
の
身
分

を
証
明
で
き
る
書
類（
運
転
免

許
証
な
ど
）

※
　
平
成
31
年
１
月
１
日
現
在
、

市
内
に
居
住
し
て
い
な
い
方
は
、

世
帯
で
収
入
が
あ
る
方
全
員
の
収

入
を
証
明
で
き
る
書
類
が
必
要
に

な
り
ま
す

③�

印
鑑（
シ
ャ
チ
ハ
タ
不
可
）、
振

込
先
が
わ
か
る
も
の（
通
帳
な

ど
）

④�

国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
ま
た

は
猶
予
さ
れ
て
い
る
方
、
児
童

扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る

方
は
、
証
書
、
決
定
通
知
な
ど

を
ご
提
示
い
た
だ
く
か
、
コ
ピ

ー
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
額
・
支
給
日
な
ど

支
給
額
　
小
学
校
５
万
６
０
０

円
、
中
学
校
５
万
７
４
０
０
円

支
給
日
　
令
和
２
年
３
月
予
定

支
給
方
法
　
保
護
者
の
口
座
に
振

込
み
ま
す
。

そ
の
他
　
新
入
学
準
備
費
は
、
就

学
援
助
制
度
に
よ
る
支
給
で
す
。

す
で
に
令
和
元
年
度
就
学
援
助
認

定
と
な
っ
て
い
る
方
は
、
申
請
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
市
で
は
、
令
和
２
年
４
月
１
日

付
け
で
採
用
予
定
の
市
職
員
の
採

用
試
験
を
行
い
ま
す
。

採
用
職
種
・
人
数

　
一
般
行
政
職（
土
木
）若
干
名

　
一
般
行
政
職（
福
祉
）若
干
名

受
験
資
格

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

申
込
受
付

　
12
月
２
日
㈪
～
11
日
㈬

申
込
方
法

　
人
事
課
へ
持
参（
土
・
日
曜
日

除
く
）ま
た
は
郵
送
。
郵
送
の
場

合
は
12
月
９
日
㈪
消
印
有
効

　
10
月
27
日
に
行
わ
れ
た
参
議
院

埼
玉
県
選
出
議
員
補
欠
選
挙
の
市

の
開
票
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

投
票
率
　
22
・
07
％（
20
・
81
％
）

※
　（
　
）は
埼
玉
県
の
投
票
率
と

得
票
数
で
す

第
１
次
試
験
日

　
１
月
12
日
㈰

そ
の
他

　
採
用
試
験
案
内
、
申
込
書
類
は

人
事
課
、
若
葉
駅
前
出
張
所
、
各

市
民
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い
る

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

詳細はこちら

当選 候補者名
(届出順) 得票数

立花　孝志 1,633
（   168,289）

当 上田　きよし 10,863
（1,065,390）
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可
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の
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下
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を
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で
、
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だ
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本
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の
み
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子
申
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の
利
用
を

　
電
子
申
告
は
、
登
録
す
れ
ば
毎

年
利
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で
き
ま
す
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毎
年
、
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会
場
は
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ど
の
会

場
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大
変
混
雑
し
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の
で
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の
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を
避
け
る
こ
と
が

で
き
る
電
子
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を
、
利
用
し
て
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て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

自宅のパソコン・スマートフォンで、らくらく確定申告

問合先　税務課市民税担当

台風19号に被災された方への就学援助 

問合先　学校教育課学務担当

　
台
風
19
号
に
被
災
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
小
中
学
校
へ
の
就
学
が

経
済
的
に
困
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と
な
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た
ご
家
庭

は
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就
学
援
助（
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費
の
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な
ど
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。
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ど
、
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く
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お
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合
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せ
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だ
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い
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な
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定
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の
例
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被
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に
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し
た
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と
が
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書
類
の
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に
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に
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を
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り
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書
の
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認
に
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る
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全国スポーツ推進委員連合勤続賞表彰
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合
な
ど
）

・�

被
災
に
よ
り
、
市
町
村
税
の
特

別
措
置
に
基
づ
く
市
町
村
民

税
、
固
定
資
産
税
な
ど
の
減
免

を
証
明
す
る
書
類
の
確
認
に
よ

る
認
定
　
な
ど

連
合
会
長
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
で

す
。

税務署のＩＤ出張発行
日時 12月17日(火)	10時〜12時、13時〜15時
場所 市役所1階102会議室
対象者 市内在住在勤の方

10時〜12時の
対象者地区

脚折、脚折町、共栄町、高倉、下新田、羽折町、中新田、上新田、町屋、三ツ木、三ツ木新町、柳戸町、
三ツ木新田、太田ヶ谷、藤金

13時〜15時の
対象者地区 新町、上広谷、五味ヶ谷、富士見、鶴ヶ丘、松ヶ丘、南町

持ち物 運転免許証・保険証など本人確認書類、税務署から届く確定申告のお知らせハガキ(お持ちの方)

10

新入学準備費の入学前支給について

問合先　学校教育課学務担当

鶴ヶ島市職員を募集します

問合先　人事課人事担当

参議院埼玉県選出議員 
補欠選挙の結果

問合先　選挙管理委員会

　
令
和
２
年
度
に
小
中
学
校
に
入

学
す
る
お
子
さ
ん
が
い
る
家
庭

で
、
経
済
的
に
お
困
り
の
保
護
者

の
方
に
、
新
入
学
準
備
費
の
支
給

を
入
学
前
の
３
月
に
行
い
ま
す
。

支
給
の
対
象
と
な
る
方

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
教

育
委
員
会
が
認
定
し
た
方

①�

収
入
が
少
な
く
経
済
的
に
お
困

り
の
方
で
、
認
定
基
準
の
範
囲

内
の
方

②�

生
活
保
護
が
停
止
ま
た
は
廃
止

と
な
っ
た
方

③�

市
民
税
が
減
免
ま
た
は
非
課
税

と
な
っ
た
方

④�

国
民
年
金
保
険
料
、
国
民
健
康

保
険
税
が
減
免
ま
た
は
猶
予
さ

れ
た
方

⑤�

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る

方
申
請
方
法

　
次
の
①
か
ら
④
を
持
参
し
、
１

月
31
日
㈮
ま
で
に
学
校
教
育
課
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

①�

就
学
援
助
認
定
申
請
書
・
世
帯

票（
学
校
教
育
課
で
配
布
）

②�

世
帯
で
収
入
が
あ
る
方
全
員
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
通
知
）カ
ー
ド

と
窓
口
に
来
ら
れ
る
方
の
身
分

を
証
明
で
き
る
書
類（
運
転
免

許
証
な
ど
）

※
　
平
成
31
年
１
月
１
日
現
在
、

市
内
に
居
住
し
て
い
な
い
方
は
、

世
帯
で
収
入
が
あ
る
方
全
員
の
収

入
を
証
明
で
き
る
書
類
が
必
要
に

な
り
ま
す

③�

印
鑑（
シ
ャ
チ
ハ
タ
不
可
）、
振

込
先
が
わ
か
る
も
の（
通
帳
な

ど
）

④�

国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
ま
た

は
猶
予
さ
れ
て
い
る
方
、
児
童

扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る

方
は
、
証
書
、
決
定
通
知
な
ど

を
ご
提
示
い
た
だ
く
か
、
コ
ピ

ー
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
額
・
支
給
日
な
ど

支
給
額
　
小
学
校
５
万
６
０
０

円
、
中
学
校
５
万
７
４
０
０
円

支
給
日
　
令
和
２
年
３
月
予
定

支
給
方
法
　
保
護
者
の
口
座
に
振

込
み
ま
す
。

そ
の
他
　
新
入
学
準
備
費
は
、
就

学
援
助
制
度
に
よ
る
支
給
で
す
。

す
で
に
令
和
元
年
度
就
学
援
助
認

定
と
な
っ
て
い
る
方
は
、
申
請
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
市
で
は
、
令
和
２
年
４
月
１
日

付
け
で
採
用
予
定
の
市
職
員
の
採

用
試
験
を
行
い
ま
す
。

採
用
職
種
・
人
数

　
一
般
行
政
職（
土
木
）若
干
名

　
一
般
行
政
職（
福
祉
）若
干
名

受
験
資
格

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

申
込
受
付

　
12
月
２
日
㈪
～
11
日
㈬

申
込
方
法

　
人
事
課
へ
持
参（
土
・
日
曜
日

除
く
）ま
た
は
郵
送
。
郵
送
の
場

合
は
12
月
９
日
㈪
消
印
有
効

　
10
月
27
日
に
行
わ
れ
た
参
議
院

埼
玉
県
選
出
議
員
補
欠
選
挙
の
市

の
開
票
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

投
票
率
　
22
・
07
％（
20
・
81
％
）

※
　（
　
）は
埼
玉
県
の
投
票
率
と

得
票
数
で
す

第
１
次
試
験
日

　
１
月
12
日
㈰

そ
の
他

　
採
用
試
験
案
内
、
申
込
書
類
は

人
事
課
、
若
葉
駅
前
出
張
所
、
各

市
民
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い
る

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

詳細はこちら

当選 候補者名
(届出順) 得票数

立花　孝志 1,633
（   168,289）

当 上田　きよし 10,863
（1,065,390）
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障
害
者
週
間
は
、
障
害
者
基
本

法
に
よ
り
、国
民
一
人
ひ
と
り
が
、

障
害
者
の
福
祉
に
つ
い
て
の
関
心

と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
障

害
者
が
社
会
、
経
済
、
文
化
そ
の

他
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
積
極

的
に
参
加
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
市
で
は
、
市
内
障
害
者
団
体
と

協
力
し
、
障
害
者
へ
の
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
に
様
々
な
事

業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

障
害
者
団
体
な
ど
の
紹
介

（
パ
ネ
ル
展
示
）

　
市
内
障
害
者
団
体
や
障
害
者
を

支
援
す
る
団
体
、
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
の
活
動
の
様
子
を
パ

ネ
ル
展
示
で
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
ス
、
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
パ

ネ
ル
展
示
や
、
障
害
者
就
労
施
設

な
ど
の
物
品
販
売
も
行
い
ま
す
。

期
間
　
12
月
６
日
㈮
ま
で（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）

場
所
　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

障害者週間(12月3日～12月9日)をご存知ですか

問合先　障害者福祉課障害者福祉担当

ひ
き
こ
も
り
と
は

　
仕
事
や
学
校
に
行
か
ず
、
社
会

と
の
か
か
わ
り
を
避
け
、
６
か
月

以
上
自
宅
に
と
ど
ま
り
続
け
て
い

る
状
態
を
い
い
ま
す
。

　
成
長
発
達
の
つ
ま
ず
き
、
う
つ

病
、
長
期
欠
席
、
親
の
介
護
や
パ

ワ
ハ
ラ
な
ど
に
よ
る
職
業
生
活
の

中
断
な
ど
、
そ
の
き
っ
か
け
は

様
々
で
す
。

　
ひ
き
こ
も
り
本
人
は
、「
働
け

る
人
が
働
い
て
い
な
い
」
と
い
う

世
間
の
暗
黙
の
非
難
を
感
じ
、
自

己
嫌
悪
を
強
め
、
ひ
き
こ
も
る
と

い
う
悪
循
環
に
陥
り
ま
す
。
家
族

は
、
そ
ん
な
本
人
へ
の
焦
り
や
不

安
か
ら
叱
責
や
説
教
を
続
け
、
本

人
を
窮
地
に
追
い
つ
め
、
ひ
き
こ

も
り
状
態
は
さ
ら
に
悪
化
し
ま

す
。

誰
に
で
も
起
こ
る
可
能
性
が

　
ひ
き
こ
も
り
は
、
若
年
世
代
か

ら
中
高
年
世
代
に
広
が
り
、
誰
に

で
も
ど
こ
に
で
も
起
こ
り
う
る
身

近
な
社
会
問
題
と
い
え
ま
す
。「
怠

け
て
い
る
」、「
親
が
甘
や
か
し
て

い
る
」
と
い
っ
た
個
人
や
家
庭
の

問
題
と
は
異
な
り
ま
す
。

　
ひ
き
こ
も
り
状
態
を
改
善
す
る

に
は
、「
急
が
ば
回
れ
」
を
心
が

け
ま
す
。
職
業
訓
練
や
就
職
だ
け

が
ゴ
ー
ル
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
ま

ず
は
本
人
が
や
り
た
い
こ
と
を
見

つ
け
、
そ
こ
か
ら
社
会
と
の
つ
な

が
り
が
生
ま
れ
る
の
を
待
ち
ま

す
。
周
り
の
人
は
、
そ
う
し
た
本

人
の
生
き
方
を
認
め
、
肯
定
す
る

こ
と
が
肝
心
で
す
。

　
ま
た
、
家
族
は
「
ひ
き
こ
も
り

は
親
の
責
任
」
と
感
じ
、
誰
に
も

相
談
せ
ず
に
抱
え
込
む
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
家
族
が
孤
立
せ
ず
社
会

と
つ
な
が
る
こ
と
、
第
三
者
を
頼

る
こ
と
は
、
問
題
解
決
の
第
一
歩

で
す
。

相
談
し
て
く
だ
さ
い

　
ひ
き
こ
も
り
の
相
談
窓
口
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

　
悩
ん
で
い
る
方
は
、
ま
ず
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

身近な人のひきこもりに悩んでいませんか

問合先　障害者福祉課障害者支援担当

障がい者交流フェスティバルwith雅
みやびいち
市

手作り品の販売やワークショップ、ダンスのステージ発表もあり
ます。また、今年も雅市(ハンドメイド雑貨市)とコラボレーション
します。子どもから大人まで楽しめる企画がいっぱい！
日時　12月8日(日)10時～17時
場所　女性センター
内容
・障害者施設などの商品販売、ハンドメイド雑貨の販売
・体験コーナー
　内容　�郷土かるた、お手玉体操、マジックバルーン、ハンドサッ

カーＰＫ合戦
・ボッチャ・ペタンク体験
・ヨガ教室
　持ち物　ヨガマット、飲み物、タオル
・つるがしまどこでもまちライブラリー＠ハーモニー
　内容　読み聞かせ、手遊びなど
・ステージ
　内容　ダンス、フラダンス、ゴスペル、あるあるコント
・ACT��THE��FAMILY(ダンス)
※　販売は有料・ヨガ教室参加費100円
問合先　社会福祉協議会☎271・60115271・6277

埼玉県ひきこもり相談サポートセンター
☎048・971・5613
埼玉県立精神保健福祉センター
☎048・723・6811
坂戸保健所
☎283・7815
鶴ヶ島市障害者福祉課
☎271・1111
鶴ヶ島市生活サポートセンター
☎277・4116
ひきこもり家族会「マロウドの会」
☎090・5575・7054
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償却資産の申告は1月31日まで

問合先　税務課資産税担当

償
却
資
産
と
は

　
会
社
や
個
人
で
事
業
を
行
っ
て
い
る

方
や
、
ア
パ
ー
ト
・
駐
車
場
な
ど
の
不

動
産
経
営
を
し
て
い
る
方
が
、
そ
の
事

業
の
た
め
に
使
用
し
て
い
る
構
築
物
・

機
械
・
器
具
・
備
品
な
ど
の
資
産
を
償

却
資
産
と
い
い
ま
す
。

　
土
地
や
家
屋
と
同
じ
く
固
定
資
産
税

が
課
税
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
左
の
表

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

償
却
資
産
の
種
類

申
告
義
務
が
あ
り
ま
す

　
登
記
制
度
の
あ
る
土
地
・
家
屋
と
は

異
な
り
、
償
却
資
産
は
資
産
の
所
有
者

に
対
し
て
、
毎
年
申
告
の
義
務
を
課
し

て
い
ま
す
。

　
共
同
住
宅
・
駐
車
場
な
ど
の
不
動
産

経
営
者
の
方
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
門
や
塀
・
駐
車
場
の
舗
装
、

ご
み
置
き
場
な
ど
は
、
土
地
や
家
屋
の

固
定
資
産
税
に
含
ま
れ
て
い
な
い
た

め
、
償
却
資
産
と
し
て
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

令
和
２
年
度
申
告
書
の
提
出
に
つ
い
て

提
出
期
限

　
１
月
31
日
㈮
ま
で

提
出
方
法

　
税
務
課
に
直
接
提
出
ま
た
は
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
会
社
や
自
宅
か
ら
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、
電
子
申
告

（eLTA
X

）で
も
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

提
出
書
類

　
償
却
資
産
申
告
書
お
よ
び
全
資
産
の

種
類
別
明
細
書（
増
減
の
な
い
場
合
で

も
全
資
産
の
明
細
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
）。

　
独
自
の
様
式
で
の
全
資
産
申
告
お
よ

び
電
子
申
告
は
、
必
ず
全
所
有
資
産
に

つ
い
て
評
価
額
な
ど
を
計
算
し
、
明
細

書
を
添
付
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
用
紙
を
送
付
し
ま
す

　
平
成
31
年（
令
和
元
年
）度
分
を
申
告

さ
れ
た
方
に
は
、
12
月
上
旬
に
、
申
告

用
紙
を
送
付
し
ま
す
。

　
新
規
事
業
所
な
ど
で
申
告
用
紙
が
必

要
な
方
は
、
必
要
書
類
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
で
す

　
社
会
保
障・税
番
号
制
度
に
基
づ
き
、

法
人
の
方
は
、
13
桁
の
法
人
番
号
を
、

個
人
事
業
主
の
方
は
、
12
桁
の
個
人
番

号
を
、
申
告
書
の
所
定
の
記
載
欄
に
記

載
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
の
際
は
、
本
人
確
認
と
個
人
番

号
確
認
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
１
　
税
務
署
へ
毎
年
申
告
を
し
て
い

ま
す
が
、
市
に
も
申
告
は
必
要
で
す

か
？

Ａ
１
　
必
要
で
す
。
税
務
署
は
、
国
税

（
所
得
税
、
法
人
税
）の
申
告
、
市
役
所

は
、
地
方
税（
固
定
資
産
税
）の
申
告
で

す
。
ま
た
、
市
税
と
国
税
で
は
取
扱
い

が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
２
　
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
な
い

場
合
で
も
申
告
は
必
要
で
す
か
？

Ａ
２
　
資
産
の
所
有
状
況
把
握
の
た

め
、「
資
産
な
し
」
の
申
告
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
３
　
所
有
資
産
の
増
減
が
な
い
場
合

で
も
申
告
が
必
要
で
す
か
？

Ａ
３
　
償
却
資
産
の
所
有
者
は
、
資
産

内
容
に
変
更
が
な
く
て
も
、
申
告
は
必

要
で
す
。
申
告
の
際
は
全
資
産
の
明
細

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
４
　
課
税
標
準
の
特
例
が
あ
る
場
合

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
す
か
？

Ａ
４
　
必
要
書
類
を
添
付
の
上
、
明
細

書
の
摘
要
欄
に
摘
要
法
令
・
条
項
・
特

例
率
お
よ
び
課
税
標
準
額
を
記
載
し
て

く
だ
さ
い
。

Ｑ
５
　
耐
用
年
数
を
経
過
し
、
減
価
償

却
を
終
え
た
古
い
資
産
も
申
告
が
必
要

で
す
か
？

Ａ
５
　
事
業
で
使
用
可
能
な
状
態
に
あ

る
限
り
は
申
告
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
６
　
廃
業
し
た
場
合
、
申
告
は
必
要

で
す
か
？

Ａ
６
　
必
要
で
す
。
廃
業（
転
出
・
解

散
を
含
む
）し
た
旨
を
記
載
し
、
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
７
　
未
申
告
や
虚
偽
の
申
告
を
し
た

場
合
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

Ａ
７
　
正
当
な
事
由
な
く
申
告
し
な
か

っ
た
場
合
は
、
地
方
税
法
な
ど
の
規
定

に
よ
り
過
料
を
科
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
虚
偽
の
申
告
を
し
た

場
合
に
は
罰
金
な
ど
が
科
せ
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
8
　
申
告
に
つ
い
て
調
査
依
頼
の
通

知
が
届
き
ま
し
た
が
、
ど
う
し
て
で
す

か
？

Ａ
8
　
申
告
の
内
容
を
確
認
す
る
た
め

に
、
固
定
資
産
台
帳
や
所
得
税（
法
人

税
）申
告
書
類
な
ど
の
写
し
の
提
出
を

求
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

種
類

具
体
例

構
築
物

門
・
塀
・
舗
装
・
外
構
・
緑

化
施
設
・
駐
車
場
・
駐
輪
場
・

広
告
塔
・
屋
外
配
管
用
設
備

な
ど

機
械
・

装
置

土
木
建
設
機
械
・
電
気
機
械

な
ど
の
各
種
産
業
用
機
械
・

太
陽
光
発
電
設
備

　な
ど

車
両
・

運
搬
具

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
の
大

型
特
殊
自
動
車
・
構
内
運
搬

具

　な
ど

工
具
・

器
具
・

備
品

事
務
机
・
椅
子
・
レ
ジ
・
パ

ソ
コ
ン
・
医
療
機
器
・
事
務

機
器
・
エ
ア
コ
ン

　な
ど
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障
害
者
週
間
は
、
障
害
者
基
本

法
に
よ
り
、国
民
一
人
ひ
と
り
が
、

障
害
者
の
福
祉
に
つ
い
て
の
関
心

と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
障

害
者
が
社
会
、
経
済
、
文
化
そ
の

他
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
積
極

的
に
参
加
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
市
で
は
、
市
内
障
害
者
団
体
と

協
力
し
、
障
害
者
へ
の
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
に
様
々
な
事

業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

障
害
者
団
体
な
ど
の
紹
介

（
パ
ネ
ル
展
示
）

　
市
内
障
害
者
団
体
や
障
害
者
を

支
援
す
る
団
体
、
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
の
活
動
の
様
子
を
パ

ネ
ル
展
示
で
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
ス
、
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
パ

ネ
ル
展
示
や
、
障
害
者
就
労
施
設

な
ど
の
物
品
販
売
も
行
い
ま
す
。

期
間
　
12
月
６
日
㈮
ま
で（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）

場
所
　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

障害者週間(12月3日～12月9日)をご存知ですか

問合先　障害者福祉課障害者福祉担当

ひ
き
こ
も
り
と
は

　
仕
事
や
学
校
に
行
か
ず
、
社
会

と
の
か
か
わ
り
を
避
け
、
６
か
月

以
上
自
宅
に
と
ど
ま
り
続
け
て
い

る
状
態
を
い
い
ま
す
。

　
成
長
発
達
の
つ
ま
ず
き
、
う
つ

病
、
長
期
欠
席
、
親
の
介
護
や
パ

ワ
ハ
ラ
な
ど
に
よ
る
職
業
生
活
の

中
断
な
ど
、
そ
の
き
っ
か
け
は

様
々
で
す
。

　
ひ
き
こ
も
り
本
人
は
、「
働
け

る
人
が
働
い
て
い
な
い
」
と
い
う

世
間
の
暗
黙
の
非
難
を
感
じ
、
自

己
嫌
悪
を
強
め
、
ひ
き
こ
も
る
と

い
う
悪
循
環
に
陥
り
ま
す
。
家
族

は
、
そ
ん
な
本
人
へ
の
焦
り
や
不

安
か
ら
叱
責
や
説
教
を
続
け
、
本

人
を
窮
地
に
追
い
つ
め
、
ひ
き
こ

も
り
状
態
は
さ
ら
に
悪
化
し
ま

す
。

誰
に
で
も
起
こ
る
可
能
性
が

　
ひ
き
こ
も
り
は
、
若
年
世
代
か

ら
中
高
年
世
代
に
広
が
り
、
誰
に

で
も
ど
こ
に
で
も
起
こ
り
う
る
身

近
な
社
会
問
題
と
い
え
ま
す
。「
怠

け
て
い
る
」、「
親
が
甘
や
か
し
て

い
る
」
と
い
っ
た
個
人
や
家
庭
の

問
題
と
は
異
な
り
ま
す
。

　
ひ
き
こ
も
り
状
態
を
改
善
す
る

に
は
、「
急
が
ば
回
れ
」
を
心
が

け
ま
す
。
職
業
訓
練
や
就
職
だ
け

が
ゴ
ー
ル
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
ま

ず
は
本
人
が
や
り
た
い
こ
と
を
見

つ
け
、
そ
こ
か
ら
社
会
と
の
つ
な

が
り
が
生
ま
れ
る
の
を
待
ち
ま

す
。
周
り
の
人
は
、
そ
う
し
た
本

人
の
生
き
方
を
認
め
、
肯
定
す
る

こ
と
が
肝
心
で
す
。

　
ま
た
、
家
族
は
「
ひ
き
こ
も
り

は
親
の
責
任
」
と
感
じ
、
誰
に
も

相
談
せ
ず
に
抱
え
込
む
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
家
族
が
孤
立
せ
ず
社
会

と
つ
な
が
る
こ
と
、
第
三
者
を
頼

る
こ
と
は
、
問
題
解
決
の
第
一
歩

で
す
。

相
談
し
て
く
だ
さ
い

　
ひ
き
こ
も
り
の
相
談
窓
口
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

　
悩
ん
で
い
る
方
は
、
ま
ず
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

身近な人のひきこもりに悩んでいませんか

問合先　障害者福祉課障害者支援担当

障がい者交流フェスティバルwith雅
みやびいち
市

手作り品の販売やワークショップ、ダンスのステージ発表もあり
ます。また、今年も雅市(ハンドメイド雑貨市)とコラボレーション
します。子どもから大人まで楽しめる企画がいっぱい！
日時　12月8日(日)10時～17時
場所　女性センター
内容
・障害者施設などの商品販売、ハンドメイド雑貨の販売
・体験コーナー
　内容　�郷土かるた、お手玉体操、マジックバルーン、ハンドサッ

カーＰＫ合戦
・ボッチャ・ペタンク体験
・ヨガ教室
　持ち物　ヨガマット、飲み物、タオル
・つるがしまどこでもまちライブラリー＠ハーモニー
　内容　読み聞かせ、手遊びなど
・ステージ
　内容　ダンス、フラダンス、ゴスペル、あるあるコント
・ACT��THE��FAMILY(ダンス)
※　販売は有料・ヨガ教室参加費100円
問合先　社会福祉協議会☎271・60115271・6277

埼玉県ひきこもり相談サポートセンター
☎048・971・5613
埼玉県立精神保健福祉センター
☎048・723・6811
坂戸保健所
☎283・7815
鶴ヶ島市障害者福祉課
☎271・1111
鶴ヶ島市生活サポートセンター
☎277・4116
ひきこもり家族会「マロウドの会」
☎090・5575・7054
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償却資産の申告は1月31日まで

問合先　税務課資産税担当

償
却
資
産
と
は

　
会
社
や
個
人
で
事
業
を
行
っ
て
い
る

方
や
、
ア
パ
ー
ト
・
駐
車
場
な
ど
の
不

動
産
経
営
を
し
て
い
る
方
が
、
そ
の
事

業
の
た
め
に
使
用
し
て
い
る
構
築
物
・

機
械
・
器
具
・
備
品
な
ど
の
資
産
を
償

却
資
産
と
い
い
ま
す
。

　
土
地
や
家
屋
と
同
じ
く
固
定
資
産
税

が
課
税
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
左
の
表

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

償
却
資
産
の
種
類

申
告
義
務
が
あ
り
ま
す

　
登
記
制
度
の
あ
る
土
地
・
家
屋
と
は

異
な
り
、
償
却
資
産
は
資
産
の
所
有
者

に
対
し
て
、
毎
年
申
告
の
義
務
を
課
し

て
い
ま
す
。

　
共
同
住
宅
・
駐
車
場
な
ど
の
不
動
産

経
営
者
の
方
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
門
や
塀
・
駐
車
場
の
舗
装
、

ご
み
置
き
場
な
ど
は
、
土
地
や
家
屋
の

固
定
資
産
税
に
含
ま
れ
て
い
な
い
た

め
、
償
却
資
産
と
し
て
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

令
和
２
年
度
申
告
書
の
提
出
に
つ
い
て

提
出
期
限

　
１
月
31
日
㈮
ま
で

提
出
方
法

　
税
務
課
に
直
接
提
出
ま
た
は
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
会
社
や
自
宅
か
ら
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、
電
子
申
告

（eLTA
X

）で
も
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

提
出
書
類

　
償
却
資
産
申
告
書
お
よ
び
全
資
産
の

種
類
別
明
細
書（
増
減
の
な
い
場
合
で

も
全
資
産
の
明
細
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
）。

　
独
自
の
様
式
で
の
全
資
産
申
告
お
よ

び
電
子
申
告
は
、
必
ず
全
所
有
資
産
に

つ
い
て
評
価
額
な
ど
を
計
算
し
、
明
細

書
を
添
付
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
用
紙
を
送
付
し
ま
す

　
平
成
31
年（
令
和
元
年
）度
分
を
申
告

さ
れ
た
方
に
は
、
12
月
上
旬
に
、
申
告

用
紙
を
送
付
し
ま
す
。

　
新
規
事
業
所
な
ど
で
申
告
用
紙
が
必

要
な
方
は
、
必
要
書
類
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
で
す

　
社
会
保
障・税
番
号
制
度
に
基
づ
き
、

法
人
の
方
は
、
13
桁
の
法
人
番
号
を
、

個
人
事
業
主
の
方
は
、
12
桁
の
個
人
番

号
を
、
申
告
書
の
所
定
の
記
載
欄
に
記

載
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
の
際
は
、
本
人
確
認
と
個
人
番

号
確
認
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
１
　
税
務
署
へ
毎
年
申
告
を
し
て
い

ま
す
が
、
市
に
も
申
告
は
必
要
で
す

か
？

Ａ
１
　
必
要
で
す
。
税
務
署
は
、
国
税

（
所
得
税
、
法
人
税
）の
申
告
、
市
役
所

は
、
地
方
税（
固
定
資
産
税
）の
申
告
で

す
。
ま
た
、
市
税
と
国
税
で
は
取
扱
い

が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
２
　
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
な
い

場
合
で
も
申
告
は
必
要
で
す
か
？

Ａ
２
　
資
産
の
所
有
状
況
把
握
の
た

め
、「
資
産
な
し
」
の
申
告
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
３
　
所
有
資
産
の
増
減
が
な
い
場
合

で
も
申
告
が
必
要
で
す
か
？

Ａ
３
　
償
却
資
産
の
所
有
者
は
、
資
産

内
容
に
変
更
が
な
く
て
も
、
申
告
は
必

要
で
す
。
申
告
の
際
は
全
資
産
の
明
細

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
４
　
課
税
標
準
の
特
例
が
あ
る
場
合

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
す
か
？

Ａ
４
　
必
要
書
類
を
添
付
の
上
、
明
細

書
の
摘
要
欄
に
摘
要
法
令
・
条
項
・
特

例
率
お
よ
び
課
税
標
準
額
を
記
載
し
て

く
だ
さ
い
。

Ｑ
５
　
耐
用
年
数
を
経
過
し
、
減
価
償

却
を
終
え
た
古
い
資
産
も
申
告
が
必
要

で
す
か
？

Ａ
５
　
事
業
で
使
用
可
能
な
状
態
に
あ

る
限
り
は
申
告
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
６
　
廃
業
し
た
場
合
、
申
告
は
必
要

で
す
か
？

Ａ
６
　
必
要
で
す
。
廃
業（
転
出
・
解

散
を
含
む
）し
た
旨
を
記
載
し
、
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
７
　
未
申
告
や
虚
偽
の
申
告
を
し
た

場
合
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

Ａ
７
　
正
当
な
事
由
な
く
申
告
し
な
か

っ
た
場
合
は
、
地
方
税
法
な
ど
の
規
定

に
よ
り
過
料
を
科
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
虚
偽
の
申
告
を
し
た

場
合
に
は
罰
金
な
ど
が
科
せ
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
8
　
申
告
に
つ
い
て
調
査
依
頼
の
通

知
が
届
き
ま
し
た
が
、
ど
う
し
て
で
す

か
？

Ａ
8
　
申
告
の
内
容
を
確
認
す
る
た
め

に
、
固
定
資
産
台
帳
や
所
得
税（
法
人

税
）申
告
書
類
な
ど
の
写
し
の
提
出
を

求
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

種
類

具
体
例

構
築
物

門
・
塀
・
舗
装
・
外
構
・
緑

化
施
設
・
駐
車
場
・
駐
輪
場
・

広
告
塔
・
屋
外
配
管
用
設
備

な
ど

機
械
・

装
置

土
木
建
設
機
械
・
電
気
機
械

な
ど
の
各
種
産
業
用
機
械
・

太
陽
光
発
電
設
備

　な
ど

車
両
・

運
搬
具

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
の
大

型
特
殊
自
動
車
・
構
内
運
搬

具

　な
ど

工
具
・

器
具
・

備
品

事
務
机
・
椅
子
・
レ
ジ
・
パ

ソ
コ
ン
・
医
療
機
器
・
事
務

機
器
・
エ
ア
コ
ン

　な
ど
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民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

　
民
生
委
員
法
に
基
づ
い
て
、
地

域
福
祉
の
推
進
役
と
し
て
活
動
す

る
無
報
酬
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
を
さ
れ

た
非
常
勤
の
地
方
公
務
員
で
す
。

　
民
生
委
員
は
、
児
童
福
祉
法
に

よ
り
児
童
委
員
を
兼
ね
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
や
子
育
て
家
庭

へ
の
支
援
を
専
門
に
担
当
す
る

「
主
任
児
童
委
員
」
が
い
ま
す
。

活
動
内
容

　
担
当
区
域
の
見
守
り
や
、
地
域

住
民
の
方
が
抱
え
る
問
題
に
つ
い

て
の
身
近
な
「
相
談
相
手
」
と
な

り
、
そ
の
内
容
に
応
じ
て
適
切
な

支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
行
政

や
専
門
機
関
へ
つ
な
ぐ
「
パ
イ
プ

役
」
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

表
彰

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て

長
年
に
わ
た
り
、
社
会
福
祉
の
推

進
に
尽
力
さ
れ
、
ま
た
、
地
区
と

し
て
も
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

優
良
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議

会
表
彰

鶴
ヶ
島
市
第
一
地
区
民
生
委
員
・

児
童
委
員
協
議
会

永
年
勤
続
単
位
民
生
委
員
・
児
童

委
員
協
議
会
会
長
表
彰

藤ふ
じ
か
け掛
曻し
ょ
う
じ司
さ
ん

【
功
績
】
単
位
民
生
委
員
・
児
童

委
員
協
議
会
会
長
在
職
期
間
９
年

民
生
委
員
及
び
児
童
委
員
功
労
章

宮み
や
べ部
文あ
や
こ子
さ
ん

【
功
績
】
在
職
期
間
17
年
５
月

埼
玉
県
社
会
福
祉
大
会
知
事
表
彰

是こ
れ
え
だ枝

く
み
子こ

さ
ん

末す
え
き木

範の
り
こ子

さ
ん

福ふ
く
し
ま島

喬き
ょ
う
こ子

さ
ん

市い
ち
か
わ川

由ゆ

り

こ
利
子
さ
ん

齋さ
い
と
う籘
啓け
い
こ子
さ
ん

原は
ら
だ田
常つ
ね
こ子
さ
ん

新あ
ら
い井
久く

み

こ
美
子
さ
ん

【
功
績
】
在
職
期
間
14
年
以
上

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

会
長
表
彰(

永
年
勤
続
民
生
委
員
・

児
童
委
員
表
彰)

西に
し
む
ら村
昌ま
さ
え江
さ
ん

【
功
績
】
在
職
期
間
10
年
以
上

民生委員・児童委員表彰

問合先　福祉政策課福祉政策・地域福祉担当

　
今
、
子
育
て
や
介
護
な
ど
の
た

め
に
離
職
し
た
女
性
の
再
チ
ャ
レ

ン
ジ
の
選
択
肢
の
ひ
と
つ
と
し

て
、起
業
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
起
業
を
成
功
さ
せ
る
に
は
、
知

識
や
情
報
を
得
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
る
こ

と
も
大
切
で
す
。

多
様
な
働
き
方
が
可
能
に

　
起
業
に
は
、
大
変
な
面
も
あ
り

ま
す
が
、
よ
い
面
も
あ
り
ま
す
。

好
き
な
こ
と
や
得
意
な
こ
と
を
活

か
せ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
自
分

の
ペ
ー
ス
で
働
く
こ
と
や
、
年
齢

に
関
係
な
く
働
く
こ
と
が
可
能
に

な
り
ま
す
。

　
女
性
は
お
も
に
家
庭
責
任
を
担

う
場
合
が
多
い
た
め
、
女
性
の
視

点
が
経
営
に
活
か
さ
れ
た
事
業
所

は
、
多
様
で
柔
軟
な
働
き
方
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
事
業
所
が
増
え
る
こ
と
は
、

同
じ
女
性
ば
か
り
で
な
く
、
高
齢

者
、
障
害
や
病
気
を
持
つ
方
な
ど

に
と
っ
て
も
、
働
く
選
択
肢
が
増

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

「
女
性
起
業
応
援
カ
フ
ェ
＠
つ
る

が
し
ま
」
を
開
催
し
ま
す
！

　
市
で
は
、
商
工
会
、
地
元
の
金

融
機
関
と
連
携
し
て
、
女
性
の
起

業
を
応
援
す
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
を
、

起
業
の
成
功
に
役
立
て
て
み
ま
せ

ん
か
！

対
象
　
起
業
を
目
指
す
方
、
起
業

し
て
間
も
な
い
方（
男
性
も
可
）

日
時
　
１
月
18
日
㈯
13
時
30
分
～

16
時
30
分（
受
付
13
時
～
）

場
所
　
市
役
所
５
階
会
議
室

内
容
　

【
第
一
部
】
講
演
「
思
い
も
よ
ら

な
か
っ
た
経
営
者
の
道
」
講
師
・

久く

が賀
き
よ
江え

さ
ん（
中
小
企
業
家

同
友
会
全
国
協
議
会
女
性
部
連
絡

会
代
表
）

【
第
二
部
】
意
見
交
換
会
　
協
力
・

埼
玉
中
小
企
業
家
同
友
会
「
女
性

経
営
者
ク
ラ
ブ
・
フ
ァ
ム
」

【
第
三
部
】
交
流
会
、
無
料
起
業

相
談
会

定
員
　
25
人（
申
込
順
）

料
金
　
無
料

そ
の
他
　
保
育
あ
り（
申
込
順
）

※
　
一
歳
以
上
の
未
就
学
児

申
込
み
・
問
合
せ
　
12
月
10
日
㈫

か
ら
女
性
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
ま
た

は
、
①
氏
名
②
電
話
番
号
③
業
種

（
予
定
含
む
）④
保
育
の
有
無
⑤
相

談
の
有
無
と
相
談
の
要
旨
を
記
入

の
上
、
メ
ー
ル
で（10200020

@
city.tsurugashim

a.lg.jp

）

応援します！女性の起業

問合先　女性センター☎287・4755
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11月30日（任期満了）をもって退任された民生委員・児童委員
ご尽力、ご協力に対して心よりお礼申し上げます。本当にありがとうございました。
〔第一地区〕�藤

ふじかけ
掛曻

しょうじ
司さん（藤金三区）、山

やまぐち
口好

よしのぶ
信さん（上広谷第二）、小

お ざ わ
澤昌

ま さ よ
代さん（鶴ヶ丘第一）、 

志
し だ

田美
み え

恵さん（鶴ヶ丘第一）、乘
の り た

田文
ふ み お

男さん（鶴ヶ丘第二）、飯
いいはま

浜奈
な つ こ

津子さん（鶴二小学校区主任児童委員）、 
石
いしざわ

澤優
ゆ う こ

子さん（藤小学校区主任児童委員）
〔第二地区〕�大

おおしま
嶋陽

あ き お
男さん（五味ヶ谷）、井

いのうえ
上道

み ち お
雄さん（上広谷中央）、笠

かさはら
原健

けんいち
一さん（富士見）、菅

すがはら
原孝

たかし
さん（富士見）、 

西
にしかわ

川好
こういち

一さん（富士見）、太
お お た

田正
ま さ こ

子さん（富士見）、大
おおのぶ

信眞
ま ゆ み

由美さん（若葉台第二住宅）、 
西
にしむら

村昌
ま さ え

江さん（栄小学校区主任児童委員）
〔第三地区〕�佐

さ さ き
々木孝

こういち
一さん（羽折町）、小

こ く ぼ
久保誠

せ い み
美さん（脚折北部）、牛

うしやま
山キ

き い こ
イ子さん（脚折山田）、 

齋
さいとう

籘啓
け い こ

子さん（脚折山田）、新
あ ら い

井盛
しげよし

賀さん（脚折第三）、中
なか ざわ

澤るり子
こ

さん（脚折第三）、 
田
たのうえ

上紀
の り こ

子さん（池の台）、水
み ず た

田洋
よ う こ

子さん（三ツ木上・三ツ木下）、関
せきぐち

口喜
き わ お

八男さん（共栄西第一）、 
小
お

澤
ざわ

千
ち

惠
え

子
こ

さん（星和若葉台）、綿
わたぬき

貫京
きょうこ

子さん（下新田第一）
〔第四地区〕�吉

よしおか
岡忠

ただあき
秋さん（新町一丁目）、下

し も の ぼ う
野坊靖

や す し
士さん（新町三丁目）、髙

たかはし
橋裕

ゆういち
一さん（新町四丁目）、 

長
ながしま

嶋誠
まこと

さん（かわつるグリーンタウン松ヶ丘）、谷
たにつじ

辻利
としろう

郎さん（南町三丁目・県営鶴ヶ島南町団地）、 
野
の ぐ ち

口和
か ず お

夫さん（南町一丁目）、榎
えのき

昭
てるつぐ

二さん（南町二丁目）、伊
い と う

藤枝
え み

美さん（新町小学校区主任児童委員）

第一地区民生委員・児童委員協議会

主な担当区域(自治会) 氏名

藤金一区 石
い し い

井 勝
か つ み

已
藤金二区 工

く ど う

藤 勉
つとむ

藤金三区 吉
よ し だ

田 光
み つ よ

世
共栄東 末

す え き  

木 範
の り  こ

子
共栄東・若葉西 佐

さ と う

藤 千
ち  づ  こ

鶴子
共栄中央第一 外

とのいけ

池 けさ美
み

共栄中央第一 北
きたおか

岡 充
み つ よ

代
共栄中央第一・
共栄ニュータウン 窪

く ぼ た

田 和
か ず え

江
共栄中央第一・
藤金ニュータウン 宮

み や べ

部 文
あ や こ

子

共栄中央第二 滝
たきざわ

澤 房
ふ さ こ

子
共栄中央第二 松

まつおか

岡 昭
しょうじ

二
共栄中央第二 石

い し だ

田 美
み ち こ

智子
若葉グリーンハイツ・
ナチュール 中

なかむら

村 伸
の ぶ こ

子

第二グリ－ンハイツ 渡
わたなべ

辺 秀
ひでなが

長
上広谷第一西 芳

よ し の

野 美
み さ え

佐江
上広谷第二 師

もろおか

岡 ミ
み ち こ

チ子
上広谷第三 葊

ひ ろ き

木 寿
じゅんこ

子
久保団地・藤の台団地 是

これえだ

枝 くみ子
こ

鶴ヶ丘第二 市
いちかわ

川 由
ゆ り こ

利子
鶴ヶ丘第四 内

う ち だ

田 一
かずよし

義
鶴ヶ丘第五 島

し ま だ

田 慶
よしつぐ

嗣
鶴ヶ丘第六 寳

ほうけん

剱 綾
あ や こ

子
鶴二小学校区
主任児童委員 榎

えのもと

本 七
な な え

重
藤小学校区
主任児童委員 大

おおたけ

竹 裕
ゆ う こ

子

第二地区民生委員・児童委員協議会

主な担当区域(自治会) 氏名

五味ヶ谷 伊
い と う

藤 静
し ず え

江

五味ヶ谷 持
も ち き

木 和
か ず お

男

五味ヶ谷 瀧
たきしま

島 宏
ひ ろ み

美

五味ヶ谷・白鶴 瀬
せ と ぐ ち

戸口 恭
きょうこ

子

富士見ハイツ 青
あおやぎ

柳 裕
ひ ろ こ

子

旭 川
かわかみ

上 和
か ず え

江

上広谷中央 川
か わ い

合 和
かずおき

興

上広谷中央 神
か ん べ

戸 のり子
こ

上広谷中央 長
ながみね

峰 利
としゆき

行

上広谷中央 岸
き し だ

田 悦
え つ こ

子
上広谷第一東南・
上広谷第一北 荒

あらかわ

川 ヤ
や よ え

ヨエ
上広谷第一東南・
上広谷第一北 新

し ん や

谷 忠
ただつぐ

次

上広谷第一北 風
かざまつり

祭 みさ子
こ

富士見 中
なかじま

島 利
としあき

秋

富士見 鶴
つるまき

巻 進
しんいち

一

富士見 三
み か み

上 裕
ゆ う こ

子

富士見 宮
みやもと

本 達
た つ お

夫

富士見 速
はやみず

水 勝
かつよし

良

わかば 福
ふくしま

島 喬
きょうこ

子

わかば 岡
お か だ

田 昭
しょうじ

治
杉下小学校区
主任児童委員 小

こ じ ま

嶋 清
き よ み

美

第三地区民生委員・児童委員協議会

主な担当区域(自治会) 氏名

下新田第二 望
もちづき

月 峯
みね

下新田第二 新
あ ら い

井 義
よしただ

忠

羽折町 南
な ぐ も

雲 弓
ゆ み こ

子
中台団地・はなみ
ずき・三彩 栗

くりはら

原 勇
ゆ う じ

治

脚折北部 新
あ ら い

井 正
まさふみ

史

脚折山田 石
いしかわ

川 博
ひろし

脚折第三 鷹
た か の

野 敏
としろう

郎

脚折第三・とうつる 青
あ お き

木 勇
いさむ

脚折第二・脚折第三 町
ま ち だ

田 弘
ひろゆき

之
脚折才道木・
脚折蔵ノ前 𡈽𡈽

つ ち だ

田 慶
け い じ

治

池の台 栁
やぎぬま

沼 直
な お み

美

池の台 伊
い と う

藤 幸
さ ち お

雄

池の台 熊
くまがい

谷 茂
しげる

共栄西第一 葊
ひろしま

嶋 淳
じゅんこ

子
共栄西第二・
県営鶴ヶ島すねおり
団地1・2

磯
いそ

 信
し ん た ろ う

太郎

共栄西第二・
県営鶴ヶ島すねおり
団地3

町
ま ち だ

田 房
ふ さ え

江

星和若葉台 有
あ り た

田 博
ひ ろ こ

子

星和若葉台 見
けんもく

目 豊
と よ こ

子

高倉第二 内
う ち の

野 広
ひ ろ こ

子
鶴一小学校区
主任児童委員 内

う ち の

野 和
か ず え

江
長久保小学校区
主任児童委員 新

あ ら い

井 久
く み こ

美子

第四地区民生委員・児童委員協議会

主な担当区域(自治会) 氏名

高倉上・高倉下 長
は せ が わ

谷川 
ひ ろ み

美

下新田第三 鹿
か や ま

山 春
は る こ

子
下新田第三 市

いちかわ

川 一
か ず え

枝
中新田一区・
中新田二区 小

お の で ら

野寺 純
じゅんこ

子
中新田二区・
中新田三区 今

いまひら

平 正
まさよし

義

中新田四区 井
いのうえ

上 隆
たかし

新町二丁目 森
も り た

田 靜
し ず え

江

新町三丁目 肥
ひ だ

田 美
よしなり

成
新町三丁目 佐

さ と う

藤 敏
と し お

夫
新町四丁目 安

あんどう

藤 洋
ひ ろ み

美
上新田 須

す な が

長 誠
まこと

町屋 武
た け だ

田 和
か ず こ

子
太田ヶ谷一区・二区 木

き な せ

名瀬 千
ち え こ

惠子
太田ヶ谷三区・
四区・五区 内

ないとう

藤 
え り

里

松ヶ丘 鈴
す ず き

木 雅
まさひろ

博
松ヶ丘 田

た な か

中 操
み さ え

江
松ヶ丘 原

は ら だ

田 常
つ ね こ

子
松ヶ丘・
エンゼルパークサイド
鶴ヶ島

佐
さ と う

藤 嘉
よ し こ

子

かわつるグリーン
タウン松ヶ丘 木

き だ

田 薫
かおる

新鶴団地 千
せ ん が

賀 洋
よ う こ

子
新町小学校区
主任児童委員 中

なかざと

里 由
ゆ か り

架利
南小学校区
主任児童委員 佐

さ と り

鳥 のぞみ

12月1日からの民生委員・児童委員を紹介します

問合先　福祉政策課福祉政策・地域福祉担当

※　委嘱されていない地区については、現在調整中です 敬称略
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民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

　
民
生
委
員
法
に
基
づ
い
て
、
地

域
福
祉
の
推
進
役
と
し
て
活
動
す

る
無
報
酬
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
を
さ
れ

た
非
常
勤
の
地
方
公
務
員
で
す
。

　
民
生
委
員
は
、
児
童
福
祉
法
に

よ
り
児
童
委
員
を
兼
ね
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
や
子
育
て
家
庭

へ
の
支
援
を
専
門
に
担
当
す
る

「
主
任
児
童
委
員
」
が
い
ま
す
。

活
動
内
容

　
担
当
区
域
の
見
守
り
や
、
地
域

住
民
の
方
が
抱
え
る
問
題
に
つ
い

て
の
身
近
な
「
相
談
相
手
」
と
な

り
、
そ
の
内
容
に
応
じ
て
適
切
な

支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
行
政

や
専
門
機
関
へ
つ
な
ぐ
「
パ
イ
プ

役
」
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

表
彰

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て

長
年
に
わ
た
り
、
社
会
福
祉
の
推

進
に
尽
力
さ
れ
、
ま
た
、
地
区
と

し
て
も
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

優
良
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議

会
表
彰

鶴
ヶ
島
市
第
一
地
区
民
生
委
員
・

児
童
委
員
協
議
会

永
年
勤
続
単
位
民
生
委
員
・
児
童

委
員
協
議
会
会
長
表
彰

藤ふ
じ
か
け掛
曻し
ょ
う
じ司
さ
ん

【
功
績
】
単
位
民
生
委
員
・
児
童

委
員
協
議
会
会
長
在
職
期
間
９
年

民
生
委
員
及
び
児
童
委
員
功
労
章

宮み
や
べ部
文あ
や
こ子
さ
ん

【
功
績
】
在
職
期
間
17
年
５
月

埼
玉
県
社
会
福
祉
大
会
知
事
表
彰

是こ
れ
え
だ枝

く
み
子こ

さ
ん

末す
え
き木

範の
り
こ子

さ
ん

福ふ
く
し
ま島

喬き
ょ
う
こ子

さ
ん

市い
ち
か
わ川

由ゆ

り

こ
利
子
さ
ん

齋さ
い
と
う籘
啓け
い
こ子
さ
ん

原は
ら
だ田
常つ
ね
こ子
さ
ん

新あ
ら
い井
久く

み

こ
美
子
さ
ん

【
功
績
】
在
職
期
間
14
年
以
上

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

会
長
表
彰(

永
年
勤
続
民
生
委
員
・

児
童
委
員
表
彰)

西に
し
む
ら村

昌ま
さ
え江

さ
ん

【
功
績
】
在
職
期
間
10
年
以
上

民生委員・児童委員表彰

問合先　福祉政策課福祉政策・地域福祉担当

　
今
、
子
育
て
や
介
護
な
ど
の
た

め
に
離
職
し
た
女
性
の
再
チ
ャ
レ

ン
ジ
の
選
択
肢
の
ひ
と
つ
と
し

て
、起
業
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
起
業
を
成
功
さ
せ
る
に
は
、
知

識
や
情
報
を
得
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
る
こ

と
も
大
切
で
す
。

多
様
な
働
き
方
が
可
能
に

　
起
業
に
は
、
大
変
な
面
も
あ
り

ま
す
が
、
よ
い
面
も
あ
り
ま
す
。

好
き
な
こ
と
や
得
意
な
こ
と
を
活

か
せ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
自
分

の
ペ
ー
ス
で
働
く
こ
と
や
、
年
齢

に
関
係
な
く
働
く
こ
と
が
可
能
に

な
り
ま
す
。

　
女
性
は
お
も
に
家
庭
責
任
を
担

う
場
合
が
多
い
た
め
、
女
性
の
視

点
が
経
営
に
活
か
さ
れ
た
事
業
所

は
、
多
様
で
柔
軟
な
働
き
方
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
事
業
所
が
増
え
る
こ
と
は
、

同
じ
女
性
ば
か
り
で
な
く
、
高
齢

者
、
障
害
や
病
気
を
持
つ
方
な
ど

に
と
っ
て
も
、
働
く
選
択
肢
が
増

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

「
女
性
起
業
応
援
カ
フ
ェ
＠
つ
る

が
し
ま
」
を
開
催
し
ま
す
！

　
市
で
は
、
商
工
会
、
地
元
の
金

融
機
関
と
連
携
し
て
、
女
性
の
起

業
を
応
援
す
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
を
、

起
業
の
成
功
に
役
立
て
て
み
ま
せ

ん
か
！

対
象
　
起
業
を
目
指
す
方
、
起
業

し
て
間
も
な
い
方（
男
性
も
可
）

日
時
　
１
月
18
日
㈯
13
時
30
分
～

16
時
30
分（
受
付
13
時
～
）

場
所
　
市
役
所
５
階
会
議
室

内
容
　

【
第
一
部
】
講
演
「
思
い
も
よ
ら

な
か
っ
た
経
営
者
の
道
」
講
師
・

久く

が賀
き
よ
江え

さ
ん（
中
小
企
業
家

同
友
会
全
国
協
議
会
女
性
部
連
絡

会
代
表
）

【
第
二
部
】
意
見
交
換
会
　
協
力
・

埼
玉
中
小
企
業
家
同
友
会
「
女
性

経
営
者
ク
ラ
ブ
・
フ
ァ
ム
」

【
第
三
部
】
交
流
会
、
無
料
起
業

相
談
会

定
員
　
25
人（
申
込
順
）

料
金
　
無
料

そ
の
他
　
保
育
あ
り（
申
込
順
）

※
　
一
歳
以
上
の
未
就
学
児

申
込
み
・
問
合
せ
　
12
月
10
日
㈫

か
ら
女
性
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
ま
た

は
、
①
氏
名
②
電
話
番
号
③
業
種

（
予
定
含
む
）④
保
育
の
有
無
⑤
相

談
の
有
無
と
相
談
の
要
旨
を
記
入

の
上
、
メ
ー
ル
で（10200020

@
city.tsurugashim

a.lg.jp

）

応援します！女性の起業

問合先　女性センター☎287・4755
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11月30日（任期満了）をもって退任された民生委員・児童委員
ご尽力、ご協力に対して心よりお礼申し上げます。本当にありがとうございました。
〔第一地区〕�藤

ふじかけ
掛曻

しょうじ
司さん（藤金三区）、山

やまぐち
口好

よしのぶ
信さん（上広谷第二）、小

お ざ わ
澤昌

ま さ よ
代さん（鶴ヶ丘第一）、 

志
し だ

田美
み え

恵さん（鶴ヶ丘第一）、乘
の り た

田文
ふ み お

男さん（鶴ヶ丘第二）、飯
いいはま

浜奈
な つ こ

津子さん（鶴二小学校区主任児童委員）、 
石
いしざわ

澤優
ゆ う こ

子さん（藤小学校区主任児童委員）
〔第二地区〕�大

おおしま
嶋陽

あ き お
男さん（五味ヶ谷）、井

いのうえ
上道

み ち お
雄さん（上広谷中央）、笠

かさはら
原健

けんいち
一さん（富士見）、菅

すがはら
原孝

たかし
さん（富士見）、 

西
にしかわ

川好
こういち

一さん（富士見）、太
お お た

田正
ま さ こ

子さん（富士見）、大
おおのぶ

信眞
ま ゆ み

由美さん（若葉台第二住宅）、 
西
にしむら

村昌
ま さ え

江さん（栄小学校区主任児童委員）
〔第三地区〕�佐

さ さ き
々木孝

こういち
一さん（羽折町）、小

こ く ぼ
久保誠

せ い み
美さん（脚折北部）、牛

うしやま
山キ

き い こ
イ子さん（脚折山田）、 

齋
さいとう

籘啓
け い こ

子さん（脚折山田）、新
あ ら い

井盛
しげよし

賀さん（脚折第三）、中
なか ざわ

澤るり子
こ

さん（脚折第三）、 
田
たのうえ

上紀
の り こ

子さん（池の台）、水
み ず た

田洋
よ う こ

子さん（三ツ木上・三ツ木下）、関
せきぐち

口喜
き わ お

八男さん（共栄西第一）、 
小
お

澤
ざわ

千
ち

惠
え

子
こ

さん（星和若葉台）、綿
わたぬき

貫京
きょうこ

子さん（下新田第一）
〔第四地区〕�吉

よしおか
岡忠

ただあき
秋さん（新町一丁目）、下

し も の ぼ う
野坊靖

や す し
士さん（新町三丁目）、髙

たかはし
橋裕

ゆういち
一さん（新町四丁目）、 

長
ながしま

嶋誠
まこと

さん（かわつるグリーンタウン松ヶ丘）、谷
たにつじ

辻利
としろう

郎さん（南町三丁目・県営鶴ヶ島南町団地）、 
野
の ぐ ち

口和
か ず お

夫さん（南町一丁目）、榎
えのき

昭
てるつぐ

二さん（南町二丁目）、伊
い と う

藤枝
え み

美さん（新町小学校区主任児童委員）

第一地区民生委員・児童委員協議会

主な担当区域(自治会) 氏名

藤金一区 石
い し い

井 勝
か つ み

已
藤金二区 工

く ど う

藤 勉
つとむ

藤金三区 吉
よ し だ

田 光
み つ よ

世
共栄東 末

す え き  

木 範
の り  こ

子
共栄東・若葉西 佐

さ と う

藤 千
ち  づ  こ

鶴子
共栄中央第一 外

とのいけ

池 けさ美
み

共栄中央第一 北
きたおか

岡 充
み つ よ

代
共栄中央第一・
共栄ニュータウン 窪

く ぼ た

田 和
か ず え

江
共栄中央第一・
藤金ニュータウン 宮

み や べ

部 文
あ や こ

子

共栄中央第二 滝
たきざわ

澤 房
ふ さ こ

子
共栄中央第二 松

まつおか

岡 昭
しょうじ

二
共栄中央第二 石

い し だ

田 美
み ち こ

智子
若葉グリーンハイツ・
ナチュール 中

なかむら

村 伸
の ぶ こ

子

第二グリ－ンハイツ 渡
わたなべ

辺 秀
ひでなが

長
上広谷第一西 芳

よ し の

野 美
み さ え

佐江
上広谷第二 師

もろおか

岡 ミ
み ち こ

チ子
上広谷第三 葊

ひ ろ き

木 寿
じゅんこ

子
久保団地・藤の台団地 是

これえだ

枝 くみ子
こ

鶴ヶ丘第二 市
いちかわ

川 由
ゆ り こ

利子
鶴ヶ丘第四 内

う ち だ

田 一
かずよし

義
鶴ヶ丘第五 島

し ま だ

田 慶
よしつぐ

嗣
鶴ヶ丘第六 寳

ほうけん

剱 綾
あ や こ

子
鶴二小学校区
主任児童委員 榎

えのもと

本 七
な な え

重
藤小学校区
主任児童委員 大

おおたけ

竹 裕
ゆ う こ

子

第二地区民生委員・児童委員協議会

主な担当区域(自治会) 氏名

五味ヶ谷 伊
い と う

藤 静
し ず え

江

五味ヶ谷 持
も ち き

木 和
か ず お

男

五味ヶ谷 瀧
たきしま

島 宏
ひ ろ み

美

五味ヶ谷・白鶴 瀬
せ と ぐ ち

戸口 恭
きょうこ

子

富士見ハイツ 青
あおやぎ

柳 裕
ひ ろ こ

子

旭 川
かわかみ

上 和
か ず え

江

上広谷中央 川
か わ い

合 和
かずおき

興

上広谷中央 神
か ん べ

戸 のり子
こ

上広谷中央 長
ながみね

峰 利
としゆき

行

上広谷中央 岸
き し だ

田 悦
え つ こ

子
上広谷第一東南・
上広谷第一北 荒

あらかわ

川 ヤ
や よ え

ヨエ
上広谷第一東南・
上広谷第一北 新

し ん や

谷 忠
ただつぐ

次

上広谷第一北 風
かざまつり

祭 みさ子
こ

富士見 中
なかじま

島 利
としあき

秋

富士見 鶴
つるまき

巻 進
しんいち

一

富士見 三
み か み

上 裕
ゆ う こ

子

富士見 宮
みやもと

本 達
た つ お

夫

富士見 速
はやみず

水 勝
かつよし

良

わかば 福
ふくしま

島 喬
きょうこ

子

わかば 岡
お か だ

田 昭
しょうじ

治
杉下小学校区
主任児童委員 小

こ じ ま

嶋 清
き よ み

美

第三地区民生委員・児童委員協議会

主な担当区域(自治会) 氏名

下新田第二 望
もちづき

月 峯
みね

下新田第二 新
あ ら い

井 義
よしただ

忠

羽折町 南
な ぐ も

雲 弓
ゆ み こ

子
中台団地・はなみ
ずき・三彩 栗

くりはら

原 勇
ゆ う じ

治

脚折北部 新
あ ら い

井 正
まさふみ

史

脚折山田 石
いしかわ

川 博
ひろし

脚折第三 鷹
た か の

野 敏
としろう

郎

脚折第三・とうつる 青
あ お き

木 勇
いさむ

脚折第二・脚折第三 町
ま ち だ

田 弘
ひろゆき

之
脚折才道木・
脚折蔵ノ前 𡈽𡈽

つ ち だ

田 慶
け い じ

治

池の台 栁
やぎぬま

沼 直
な お み

美

池の台 伊
い と う

藤 幸
さ ち お

雄

池の台 熊
くまがい

谷 茂
しげる

共栄西第一 葊
ひろしま

嶋 淳
じゅんこ

子
共栄西第二・
県営鶴ヶ島すねおり
団地1・2

磯
いそ

 信
し ん た ろ う

太郎

共栄西第二・
県営鶴ヶ島すねおり
団地3

町
ま ち だ

田 房
ふ さ え

江

星和若葉台 有
あ り た

田 博
ひ ろ こ

子

星和若葉台 見
けんもく

目 豊
と よ こ

子

高倉第二 内
う ち の

野 広
ひ ろ こ

子
鶴一小学校区
主任児童委員 内

う ち の

野 和
か ず え

江
長久保小学校区
主任児童委員 新

あ ら い

井 久
く み こ

美子

第四地区民生委員・児童委員協議会

主な担当区域(自治会) 氏名

高倉上・高倉下 長
は せ が わ

谷川 
ひ ろ み

美

下新田第三 鹿
か や ま

山 春
は る こ

子
下新田第三 市

いちかわ

川 一
か ず え

枝
中新田一区・
中新田二区 小

お の で ら

野寺 純
じゅんこ

子
中新田二区・
中新田三区 今

いまひら

平 正
まさよし

義

中新田四区 井
いのうえ

上 隆
たかし

新町二丁目 森
も り た

田 靜
し ず え

江

新町三丁目 肥
ひ だ

田 美
よしなり

成
新町三丁目 佐

さ と う

藤 敏
と し お

夫
新町四丁目 安

あんどう

藤 洋
ひ ろ み

美
上新田 須

す な が

長 誠
まこと

町屋 武
た け だ

田 和
か ず こ

子
太田ヶ谷一区・二区 木

き な せ

名瀬 千
ち え こ

惠子
太田ヶ谷三区・
四区・五区 内

ないとう

藤 
え り

里

松ヶ丘 鈴
す ず き

木 雅
まさひろ

博
松ヶ丘 田

た な か

中 操
み さ え

江
松ヶ丘 原

は ら だ

田 常
つ ね こ

子
松ヶ丘・
エンゼルパークサイド
鶴ヶ島

佐
さ と う

藤 嘉
よ し こ

子

かわつるグリーン
タウン松ヶ丘 木

き だ

田 薫
かおる

新鶴団地 千
せ ん が

賀 洋
よ う こ

子
新町小学校区
主任児童委員 中

なかざと

里 由
ゆ か り

架利
南小学校区
主任児童委員 佐

さ と り

鳥 のぞみ

12月1日からの民生委員・児童委員を紹介します

問合先　福祉政策課福祉政策・地域福祉担当

※　委嘱されていない地区については、現在調整中です 敬称略
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市政情報

市
役
所
　

入
札
参
加
資
格
の
有
効
期
間

令
和
２
年
４
月
１
日
～
令
和
３
年

３
月
31
日

【
建
設
工
事
な
ど
】

受
付
期
間��

１
月
６
日
㈪
～
17
日
㈮

（
既
登
録
業
者
の
追
加
申
請
は
、

24
日
㈮
ま
で
）

申
請
方
法
　
関
係
書
類
を
埼
玉
県

総
務
部
入
札
審
査
課
へ
郵
送（
消

印
有
効
）

【
物
品
・
そ
の
他
】

受
付
期
間
　
１
月
６
日
㈪
～
31
日
㈮

申
請
方
法
　
市
役
所
へ
原
則
郵
送

（
消
印
有
効
）

問
合
先
　
財
政
課
契
約
担
当

坂
戸
、
鶴
ヶ
島
水
道
企
業
団

（
平
成
31
年
１
月
に
申
請
し
て
い

る
業
者
は
、
申
請
不
要
）

受
付
期
間��

１
月
14
日
㈫
～
24
日
㈮

9
時
～
11
時
30
分
、
13
時
～
16
時

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

受
付
場
所
　
坂
戸
、
鶴
ヶ
島
水
道

企
業
団
庶
務
課
管
財
担
当

提
出
方
法
　
持
参
の
み（
郵
送
不
可
）

申
請
要
領
　
水
道
企
業
団
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

問
合
先
　
坂
戸
、
鶴
ヶ
島
水
道
企

業
団
庶
務
課
管
財
担
当
☎
２
８
３

・
１
９
５
７

坂
戸
、
鶴
ヶ
島
下
水
道
組
合

（
平
成
31
年
１
月
に
申
請
し
て
い

る
業
者
は
、
申
請
不
要
）

受
付
期
間��
１
月
14
日
㈫
～
24
日
㈮

９
時
～
11
時
30
分
、
13
時
～
16
時

（
土
・
日
曜
日
除
く
）

受
付
場
所
　
坂
戸
、
鶴
ヶ
島
下
水

道
組
合
総
務
課

提
出
方
法
　
持
参
の
み（
郵
送
不
可
）

申
請
要
領
　
下
水
道
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

問
合
先
　
坂
戸
、
鶴
ヶ
島
下
水
道

組
合
総
務
課
総
務
担
当
☎
２
８
３
・

２
０
５
１

坂
戸
・
鶴
ヶ
島
消
防
組
合

（
平
成
31
年
１
月
に
申
請
し
て
い

る
業
者
は
、
申
請
不
要
）

受
付
期
間��

１
月
14
日
㈫
～
24
日
㈮

９
時
～
11
時
30
分
、
13
時
～
16
時

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

受
付
場
所
　
坂
戸
・
鶴
ヶ
島
消
防

組
合
庶
務
課

提
出
方
法
　
持
参
の
み（
郵
送
不
可
）

申
請
要
領
　
消
防
組
合
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

問
合
先
　
坂
戸
・
鶴
ヶ
島
消
防
組

合
庶
務
課
管
理
担
当
☎
２
８
１
・

３
１
１
８

※
　
詳
細
は
各
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い

競争入札参加資格審査申請の追加受付を行います

問合先　各問合先へお問い合わせください

一本松駅バリア 
フリー化の開始 
問合先　都市計画課交通政策担当

　
東
武
鉄
道
で
は
、
一
本
松
駅
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
行
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
１
月
か
ら
、
多
機
能

ト
イ
レ
の
設
置
工
事
を
行
い
、
来

年
度
以
降
、
順
次
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
設
置
な
ど
、
段
差
解
消
の
た
め

の
工
事
を
行
う
予
定
で
す
。

　
工
事
期
間
中
は
、
ご
不
便
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ごみと資源の出し方～ルールを守りましょう～ 

問合先　埼玉西部環境保全組合�☎271・1500

　
ご
み
処
理
施
設
で
は
、
間
違
っ

た
ご
み
の
出
し
方
に
よ
る
ぼ
や

が
、
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
ぼ
や
の
原
因
は
、
充
電
式
電
池

が
燃
や
せ
な
い
ご
み
の
中
に
混
入

し
て
い
た
こ
と
に
よ
り
発
火
し
、

周
囲
の
可
燃
性
ご
み
に
引
火
し
た

と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
ぼ
や
が
発
生
す
る
と
消
火
や
安

全
確
認
の
た
め
の
作
業
が
必
要
と

な
り
、
安
定
し
た
処
理
に
支
障
が

出
ま
す
。

　
４
年
前
、
川
角
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
の
回
転
破
砕
機
室
で
大
き
な

爆
発
事
故
が
発
生
し
、
ご
み
の
処

理
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
原
因
は
中
身
が
入
っ
た
ま
ま
の

ス
プ
レ
ー
缶（
カ
セ
ッ
ト
ガ
ス
ボ

ン
ベ
な
ど
）が
誤
っ
て
燃
や
せ
な

い
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
、
そ
の
ま

ま
回
転
破
砕
機
に
入
っ
て
し
ま
っ

た
こ
と
だ
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
施
設
を
安
定
し
て
稼
働
さ
せ
る

た
め
に
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

充
電
式
電
池
の
処
理
方
法

①�

家
電
製
品
な
ど
か
ら
充
電
式
電

池
を
抜
き
取
る

②
販
売
店
の
回
収
箱
に
入
れ
る

※
　
燃
や
せ
な
い
ご
み
・
有
害
ご

み
の
日
に
出
さ
な
い

乾
電
池
の
出
し
方

乾
電
池
だ
け
を
白
色
半
透
明
袋
に

入
れ
る

※
　
袋
に
「
有
害
ご
み
」
と
記
入

※
　
燃
や
せ
な
い
ご
み
の
袋
に
入

れ
な
い

ス
プ
レ
ー
缶
の
出
し
方

①
中
身
を
使
い
切
る

②�

屋
外
の
風
通
し
の
よ
い
と
こ
ろ

で
穴
を
あ
け
る

※
　
高
齢
や
障
害
な
ど
に
よ
り
穴

が
あ
け
ら
れ
な
い
場
合
は
、
別
袋

に
入
れ
て
「
キ
ケ
ン
」
と
表
示
す

る③
び
ん
・
か
ん
の
日
に
出
す
　

※
　
燃
や
せ
な
い
ご
み
・
有
害
ご

み
の
日
に
は
出
さ
な
い
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人
や
車
の
動
き
が
慌
た
だ
し
く

な
り
、
交
通
事
故
の
多
発
が
懸
念

さ
れ
る
年
末
の
交
通
事
故
防
止
の

徹
底
を
図
る
た
め
、
冬
の
交
通
事

故
防
止
運
動
を
実
施
し
ま
す
。
交

通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通

マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
づ
け
、
交

通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

慣
れ
た
道
も
要
注
意

　
市
内
で
は
、
10
月
に
二
輪
車
の

交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
交
通
事
故
は
、
交
通
量
が
多

い
と
こ
ろ
や
道
路
構
造
が
複
雑
な

と
こ
ろ
だ
け
で
発
生
す
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
普
段
か
ら
通
り

慣
れ
て
い
る
生
活
道
路
で
の
発
生

が
非
常
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

運
転
に
慣
れ
る
と
、
自
分
が
事
故

を
起
こ
す
わ
け
が
な
い
と
過
信
す

る
よ
う
に
な
り
、
通
り
慣
れ
た
道

で
は
特
に
、
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
過

ぎ
た
り
、
安
全
確
認
を
怠
っ
た
り

し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
日
も
短
く
、
夜
間
の
交
通
事
故

が
発
生
し
や
す
い
時
期
で
す
の

で
、
危
険
に
す
ぐ
に
対
応
で
き
る

ス
ピ
ー
ド
で
走
行
し
、
確
実
な
安

全
確
認
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

飲
酒
運
転
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う

　
忘
年
会
な
ど
、
お
酒
の
席
が
多

く
な
る
季
節
で
す
。「
大
し
て
酔

っ
て
い
な
い
か
ら
大
丈
夫
」「
自

転
車
だ
か
ら
大
丈
夫
」
な
ど
と
い

う
勝
手
な
判
断
で
飲
酒
運
転
を
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
全
員
が
安
全
に
帰
宅
で
き
る
よ

う
、
事
前
に
参
加
者
の
交
通
手
段

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

期
間
　
12
月
１
日
㈰
～
14
日
㈯

市
運
動
重
点

自
転
車
お
よ
び
二
輪
車
の
交
通
事

故
防
止

県
運
動
重
点

①
飲
酒
運
転
の
根
絶
お
よ
び
路
上

寝
込
み
な
ど
に
よ
る
交
通
事
故
防

止②
子
ど
も
・
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

③
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・

自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

街
頭
指
導

チ
ラ
シ
や
啓
発
品
な
ど
を
配
布
し

交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

日
時
　
12
月
２
日
㈪
10
時
～

場
所
　
ワ
カ
バ
ウ
ォ
ー
ク

冬の交通事故防止運動を実施します

問合先　安心安全推進課交通安全・防犯担当

防犯表彰を受賞しました

問合先　安心安全推進課交通安全・防犯担当

水道メーターなどを寒さから守ろう

問合先　坂戸、鶴ヶ島水道企業団☎283・1951

　
防
犯
功
労
表
彰
が
行
わ
れ
、
当

市
か
ら
２
人
が
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。

表
彰
名

全
国
防
犯
栄
誉
銅
章

名
前

宇う

つ

ぎ
津
木
栄え
い
こ子

さ
ん

表
彰
名

地
域
安
全
功
労
者
表
彰

名
前

山や
ま
も
と本
英ひ
で
ま
さ雅
さ
ん

水
道
メ
ー
タ
ー
に
寒
さ
対
策
を
　

　
寒
さ
の
厳
し
い
季
節
に
な
る

と
、
水
道
メ
ー
タ
ー
な
ど
は
凍
結

し
、
破
損
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

次
の
こ
と
を
参
考
に
し
、
凍
結
対

策
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
水
道
メ
ー
タ
ー
の
保
温
は
メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
な
ど
を
入
れ
る
と
効
果
的

・
露
出
し
た
水
道
管
は
、
布
な
ど

を
巻
い
て
保
温
し
、
上
か
ら
ビ
ニ

ー
ル
や
テ
ー
プ
を
巻
き
つ
け
る

・
凍
結
し
た
と
き
は
、
ぬ
る
ま
湯

で
徐
々
に
溶
か
す

・
破
損
し
た
と
き
は
、
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
内
に
あ
る
丙
止
水
栓
を

閉
め
、
破
損
箇
所
に
布
か
テ
ー
プ

を
巻
い
て
応
急
処
置
を
し
、
指
定

　
こ
れ
は
、
振
り
込
め
詐
欺
撲
滅

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
市
民
青
色
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
各
種
防
犯
活

動
に
、
長
年
尽
力
さ
れ
、
そ
の
功

績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
修
理
を

依
頼
す
る

・
家
を
数
日
留
守
に
す
る
場
合

は
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
あ

る
丙
止
水
栓
を
必
ず
閉
め
る

水
道
使
用
開
始
・
中
止
の
届
出

　
次
の
よ
う
な
場
合
は
３
日
前
ま

で
に
、
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

①
新
た
に
水
道
を
使
い
始
め
る
と

き②
部
屋
の
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
で
水

道
を
使
い
始
め
る
と
き

③
引
っ
越
し
、
長
期
不
在
な
ど
で

水
道
を
止
め
る
と
き

詳細はこちら
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市政情報

市
役
所
　

入
札
参
加
資
格
の
有
効
期
間

令
和
２
年
４
月
１
日
～
令
和
３
年

３
月
31
日

【
建
設
工
事
な
ど
】

受
付
期
間��

１
月
６
日
㈪
～
17
日
㈮

（
既
登
録
業
者
の
追
加
申
請
は
、

24
日
㈮
ま
で
）

申
請
方
法
　
関
係
書
類
を
埼
玉
県

総
務
部
入
札
審
査
課
へ
郵
送（
消

印
有
効
）

【
物
品
・
そ
の
他
】

受
付
期
間
　
１
月
６
日
㈪
～
31
日
㈮

申
請
方
法
　
市
役
所
へ
原
則
郵
送

（
消
印
有
効
）

問
合
先
　
財
政
課
契
約
担
当

坂
戸
、
鶴
ヶ
島
水
道
企
業
団

（
平
成
31
年
１
月
に
申
請
し
て
い

る
業
者
は
、
申
請
不
要
）

受
付
期
間��

１
月
14
日
㈫
～
24
日
㈮

9
時
～
11
時
30
分
、
13
時
～
16
時

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

受
付
場
所
　
坂
戸
、
鶴
ヶ
島
水
道

企
業
団
庶
務
課
管
財
担
当

提
出
方
法
　
持
参
の
み（
郵
送
不
可
）

申
請
要
領
　
水
道
企
業
団
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

問
合
先
　
坂
戸
、
鶴
ヶ
島
水
道
企

業
団
庶
務
課
管
財
担
当
☎
２
８
３

・
１
９
５
７

坂
戸
、
鶴
ヶ
島
下
水
道
組
合

（
平
成
31
年
１
月
に
申
請
し
て
い

る
業
者
は
、
申
請
不
要
）

受
付
期
間��

１
月
14
日
㈫
～
24
日
㈮

９
時
～
11
時
30
分
、
13
時
～
16
時

（
土
・
日
曜
日
除
く
）

受
付
場
所
　
坂
戸
、
鶴
ヶ
島
下
水

道
組
合
総
務
課

提
出
方
法
　
持
参
の
み（
郵
送
不
可
）

申
請
要
領
　
下
水
道
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

問
合
先
　
坂
戸
、
鶴
ヶ
島
下
水
道

組
合
総
務
課
総
務
担
当
☎
２
８
３
・

２
０
５
１

坂
戸
・
鶴
ヶ
島
消
防
組
合

（
平
成
31
年
１
月
に
申
請
し
て
い

る
業
者
は
、
申
請
不
要
）

受
付
期
間��

１
月
14
日
㈫
～
24
日
㈮

９
時
～
11
時
30
分
、
13
時
～
16
時

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

受
付
場
所
　
坂
戸
・
鶴
ヶ
島
消
防

組
合
庶
務
課

提
出
方
法
　
持
参
の
み（
郵
送
不
可
）

申
請
要
領
　
消
防
組
合
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

問
合
先
　
坂
戸
・
鶴
ヶ
島
消
防
組

合
庶
務
課
管
理
担
当
☎
２
８
１
・

３
１
１
８

※
　
詳
細
は
各
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い

競争入札参加資格審査申請の追加受付を行います

問合先　各問合先へお問い合わせください

一本松駅バリア 
フリー化の開始 
問合先　都市計画課交通政策担当

　
東
武
鉄
道
で
は
、
一
本
松
駅
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
行
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
１
月
か
ら
、
多
機
能

ト
イ
レ
の
設
置
工
事
を
行
い
、
来

年
度
以
降
、
順
次
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
設
置
な
ど
、
段
差
解
消
の
た
め

の
工
事
を
行
う
予
定
で
す
。

　
工
事
期
間
中
は
、
ご
不
便
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ごみと資源の出し方～ルールを守りましょう～ 

問合先　埼玉西部環境保全組合�☎271・1500

　
ご
み
処
理
施
設
で
は
、
間
違
っ

た
ご
み
の
出
し
方
に
よ
る
ぼ
や

が
、
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
ぼ
や
の
原
因
は
、
充
電
式
電
池

が
燃
や
せ
な
い
ご
み
の
中
に
混
入

し
て
い
た
こ
と
に
よ
り
発
火
し
、

周
囲
の
可
燃
性
ご
み
に
引
火
し
た

と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
ぼ
や
が
発
生
す
る
と
消
火
や
安

全
確
認
の
た
め
の
作
業
が
必
要
と

な
り
、
安
定
し
た
処
理
に
支
障
が

出
ま
す
。

　
４
年
前
、
川
角
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
の
回
転
破
砕
機
室
で
大
き
な

爆
発
事
故
が
発
生
し
、
ご
み
の
処

理
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
原
因
は
中
身
が
入
っ
た
ま
ま
の

ス
プ
レ
ー
缶（
カ
セ
ッ
ト
ガ
ス
ボ

ン
ベ
な
ど
）が
誤
っ
て
燃
や
せ
な

い
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
、
そ
の
ま

ま
回
転
破
砕
機
に
入
っ
て
し
ま
っ

た
こ
と
だ
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
施
設
を
安
定
し
て
稼
働
さ
せ
る

た
め
に
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

充
電
式
電
池
の
処
理
方
法

①�

家
電
製
品
な
ど
か
ら
充
電
式
電

池
を
抜
き
取
る

②
販
売
店
の
回
収
箱
に
入
れ
る

※
　
燃
や
せ
な
い
ご
み
・
有
害
ご

み
の
日
に
出
さ
な
い

乾
電
池
の
出
し
方

乾
電
池
だ
け
を
白
色
半
透
明
袋
に

入
れ
る

※
　
袋
に
「
有
害
ご
み
」
と
記
入

※
　
燃
や
せ
な
い
ご
み
の
袋
に
入

れ
な
い

ス
プ
レ
ー
缶
の
出
し
方

①
中
身
を
使
い
切
る

②�

屋
外
の
風
通
し
の
よ
い
と
こ
ろ

で
穴
を
あ
け
る

※
　
高
齢
や
障
害
な
ど
に
よ
り
穴

が
あ
け
ら
れ
な
い
場
合
は
、
別
袋

に
入
れ
て
「
キ
ケ
ン
」
と
表
示
す

る③
び
ん
・
か
ん
の
日
に
出
す
　

※
　
燃
や
せ
な
い
ご
み
・
有
害
ご

み
の
日
に
は
出
さ
な
い
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人
や
車
の
動
き
が
慌
た
だ
し
く

な
り
、
交
通
事
故
の
多
発
が
懸
念

さ
れ
る
年
末
の
交
通
事
故
防
止
の

徹
底
を
図
る
た
め
、
冬
の
交
通
事

故
防
止
運
動
を
実
施
し
ま
す
。
交

通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通

マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
づ
け
、
交

通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

慣
れ
た
道
も
要
注
意

　
市
内
で
は
、
10
月
に
二
輪
車
の

交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
交
通
事
故
は
、
交
通
量
が
多

い
と
こ
ろ
や
道
路
構
造
が
複
雑
な

と
こ
ろ
だ
け
で
発
生
す
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
普
段
か
ら
通
り

慣
れ
て
い
る
生
活
道
路
で
の
発
生

が
非
常
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

運
転
に
慣
れ
る
と
、
自
分
が
事
故

を
起
こ
す
わ
け
が
な
い
と
過
信
す

る
よ
う
に
な
り
、
通
り
慣
れ
た
道

で
は
特
に
、
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
過

ぎ
た
り
、
安
全
確
認
を
怠
っ
た
り

し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
日
も
短
く
、
夜
間
の
交
通
事
故

が
発
生
し
や
す
い
時
期
で
す
の

で
、
危
険
に
す
ぐ
に
対
応
で
き
る

ス
ピ
ー
ド
で
走
行
し
、
確
実
な
安

全
確
認
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

飲
酒
運
転
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う

　
忘
年
会
な
ど
、
お
酒
の
席
が
多

く
な
る
季
節
で
す
。「
大
し
て
酔

っ
て
い
な
い
か
ら
大
丈
夫
」「
自

転
車
だ
か
ら
大
丈
夫
」
な
ど
と
い

う
勝
手
な
判
断
で
飲
酒
運
転
を
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
全
員
が
安
全
に
帰
宅
で
き
る
よ

う
、
事
前
に
参
加
者
の
交
通
手
段

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

期
間
　
12
月
１
日
㈰
～
14
日
㈯

市
運
動
重
点

自
転
車
お
よ
び
二
輪
車
の
交
通
事

故
防
止

県
運
動
重
点

①
飲
酒
運
転
の
根
絶
お
よ
び
路
上

寝
込
み
な
ど
に
よ
る
交
通
事
故
防

止②
子
ど
も
・
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

③
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・

自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

街
頭
指
導

チ
ラ
シ
や
啓
発
品
な
ど
を
配
布
し

交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

日
時
　
12
月
２
日
㈪
10
時
～

場
所
　
ワ
カ
バ
ウ
ォ
ー
ク

冬の交通事故防止運動を実施します

問合先　安心安全推進課交通安全・防犯担当

防犯表彰を受賞しました

問合先　安心安全推進課交通安全・防犯担当

水道メーターなどを寒さから守ろう

問合先　坂戸、鶴ヶ島水道企業団☎283・1951

　
防
犯
功
労
表
彰
が
行
わ
れ
、
当

市
か
ら
２
人
が
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。

表
彰
名

全
国
防
犯
栄
誉
銅
章

名
前

宇う

つ

ぎ
津
木
栄え

い
こ子

さ
ん

表
彰
名

地
域
安
全
功
労
者
表
彰

名
前

山や
ま
も
と本
英ひ
で
ま
さ雅
さ
ん

水
道
メ
ー
タ
ー
に
寒
さ
対
策
を
　

　
寒
さ
の
厳
し
い
季
節
に
な
る

と
、
水
道
メ
ー
タ
ー
な
ど
は
凍
結

し
、
破
損
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

次
の
こ
と
を
参
考
に
し
、
凍
結
対

策
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
水
道
メ
ー
タ
ー
の
保
温
は
メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
な
ど
を
入
れ
る
と
効
果
的

・
露
出
し
た
水
道
管
は
、
布
な
ど

を
巻
い
て
保
温
し
、
上
か
ら
ビ
ニ

ー
ル
や
テ
ー
プ
を
巻
き
つ
け
る

・
凍
結
し
た
と
き
は
、
ぬ
る
ま
湯

で
徐
々
に
溶
か
す

・
破
損
し
た
と
き
は
、
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
内
に
あ
る
丙
止
水
栓
を

閉
め
、
破
損
箇
所
に
布
か
テ
ー
プ

を
巻
い
て
応
急
処
置
を
し
、
指
定

　
こ
れ
は
、
振
り
込
め
詐
欺
撲
滅

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
市
民
青
色
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
各
種
防
犯
活

動
に
、
長
年
尽
力
さ
れ
、
そ
の
功

績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
修
理
を

依
頼
す
る

・
家
を
数
日
留
守
に
す
る
場
合

は
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
あ

る
丙
止
水
栓
を
必
ず
閉
め
る

水
道
使
用
開
始
・
中
止
の
届
出

　
次
の
よ
う
な
場
合
は
３
日
前
ま

で
に
、
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

①
新
た
に
水
道
を
使
い
始
め
る
と

き②
部
屋
の
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
で
水

道
を
使
い
始
め
る
と
き

③
引
っ
越
し
、
長
期
不
在
な
ど
で

水
道
を
止
め
る
と
き

詳細はこちら
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◆　市・県民税第4期
◆　国民健康保険税第6期
◆　介護保険料第6期
◆　後期高齢者医療保険料第6期

つるバス・つるワゴンの
乗車マナーにご協力を

つるバス・つるワゴンの利用者の
増加に伴い、車内が混み合うこと
が多くなっています。つるバス・
つるワゴンは、皆さんの公共交通
機関です。気持ちよくご利用いた
だけるよう、乗車マナーアップに
ご理解とご協力をお願いします。
問　都市計画課交通政策担当

水質事故防止にご協力を

河川や水路に油や薬品などが流れる
と、魚が死んだり、水道水や農業用
水の取水に影響が出ます。年末の大
掃除などの際に、不要な塗料や油、
農薬などの取り扱いには十分注意し、
決して河川や水路、側溝に流さない
ようお願いします。事故対応の費用
は事故原因者の負担となります。も
し、異常水質事故を見つけた場合に
は、速やかにご連絡ください。
問　県東松山環境管理事務所☎04
93・23・4050、生活環境課環境
保全担当

お知らせ
今月の納期

Infor-
mation

「介護予防・日常生活圏域ニ
ーズ調査」および「在宅介護
実態調査」にご協力ください

「第8期介護保険事業計画（令和3
年度〜令和5年度）」の策定に向
け、高齢者やその家族が必要とし
ている介護サービスや、地域ごと
の課題などを把握するため、65
歳以上の方から抽出してアンケー
ト調査を実施します。調査対象と
なった方には調査票を送付します
ので、アンケートの回答にご協力
をお願いします。
問　高齢者福祉課介護保険担当

全国一斉情報伝達訓練を
行います

市では、全国瞬時警報システム(Ｊ
アラート)を設置しています。これ
は、国が発信する緊急地震速報や
武力攻撃などの緊急情報を、人工
衛星などを通じて受信し、市の防
災行政無線で瞬時に伝えるシステ
ムです。今回、国の主導により、
Ｊアラート・全国一斉情報伝達訓
練を行います。
放送日時　12月4日(水)11時頃
放送内容　「(チャイム音)これは、
Ｊアラートのテストです。(繰り返
し3回)こちらは、防災つるがしま
です。(チャイム音)」
※　災害時などは訓練を中止する
場合があります
※　放送が流れると、防災ラジオ
からも放送が流れます
問　安心安全推進課防災担当

募　　集
農業委員・農地最適化推進委員　　　　　　問　産業振興課農政担当

職　種 農業委員 農地最適化推進委員

対　象
農業に識見のある農業者・農業
関係者または、農地法や農業行
政に精通し、農業委員会の所掌
事務に利害関係を有しない方

農業に識見のある農業者・農業関係
者など

内　容 農地法などの許認可業務など 農地利用の集積・集約化、耕作放棄
地の発生防止・解消など

任　期 令和2年4月30日から3年間

募集人数 9人 5人

募集期間 12月2日〜令和2年1月10日

応募先 産業振興課農政担当 農業委員会事務局

※　各委員の応募・推薦に必要な書類は、産業振興課・農業委員会事務局窓口または市
ホームページから入手できます

広告
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問合先　坂戸・鶴ヶ島消防組合消防本部☎281・3119 

台
風
19
号
に
よ
る
災
害
活
動
状
況

　
10
月
12
日
に
上
陸
し
た
台
風
19
号
に

よ
る
豪
雨
で
、
当
組
合
管
内
で
も
大
き

な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
消
防
組
合

で
は
、
風
水
害
に
対
す
る
警
戒
体
制
を

と
り
、
逃
げ
遅
れ
た
方
の
救
助
活
動
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
鶴
ヶ
島
市
消
防
団
は
、
土
の
う
作
り
、

市
内
の
巡
回
、
倒
木
の
撤
去
な
ど
の
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

活
動
状
況

・
出
場
件
数

　(

救
助
、
水
防
、
緊
急
確
認
な
ど)

　
鶴
ヶ
島
市
　
６
件

　
坂
戸
市
　
31
件

・
救
出
人
数

　
坂
戸
市
　
２
１
９
人

鶴
ヶ
島
市
消
防
団
に
テ
ン
ト
を
整
備

　
９
月
に
鶴
ヶ
島
市
消
防
団
の
Ｐ
Ｒ
活

動
な
ど
に
使
用
す
る
た
め
、
テ
ン
ト
１

張
を
宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備
し
ま
し

た
。

　
今
後
の
地
域
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
消
防

団
が
参
加
す
る
際
に
活
用
し
ま
す
。

県
内
１
の
来
場
者
数
！

消
防
出
初
め
式
を
行
い
ま
す

日
時
　
１
月
12
日
㈰
９
時
〜
12
時
30
分

場
所
　
ワ
カ
バ
ウ
ォ
ー
ク
駐
車
場
お
よ

び
ワ
カ
バ
ウ
ォ
ー
ク
内
イ
ベ
ン
ト
広
場

内
容
　
①
は
し
ご
車
の
試
乗(

先
着

１
０
０
人)

②
消
防
車
・
救
急
車
・
災
害

救
助
艇
の
試
乗
③
消
防
服
・
空
気
呼
吸

器
の
試
着
④
３
Ｄ
の
自
然
災
害
を
体
験

⑤
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
「
消
防
車
消
し
ゴ

ム
」
プ
レ
ゼ
ン
ト(

先
着
１
０
０
０
人)

⑥
演
技(

祝
太
鼓
、
は
し
ご
乗
り
、
中
学

校
吹
奏
楽
演
奏)

な
ど

Ｏ
Ｂ
機
能
別
団
員
発
足
！

　
平
成
31
年
４
月
１
日
、
大
規
模
災
害

時
に
お
け
る
消
防
団
の
活
動
機
能
の
強

化
を
図
る
た
め
、
鶴
ヶ
島
市
消
防
団
に

「
Ｏ
Ｂ
機
能
別
団
員
」
を
導
入
し
、
10
人

の
団
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

活
動
の
紹
介

　
９
月
29
日
に
長
久
保
小
学
校
で
行
わ

れ
た
防
災
訓
練
で
は
、
救
出
訓
練
に
参

加
し
、
長
年
の
経
験
を
生
か
し
た
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
と
技
術
で
、
倒
壊
し
た
家
屋

に
取
り
残
さ
れ
た
要
救
助
者
を
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
を
使
用
し
て
救
出
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

　
今
後
も
地
域
防
災
を
担
う
柱
と
な
り
、

安
全
・
安
心
を
守
り
ま
す
。

番
外
編
を
掲
載
し
て
い
ま
す

　
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
「
１
１
９

ト
ピ
ッ
ク
ス
〜
番
外
編
〜
」
を
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し

て
い
ま
す
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。

救
命
講
習
会(

１
月
〜
３
月)

対
象
　
市
内
・
坂
戸
市
在
住
在
勤
在
学

の
中
学
生
以
上
の
方

参
加
費
　
無
料
　

申
込
・
問
合
先
　
12
月
10
日
㈫
か
ら

電
話
ま
た
は
直
接
警
防
課
救
急
担

当
へ(

平
日
８
時
30
分
〜
17
時)

☎︎
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８
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家
族
み
ん
な
で
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種　別 日　時 場　所 定　員 内　容

普通救命講習

1月10日(金)
9時〜12時 坂戸消防署 30人

心肺蘇生法(成人)、
大出血時の止血法2月22日(土)

9時〜12時 鶴ヶ島消防署 20人

上級救命講習 3月12日(木)
9時〜17時 坂戸消防署 30人

心肺蘇生法(成人、小児、
乳児、新生児)、大出血時
の止血法、傷病者の管理法、
手当の要領および搬送法

※　各日先着順。駐車場に限りがあります
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◆　市・県民税第4期
◆　国民健康保険税第6期
◆　介護保険料第6期
◆　後期高齢者医療保険料第6期

つるバス・つるワゴンの
乗車マナーにご協力を

つるバス・つるワゴンの利用者の
増加に伴い、車内が混み合うこと
が多くなっています。つるバス・
つるワゴンは、皆さんの公共交通
機関です。気持ちよくご利用いた
だけるよう、乗車マナーアップに
ご理解とご協力をお願いします。
問　都市計画課交通政策担当

水質事故防止にご協力を

河川や水路に油や薬品などが流れる
と、魚が死んだり、水道水や農業用
水の取水に影響が出ます。年末の大
掃除などの際に、不要な塗料や油、
農薬などの取り扱いには十分注意し、
決して河川や水路、側溝に流さない
ようお願いします。事故対応の費用
は事故原因者の負担となります。も
し、異常水質事故を見つけた場合に
は、速やかにご連絡ください。
問　県東松山環境管理事務所☎04
93・23・4050、生活環境課環境
保全担当

お知らせ
今月の納期

Infor-
mation

「介護予防・日常生活圏域ニ
ーズ調査」および「在宅介護
実態調査」にご協力ください

「第8期介護保険事業計画（令和3
年度〜令和5年度）」の策定に向
け、高齢者やその家族が必要とし
ている介護サービスや、地域ごと
の課題などを把握するため、65
歳以上の方から抽出してアンケー
ト調査を実施します。調査対象と
なった方には調査票を送付します
ので、アンケートの回答にご協力
をお願いします。
問　高齢者福祉課介護保険担当

全国一斉情報伝達訓練を
行います

市では、全国瞬時警報システム(Ｊ
アラート)を設置しています。これ
は、国が発信する緊急地震速報や
武力攻撃などの緊急情報を、人工
衛星などを通じて受信し、市の防
災行政無線で瞬時に伝えるシステ
ムです。今回、国の主導により、
Ｊアラート・全国一斉情報伝達訓
練を行います。
放送日時　12月4日(水)11時頃
放送内容　「(チャイム音)これは、
Ｊアラートのテストです。(繰り返
し3回)こちらは、防災つるがしま
です。(チャイム音)」
※　災害時などは訓練を中止する
場合があります
※　放送が流れると、防災ラジオ
からも放送が流れます
問　安心安全推進課防災担当

募　　集
農業委員・農地最適化推進委員　　　　　　問　産業振興課農政担当

職　種 農業委員 農地最適化推進委員

対　象
農業に識見のある農業者・農業
関係者または、農地法や農業行
政に精通し、農業委員会の所掌
事務に利害関係を有しない方

農業に識見のある農業者・農業関係
者など

内　容 農地法などの許認可業務など 農地利用の集積・集約化、耕作放棄
地の発生防止・解消など

任　期 令和2年4月30日から3年間

募集人数 9人 5人

募集期間 12月2日〜令和2年1月10日

応募先 産業振興課農政担当 農業委員会事務局

※　各委員の応募・推薦に必要な書類は、産業振興課・農業委員会事務局窓口または市
ホームページから入手できます
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消防情報　119トピックス　『ひとつずつ　いいね！で確認　火の用心』(2019年度全国統一防火標語)

問合先　坂戸・鶴ヶ島消防組合消防本部☎281・3119 

台
風
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号
に
よ
る
災
害
活
動
状
況
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月
12
日
に
上
陸
し
た
台
風
19
号
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豪
雨
で
、
当
組
合
管
内
で
も
大
き

な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
消
防
組
合
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は
、
風
水
害
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対
す
る
警
戒
体
制
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と
り
、
逃
げ
遅
れ
た
方
の
救
助
活
動
な

ど
を
行
い
ま
し
た
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鶴
ヶ
島
市
消
防
団
は
、
土
の
う
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り
、

市
内
の
巡
回
、
倒
木
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撤
去
な
ど
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行
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ま
し
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活
動
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・
出
場
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救
助
、
水
防
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緊
急
確
認
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鶴
ヶ
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坂
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２
１
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鶴
ヶ
島
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消
防
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整
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９
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鶴
ヶ
島
市
消
防
団
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Ｐ
Ｒ
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ど
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用
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め
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ン
ト
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張
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宝
く
じ
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助
成
金
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整
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し
ま
し
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。

　
今
後
の
地
域
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ベ
ン
ト
な
ど
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消
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加
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県
内
１
の
来
場
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９
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カ
バ
ウ
ォ
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ベ
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①
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０
０
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③
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④
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⑤
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０
０
０
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Ｂ
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４
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介
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取
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さ
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救
助
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ェ
ー
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ソ
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し
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救
出
活
動
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い
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た
。
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９
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〜
」
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

救
命
講
習
会(

１
月
〜
３
月)

対
象
　
市
内
・
坂
戸
市
在
住
在
勤
在
学

の
中
学
生
以
上
の
方

参
加
費
　
無
料
　

申
込
・
問
合
先
　
12
月
10
日
㈫
か
ら

電
話
ま
た
は
直
接
警
防
課
救
急
担

当
へ(

平
日
８
時
30
分
〜
17
時)

☎︎
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種　別 日　時 場　所 定　員 内　容

普通救命講習

1月10日(金)
9時〜12時 坂戸消防署 30人

心肺蘇生法(成人)、
大出血時の止血法2月22日(土)

9時〜12時 鶴ヶ島消防署 20人

上級救命講習 3月12日(木)
9時〜17時 坂戸消防署 30人

心肺蘇生法(成人、小児、
乳児、新生児)、大出血時
の止血法、傷病者の管理法、
手当の要領および搬送法

※　各日先着順。駐車場に限りがあります
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クリスマスおはなし会

対　小学6年生までの児童
日　12月8日(日)11時〜
場　中央図書館
内　クリスマスをテーマにしたお
はなしや工作を行います。
問　中央図書館☎271・3001

第6回eコラボサイエンス教室

対　市内在住の小学生
日　12月21日(土)10時〜11時30分
場　環境教育施設「eコラボつる
がしま」
講　NPO法人鶴ヶ島第二小学校
区地域支え合い協議会
内　電気を貯める蓄電器をつく
り、電気を貯めよう。
※　汚れてもよい服装
定　20人（保護者を含めず。申込順）
料　無料
申 問　12月9日(月)から18日(水)
までに同協議会へ☎298・7974

新春のつるがしまを歩こう　

日　1月4日(土)受付開始9時
※　雨天決行
場　新町小学校　
内　スタンプを集めながら4ｋｍを歩
きスタンプの得点で順位を決めます。
定　30組（1〜4人のチーム100人
まで）
料　無料
※　運動のできる服装　
他　1位から5位に賞品、参加者
に参加賞あり
申　不要　
問　生涯学習スポーツ課市民スポ
ーツ担当または鶴ヶ島市レクリエ
ーション協会・田

た ぐ ち

口☎285・9107

第32回県民総合体育大会兼第37回鶴ヶ島駅伝競走大会

種別　①一般男子（男女混合可）②壮年（50
歳以上男女混合可）③中高生男子④中高生女
子⑤一般女子⑥小学生男子⑦小学生女子
距離　①②③④/15㎞（1区間3㎞・5人で継
走）⑤⑥⑦/10㎞（1区間2㎞・5人で継走）
対　小学4年生以上
日　2月2日（日）8時40分〜（受付8時20分〜）
※　雨天決行
場　農業交流センターおよび周辺
定　①〜④は合計50チームまで
料　①②1チーム3500円③〜⑦1チーム2000円　
※　直接持参または振込み。申込後の返金不可　
申 問　12月9日(月) から1月10日（金）までに海洋センター・生涯学習スポ
ーツ課・各市民センター・市民活動推進センターにある申込書に記入し、直
接またはファクシミリ、メールでNPO法人鶴ヶ島市体育協会事務局(海洋セ
ンター内）へ☎277・51995277・5199 tsurutaikyo-info@ce.wakwak.
com（受付時間平日9時〜17時）

第15回未来を拓くつるがしま郷土かるた大会

対　小学生の部／市内在住の小学生3人1組のチームもしくは個人　
フリーの部／市内在住在勤在学者を含む3人1組のチーム　
※　幼児・小学生を含んでも可　
日　12月14日(土)9時45分〜13時30分
場　つるがしま中央交流センター「くれよん」
定　40組(申込順)
申 問　12月12日(木)までに鶴ヶ島市子ども会育成会
連絡協議会(生涯学習スポーツ課内)へ電話かファク
シミリで5271･4280

「逆木荘」新春カラオケ発表会

対　市内在住60歳以上の方
日　1月19日(日)10時〜15時
場　老人福祉センター「逆木荘」
講　清

し み ず

水洸
こういち

一さん(カラオケ教室アドバイザー)
定　50人(申込順)
料　無料
申 問　12月22日(日)から26日(木)までに老人福祉センター「逆木荘」へ
☎286・3301

広告
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ウィンターコンサート

日　12月21日(土)14時〜（開場13
時45分）
場　大橋市民センター　
内　南中学校吹奏楽部の皆さんの
演奏を聴き、音楽に親しみ、素敵
な時間を過ごしましょう。
料　無料
申 問　12月7日(土)9時30分から
大橋児童館へ☎286・0007
※　当日受付もあり

クリスマスコンサート 

日　12月22日(日)14時〜
場　南市民センター
内　「St.ミカエルアンサンブル」によ
る弦楽器を使ったクリスマスコンサ
ート。子どもから大人まで楽しめます。
料　無料　
問　南市民センター☎287・0235

イルミネーション鉄道模型運転会 

日　12月21日(土)13時〜16時30分
場　西市民センター
講　若葉鉄道模型倶楽部
内　真っ暗な部屋でライトアップ
された街並みの中を、室内灯をつ
けた電車が走り抜けるロマンチッ
クな運転会　
料　無料
申　不要　
問　西市民センター☎286・7899

募　　集
川越税務署非常勤職員

内　確定申告事務補助
勤務期間　1月上旬〜3月末
勤務時間　9時から17時までの間
で3〜7時間
勤務地　川越税務署
報　時給940円〜、交通費相当額
(上限あり)
定　130人程度
※　詳細は、関東信越国税局ホー
ムページをご覧ください
問　川越税務署　
☎235・9441

坂戸、鶴ヶ島下水道組合
下水道事業運営審議会委員

対　12月1日現在、鶴ヶ島・坂戸
市に在住または在勤し、平日昼間
の会議への参加が可能で、下水道
事業に関心がある満20歳以上の方　
※　次の方は応募不可。①この審
議会以外にすでに鶴ヶ島・坂戸市に
属する審議会などの委員をしている
方②政党役員または政党職員の方
内　管理者の諮問に応じ、下水道
使用料や下水道事業に関する重要
な事項を審議
定　若干名(書類選考による)
任期　令和2年2月1日〜令和4年1
月31日
申 問　12月16日(月)から23日(月)（平
日のみ）までに、申込書と小論文を直接
または郵送(〒350-0214坂
戸市千代田1-1-16)で同組
合総務課へ☎283・2051

イベント
Xmas Afternoon JAZZ 

今年も「WHAT’ｓ」は素敵なゲスト
を迎え、ジャズコンサートを行います。
日　12月7日（土）14時〜16時（開
場13時30分）
場　大橋市民センター
内　スタンダードジャズや個性的
なラテン・ボサノバ、懐かしいポ
ップスなどの演奏、サロン喫茶（ド
リンク、おつまみなどを販売）　
料　1000円（1ドリンク付）　
※　飲酒される方は、車でのご来
場はご遠慮ください
申　大橋市民センター（平日9時〜
17時）でチケット販売
問　大橋市民センター☎286・0005

クリスマスコンサート

日　12月14日（土）13時30分〜14
時30分（開場13時）
場　西市民センター　
内　尚美学園大学音楽サークル

「サクソフォーンアンサンブル」
による演奏。甘い音から激しい音
まで表現できるサックスで、子ど
もから大人まで楽しめる、観客参
加型のクリスマスコンサート
料　無料
申　不要　
問　西市民センター☎286・7899

関東信越国税局HP

キャンドルナイトイベント

日　12月21日(土)17時〜19時
場　若葉駅西口広場
内　キャンドルを使って多彩なアートを作ります。
問　キャンドルナイトin若葉駅西口広場実行委員会・横

よ こ せ

瀬☎090・3316・8222

「まちづくりポイント発行対象事業」には　　マークが表示されています。　問合先　地域活動推進課地域活動推進担当

広告



Information　鶴ヶ島市役所　☎ 271・1111

21 Tsurugashima　2019.12

クリスマスおはなし会

対　小学6年生までの児童
日　12月8日(日)11時〜
場　中央図書館
内　クリスマスをテーマにしたお
はなしや工作を行います。
問　中央図書館☎271・3001

第6回eコラボサイエンス教室

対　市内在住の小学生
日　12月21日(土)10時〜11時30分
場　環境教育施設「eコラボつる
がしま」
講　NPO法人鶴ヶ島第二小学校
区地域支え合い協議会
内　電気を貯める蓄電器をつく
り、電気を貯めよう。
※　汚れてもよい服装
定　20人（保護者を含めず。申込順）
料　無料
申 問　12月9日(月)から18日(水)
までに同協議会へ☎298・7974

新春のつるがしまを歩こう　

日　1月4日(土)受付開始9時
※　雨天決行
場　新町小学校　
内　スタンプを集めながら4ｋｍを歩
きスタンプの得点で順位を決めます。
定　30組（1〜4人のチーム100人
まで）
料　無料
※　運動のできる服装　
他　1位から5位に賞品、参加者
に参加賞あり
申　不要　
問　生涯学習スポーツ課市民スポ
ーツ担当または鶴ヶ島市レクリエ
ーション協会・田

た ぐ ち

口☎285・9107

第32回県民総合体育大会兼第37回鶴ヶ島駅伝競走大会

種別　①一般男子（男女混合可）②壮年（50
歳以上男女混合可）③中高生男子④中高生女
子⑤一般女子⑥小学生男子⑦小学生女子
距離　①②③④/15㎞（1区間3㎞・5人で継
走）⑤⑥⑦/10㎞（1区間2㎞・5人で継走）
対　小学4年生以上
日　2月2日（日）8時40分〜（受付8時20分〜）
※　雨天決行
場　農業交流センターおよび周辺
定　①〜④は合計50チームまで
料　①②1チーム3500円③〜⑦1チーム2000円　
※　直接持参または振込み。申込後の返金不可　
申 問　12月9日(月) から1月10日（金）までに海洋センター・生涯学習スポ
ーツ課・各市民センター・市民活動推進センターにある申込書に記入し、直
接またはファクシミリ、メールでNPO法人鶴ヶ島市体育協会事務局(海洋セ
ンター内）へ☎277・51995277・5199 tsurutaikyo-info@ce.wakwak.
com（受付時間平日9時〜17時）

第15回未来を拓くつるがしま郷土かるた大会

対　小学生の部／市内在住の小学生3人1組のチームもしくは個人　
フリーの部／市内在住在勤在学者を含む3人1組のチーム　
※　幼児・小学生を含んでも可　
日　12月14日(土)9時45分〜13時30分
場　つるがしま中央交流センター「くれよん」
定　40組(申込順)
申 問　12月12日(木)までに鶴ヶ島市子ども会育成会
連絡協議会(生涯学習スポーツ課内)へ電話かファク
シミリで5271･4280

「逆木荘」新春カラオケ発表会

対　市内在住60歳以上の方
日　1月19日(日)10時〜15時
場　老人福祉センター「逆木荘」
講　清

し み ず

水洸
こういち

一さん(カラオケ教室アドバイザー)
定　50人(申込順)
料　無料
申 問　12月22日(日)から26日(木)までに老人福祉センター「逆木荘」へ
☎286・3301

広告
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ウィンターコンサート

日　12月21日(土)14時〜（開場13
時45分）
場　大橋市民センター　
内　南中学校吹奏楽部の皆さんの
演奏を聴き、音楽に親しみ、素敵
な時間を過ごしましょう。
料　無料
申 問　12月7日(土)9時30分から
大橋児童館へ☎286・0007
※　当日受付もあり

クリスマスコンサート 

日　12月22日(日)14時〜
場　南市民センター
内　「St.ミカエルアンサンブル」によ
る弦楽器を使ったクリスマスコンサ
ート。子どもから大人まで楽しめます。
料　無料　
問　南市民センター☎287・0235

イルミネーション鉄道模型運転会 

日　12月21日(土)13時〜16時30分
場　西市民センター
講　若葉鉄道模型倶楽部
内　真っ暗な部屋でライトアップ
された街並みの中を、室内灯をつ
けた電車が走り抜けるロマンチッ
クな運転会　
料　無料
申　不要　
問　西市民センター☎286・7899

募　　集
川越税務署非常勤職員

内　確定申告事務補助
勤務期間　1月上旬〜3月末
勤務時間　9時から17時までの間
で3〜7時間
勤務地　川越税務署
報　時給940円〜、交通費相当額
(上限あり)
定　130人程度
※　詳細は、関東信越国税局ホー
ムページをご覧ください
問　川越税務署　
☎235・9441

坂戸、鶴ヶ島下水道組合
下水道事業運営審議会委員

対　12月1日現在、鶴ヶ島・坂戸
市に在住または在勤し、平日昼間
の会議への参加が可能で、下水道
事業に関心がある満20歳以上の方　
※　次の方は応募不可。①この審
議会以外にすでに鶴ヶ島・坂戸市に
属する審議会などの委員をしている
方②政党役員または政党職員の方
内　管理者の諮問に応じ、下水道
使用料や下水道事業に関する重要
な事項を審議
定　若干名(書類選考による)
任期　令和2年2月1日〜令和4年1
月31日
申 問　12月16日(月)から23日(月)（平
日のみ）までに、申込書と小論文を直接
または郵送(〒350-0214坂
戸市千代田1-1-16)で同組
合総務課へ☎283・2051

イベント
Xmas Afternoon JAZZ 

今年も「WHAT’ｓ」は素敵なゲスト
を迎え、ジャズコンサートを行います。
日　12月7日（土）14時〜16時（開
場13時30分）
場　大橋市民センター
内　スタンダードジャズや個性的
なラテン・ボサノバ、懐かしいポ
ップスなどの演奏、サロン喫茶（ド
リンク、おつまみなどを販売）　
料　1000円（1ドリンク付）　
※　飲酒される方は、車でのご来
場はご遠慮ください
申　大橋市民センター（平日9時〜
17時）でチケット販売
問　大橋市民センター☎286・0005

クリスマスコンサート

日　12月14日（土）13時30分〜14
時30分（開場13時）
場　西市民センター　
内　尚美学園大学音楽サークル

「サクソフォーンアンサンブル」
による演奏。甘い音から激しい音
まで表現できるサックスで、子ど
もから大人まで楽しめる、観客参
加型のクリスマスコンサート
料　無料
申　不要　
問　西市民センター☎286・7899

関東信越国税局HP

キャンドルナイトイベント

日　12月21日(土)17時〜19時
場　若葉駅西口広場
内　キャンドルを使って多彩なアートを作ります。
問　キャンドルナイトin若葉駅西口広場実行委員会・横

よ こ せ

瀬☎090・3316・8222

「まちづくりポイント発行対象事業」には　　マークが表示されています。　問合先　地域活動推進課地域活動推進担当

広告
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富士見のまちライブラリー植本祭 
& クリスマスかざり作り

日　12月22日（日）10時〜11時30分
場　富士見市民センター
内　植本祭と合わせて、かわいい
クリスマスかざりを作ります。
料　100円
持　紹介したい本（寄贈できるもの）
申　不要
問　富士見市民センター☎287・1661

まちライブラリー
＠ハーモニーの読み聞かせ

日　12月8日(日)13時30分〜14時
30分
場　女性センター
講　おはなしぴっころ（語りのサー
クル）
内　気持ちが温かくなる本の読み
聞かせ、手遊び、お手玉など
定　10人程度
料　無料
申　不要
問　女性センター☎287・4755

落ち葉堆肥作り講習会

対　全日程参加できる方
日　12月14日・21日、1月11日・
25日の各土曜日9時30分〜12時。
2月・3月（日程は未定）に切り返し
作業を行います。堆肥の配布は4
月の予定
場　農業交流センター
定　10人（申込順）　※　定員に満た
ない場合は中止することがあります
料　2000円
申 問　12月4日(水）9時から10日

（火）までに農業交流センターへ☎
279・3335

はつらつ元気わくわくクラブ

対　市内在住で65歳以上の方（原
則要介護・要支援認定者および介
護予防・日常生活支援総合事業対
象者を除く）
日　1月7日から毎週火曜日 10時
〜12時（全10回）
場　女性センター
内　カジノ体験（ルーレットなど）
や脳トレ、そば打ちなど、毎回違
う内容の体験クラブです。
定　20人(応募者多数の場合は抽
選ですが、新規の方を優先します)
料　1回300円
持　飲み物
申 問　12月13日（金）までに高齢
者福祉課地域包括ケア推進担当へ

認知症サポーター
ステップアップ講座

対　市内在住で認知症サポーター
養成講座を受講したことがある方
日　12月18日（水）13時30分〜16
時
場　市役所5階会議室
内　認知症の方と家族の気持ちを
考え、望ましい対応について一緒
に学びます。医師の講話、動画視聴、
グループワークなど
定　50人（申込順）
料　無料
持　筆記具
申 問　高齢者福祉課地域包括ケア
推進担当　

第9回定例健康ウォーク

日　1月10日(金)9時30分〜12時
場　大橋市民センター集合　
※　少雨決行
講　鶴ヶ島ウオーキングクラブ
内　3〜5㎞のコースを歩きます。
定　40人(申込順)
料　無料
持　飲み物、タオル、帽子、レジ
ャーシート　
※　リュックサックなど両手のあ
く服装で
他　駐車場が少ないため車でのご
来場はご遠慮ください。
申 問　12月6日（金）から健康増進
課健康増進担当へ

バリアフリー映画会

対　障害の有無に関わらずどなた
でも
日　12月15日(日)14時〜
場　中央図書館
内　「武士の家計簿」(字幕・音声
ガイド付き)
他　バス停から補助が必要な方は、
事前にご連絡ください。
問　中央図書館☎271・3001　

第4回障がい者アート絵画展

日　12月11日(水)〜22日(日)9時
〜19時(最終日は17時まで)
場　中央図書館
内　障害をもつ方のオリジナリテ
ィ溢れる作品を展示します。また、
図書館の障害者サービスを紹介す
る展示も同時開催。バリアフリー
資料などを実際手にとって見るこ
とができます。
問　中央図書館☎271・3001

「広報つるがしま」に掲載する
有料広告を募集しています

「広報つるがしま」は、毎月1回(3万3000部程度)発行
し、市内の全世帯、事業所などに配布しています。
ぜひ、「広報つるがしま」で、皆さんの会社やお店の
PRをしてみませんか。
問合先　秘書広報課広報広聴担当

詳細はこちら
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グラウンド利用の年間調整会議
（大会使用）

自治会、子ども会、各種スポーツ
団体などが体育施設を利用して行
う大会の年間調整会議を行います。
利用予定のある団体はお越しくだ
さい。
日　1月16日(木)19時〜
場　市役所5階会議室
対象施設　運動公園、近隣公園（脚
折、南、富士見中央）、西少年サッ
カー場
対象期間　令和2年4月〜令和3年3
月分
問　生涯学習スポーツ課市民スポ
ーツ担当

大根収穫体験

日　12月14日(土)10時〜
※　雨天の場合は、21日(土)
※　生育状況により日程変更あり
場　農業交流センター　
内　農業交流センターの畑で育て
た青首大根や赤大根の収穫体験
定　10組（申込順）
料　大根代（時価）
持　長靴、軍手または手袋、大き
めの袋　※　大根抜きのできる服
装でお越しください
申 問　12月4日(水)9時から農業
交流センターへ☎279・3335　

案　　内
太極拳講座 

対　成人男女
日　1月9日、16日、23日、30日
の各木曜日 13時〜15時
場　北市民センター
講　かろやか太極拳クラブ
内　年齢に関係なくゆっくりと身
体を動かして初歩から練習します。
運動に自信のない方でも筋力アッ
プで、転倒防止にも役立ちます。
定　20人（申込順）
料　無料
持　運動靴、汗ふきタオル、飲み物
申 問　12月10日(火)9時から北市
民センターへ☎287・0251

太極拳無料体験教室 

対　成人男女
日　1月13日、20日、27日の各月曜
日(全3回)10時〜12時　※　1回の
みの参加可
場　大橋市民センター
講　松

しょうりゅう

龍太極拳サークル
内　太極拳独特のゆっくりとした
動きを基礎から行います。
定　20人(申込順)　料　無料
持　運動靴、タオル、飲み物
※　動きやすい服装
申 問　12月2日(月)から大橋市民
センターへ☎286・0005

中央図書館休館日

12月2日、9日、16日、23日 の 各
月曜日、29日〜31日
問　中央図書館☎271・3001

男性家族介護教室

対　家族介護者や介護に関心を持
つ男性（定員に達しない場合は女性
も可）
日　12月13日(金)10時30分〜12時
場　西市民センター
講　三

み え だ は る こ

枝治子さん（デイサービスベ
ルグルー）
内　冬野菜を使った、簡単あった
か料理を作ります。調理に自信の
ない男性も、簡単にできる調理方
法を学びます。
定　12人(申込順）　料　無料
持　エプロン、三角巾
申　12月2日(月)からデイサービ
スベルグルーへ☎287・8896

家族介護教室

日　12月17日(火)13時30分〜15時
30分
場　特別養護老人ホームみどりの
風鶴ヶ島
講　畑

はたあい

愛さん（みどりの風鶴ヶ島管
理栄養士）
定　15人(申込順）　料　無料
持　室内履き、筆記具
申 問　12月2日(月)から特別養護
老人ホームみどりの風鶴ヶ島へ☎
299・6056

手話通訳者派遣事業

年末年始(12月28日〜1月5日)は、
手話通訳者派遣事業の受付が休み
になります(緊急の場合を除く)。
この間、通訳の依頼を希望する方
は、12月20日(金)までにお申し込
みください。
問　社会福祉協議会☎271・6278　
5271・6277
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富士見のまちライブラリー植本祭 
& クリスマスかざり作り

日　12月22日（日）10時〜11時30分
場　富士見市民センター
内　植本祭と合わせて、かわいい
クリスマスかざりを作ります。
料　100円
持　紹介したい本（寄贈できるもの）
申　不要
問　富士見市民センター☎287・1661

まちライブラリー
＠ハーモニーの読み聞かせ

日　12月8日(日)13時30分〜14時
30分
場　女性センター
講　おはなしぴっころ（語りのサー
クル）
内　気持ちが温かくなる本の読み
聞かせ、手遊び、お手玉など
定　10人程度
料　無料
申　不要
問　女性センター☎287・4755

落ち葉堆肥作り講習会

対　全日程参加できる方
日　12月14日・21日、1月11日・
25日の各土曜日9時30分〜12時。
2月・3月（日程は未定）に切り返し
作業を行います。堆肥の配布は4
月の予定
場　農業交流センター
定　10人（申込順）　※　定員に満た
ない場合は中止することがあります
料　2000円
申 問　12月4日(水）9時から10日

（火）までに農業交流センターへ☎
279・3335

はつらつ元気わくわくクラブ

対　市内在住で65歳以上の方（原
則要介護・要支援認定者および介
護予防・日常生活支援総合事業対
象者を除く）
日　1月7日から毎週火曜日 10時
〜12時（全10回）
場　女性センター
内　カジノ体験（ルーレットなど）
や脳トレ、そば打ちなど、毎回違
う内容の体験クラブです。
定　20人(応募者多数の場合は抽
選ですが、新規の方を優先します)
料　1回300円
持　飲み物
申 問　12月13日（金）までに高齢
者福祉課地域包括ケア推進担当へ

認知症サポーター
ステップアップ講座

対　市内在住で認知症サポーター
養成講座を受講したことがある方
日　12月18日（水）13時30分〜16
時
場　市役所5階会議室
内　認知症の方と家族の気持ちを
考え、望ましい対応について一緒
に学びます。医師の講話、動画視聴、
グループワークなど
定　50人（申込順）
料　無料
持　筆記具
申 問　高齢者福祉課地域包括ケア
推進担当　

第9回定例健康ウォーク

日　1月10日(金)9時30分〜12時
場　大橋市民センター集合　
※　少雨決行
講　鶴ヶ島ウオーキングクラブ
内　3〜5㎞のコースを歩きます。
定　40人(申込順)
料　無料
持　飲み物、タオル、帽子、レジ
ャーシート　
※　リュックサックなど両手のあ
く服装で
他　駐車場が少ないため車でのご
来場はご遠慮ください。
申 問　12月6日（金）から健康増進
課健康増進担当へ

バリアフリー映画会

対　障害の有無に関わらずどなた
でも
日　12月15日(日)14時〜
場　中央図書館
内　「武士の家計簿」(字幕・音声
ガイド付き)
他　バス停から補助が必要な方は、
事前にご連絡ください。
問　中央図書館☎271・3001　

第4回障がい者アート絵画展

日　12月11日(水)〜22日(日)9時
〜19時(最終日は17時まで)
場　中央図書館
内　障害をもつ方のオリジナリテ
ィ溢れる作品を展示します。また、
図書館の障害者サービスを紹介す
る展示も同時開催。バリアフリー
資料などを実際手にとって見るこ
とができます。
問　中央図書館☎271・3001

「広報つるがしま」に掲載する
有料広告を募集しています

「広報つるがしま」は、毎月1回(3万3000部程度)発行
し、市内の全世帯、事業所などに配布しています。
ぜひ、「広報つるがしま」で、皆さんの会社やお店の
PRをしてみませんか。
問合先　秘書広報課広報広聴担当

詳細はこちら
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グラウンド利用の年間調整会議
（大会使用）

自治会、子ども会、各種スポーツ
団体などが体育施設を利用して行
う大会の年間調整会議を行います。
利用予定のある団体はお越しくだ
さい。
日　1月16日(木)19時〜
場　市役所5階会議室
対象施設　運動公園、近隣公園（脚
折、南、富士見中央）、西少年サッ
カー場
対象期間　令和2年4月〜令和3年3
月分
問　生涯学習スポーツ課市民スポ
ーツ担当

大根収穫体験

日　12月14日(土)10時〜
※　雨天の場合は、21日(土)
※　生育状況により日程変更あり
場　農業交流センター　
内　農業交流センターの畑で育て
た青首大根や赤大根の収穫体験
定　10組（申込順）
料　大根代（時価）
持　長靴、軍手または手袋、大き
めの袋　※　大根抜きのできる服
装でお越しください
申 問　12月4日(水)9時から農業
交流センターへ☎279・3335　

案　　内
太極拳講座 

対　成人男女
日　1月9日、16日、23日、30日
の各木曜日 13時〜15時
場　北市民センター
講　かろやか太極拳クラブ
内　年齢に関係なくゆっくりと身
体を動かして初歩から練習します。
運動に自信のない方でも筋力アッ
プで、転倒防止にも役立ちます。
定　20人（申込順）
料　無料
持　運動靴、汗ふきタオル、飲み物
申 問　12月10日(火)9時から北市
民センターへ☎287・0251

太極拳無料体験教室 

対　成人男女
日　1月13日、20日、27日の各月曜
日(全3回)10時〜12時　※　1回の
みの参加可
場　大橋市民センター
講　松

しょうりゅう

龍太極拳サークル
内　太極拳独特のゆっくりとした
動きを基礎から行います。
定　20人(申込順)　料　無料
持　運動靴、タオル、飲み物
※　動きやすい服装
申 問　12月2日(月)から大橋市民
センターへ☎286・0005

中央図書館休館日

12月2日、9日、16日、23日 の 各
月曜日、29日〜31日
問　中央図書館☎271・3001

男性家族介護教室

対　家族介護者や介護に関心を持
つ男性（定員に達しない場合は女性
も可）
日　12月13日(金)10時30分〜12時
場　西市民センター
講　三

み え だ は る こ

枝治子さん（デイサービスベ
ルグルー）
内　冬野菜を使った、簡単あった
か料理を作ります。調理に自信の
ない男性も、簡単にできる調理方
法を学びます。
定　12人(申込順）　料　無料
持　エプロン、三角巾
申　12月2日(月)からデイサービ
スベルグルーへ☎287・8896

家族介護教室

日　12月17日(火)13時30分〜15時
30分
場　特別養護老人ホームみどりの
風鶴ヶ島
講　畑

はたあい

愛さん（みどりの風鶴ヶ島管
理栄養士）
定　15人(申込順）　料　無料
持　室内履き、筆記具
申 問　12月2日(月)から特別養護
老人ホームみどりの風鶴ヶ島へ☎
299・6056

手話通訳者派遣事業

年末年始(12月28日〜1月5日)は、
手話通訳者派遣事業の受付が休み
になります(緊急の場合を除く)。
この間、通訳の依頼を希望する方
は、12月20日(金)までにお申し込
みください。
問　社会福祉協議会☎271・6278　
5271・6277



利用者が相談した内容をもとに、可能性のある症状を案内し、
緊急度の判定を行います。

〒350−2292　
鶴ヶ島市大字三ツ木16−1
☎　271・1111／5　271・1190
平　日　8時30分〜17時15分
土曜日　8時30分〜12時

鶴ヶ島市役所

人口と世帯数（11月1日現在）
人　口　6万9942人 （前月比2）
世帯数　3万1373世帯（12）
　男　　3万4712人　（-2）
　女　　3万5230人　（4）

12月の相談

素早い連絡が素早い対応につ
ながります。小さなことでも、
ご連絡をお願いします。

【鶴ヶ島いじめ専用ダイヤル】
月〜金曜日9時〜16時30分
☎　279•5144

【鶴ヶ島いじめ相談メール】
　ijimesoudan@city.

 tsurugashima.lg.jp

【24時間子供SOSダイヤル】
☎　0120•0•78310

子どものいじめ
気づいたら　　相談今すぐ

子どものサインを見逃さない！

11月9日、産業まつりの特設ステ
ージで、つるゴンたちとのダンス
に飛び入り参加した子どもたち。
音楽に合わせて、可愛いダンスを
披露し、最後にポーズが決まった
ところで写真撮影。今回もたくさ
んの子どもたちに囲まれて、つる
ゴンもうれしそうでした。(関連
P29)

今月の表紙

いずみ眼科　
診察日時　12月22日（日） 9時〜17時
坂戸市泉町2-11-8-1F☎282・5315
坂戸眼科医院　
診察日時　12月29日（日）9時〜17時
坂戸市関間1-1-15☎283・4303
※休憩時間は要確認

坂戸鶴ヶ島医師会立休日急患診療所
坂戸市大字石井2327-5
☎289・1199
診療日時　日曜日、祝日、年末年
始(12月29日〜1月3日)／9時〜12
時、14時〜17時、18時〜21時
※受付は診療時間の30分前で終了

急な病気や家庭での対処法、受診
に迷うときは次の番号へお問い合
わせください。ただし、診断や治
療を行うものではありません。
☎♯7119
☎048・824・4199(ダイヤル回線・
IP電話・PHSの場合)
相談時間　24時間365日対応

関越病院
脚折145-1　☎285・3161
坂戸中央病院
坂戸市南町30-8　☎283・0019
埼玉医科大学病院（小児救急医療も対応）
毛呂山町毛呂本郷38
☎276・1465

救急指定病院（全日24時間対応）
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◆女性のための法律相談(要予約)
11日(水)10時〜13時※1月の受付
は12日から▷女性センター☎287・
4755
◆女性相談・ＤＶ相談(要予約)
月・水・金曜日、第3土曜日10時
〜15時▷直通ダイヤル☎298・
7716
◆教育相談
月〜金曜日9時〜16時30分(電話相
談可)▷教育センター☎286・8993
◆消費生活相談
月〜金曜日9時30分〜12時・13時
〜15時、土曜日9時30分〜12時(電
話相談のみ)▷市役所2階消費生活
センター
◆消費生活弁護士相談(要予約)　
20日(金)13時〜17時(5日から受付)
▷市役所2階消費生活センター 
◆就職相談（鶴ヶ島市ふるさとハ
ローワーク)
月〜金曜日10時〜17時／市役所2
階▷鶴ヶ島市ふるさとハローワー
ク☎272・4001
◆内職相談
火・木曜日10時〜12時、13時〜16
時▷市役所2階内職相談室
◆こころの健康相談(要予約)
24日(火)9時30分〜／市役所1階▷
障害者福祉課

休日急患診療（内科・小児科）

12月の眼科在宅当番医 大人・小児の救急電話相談

埼玉県AI 救急相談

◆弁護士による法律相談(要予約)
　（金銭・離婚・家族など）
3日(火)(受付中)/市役所5階、20日(金)
(6日から受付)/市役所1階、1月7日
(火)(17日から受付)13時〜16時／
市役所5階▷地域活動推進課
◆司法書士による法律相談(要予約)
　（相続、贈与など）
12日(木)(11月28日から受付)、1月
9日(木)(19日から受付)9時〜12時
／市役所3階▷地域活動推進課
◆行政書士による法律相談
　（相続・贈与など）　
12日(木)・26日(木)13時〜16時／
市役所3階▷地域活動推進課
◆行政相談
20日(金)13時〜16時／市役所1階
▷地域活動推進課
◆人権相談
3日(火)・20日(金)13時 〜16時 ／
市役所3階▷総務人権推進課
◆不動産相談(予約優先)　
3日(火)(受付中)、1月7日(火)(17日
から受付)13時〜16時／市役所5階
▷地域活動推進課
◆税務相談(要予約)
3日(火)(受付中）13時〜16時 ／市
役所5階▷税務課
◆マンション管理士相談
20日(金)13時〜16時/市役所1階 
▷地域活動推進課

埼玉県HP
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レインボーバスツアー

川越都市圏まちづくり協議会(レイ
ンボー協議会)主催のバスツアーを
実施します。
【コース】
川越駅西口集合→市立博物館(川越
市)→高麗神社→高麗郷歴史民俗資
料館→サイボク→川越駅西口解散
日　1月17日(金)9時〜17時頃　
定　40人（抽選）　※　未就学児不可
料　3000円
申　12月13日（金）（消印有効）までに、
往復ハガキ（1枚で4人まで応募可）
に参加者全員の住所・氏名・電話番
号・希望人数を記載し、郵送（〒350-
0042川越市中原町2-8-2イーグルトラ
ベル(株)「レインボーバスツアー」係）
※　申込みが20人未満の場合は、
開催しないことがあります
※　抽選結果は12月25日頃発送予定
[共同企画]　埼玉県川越都市圏まち
づくり協議会、イーグルトラベル(株)
[旅行企画・実施]イーグルトラベ
ル(株)(埼玉県知事登録旅行業第2
種307号）
問　川越市政策企画課☎224・5503

もろやまげんき市

日　12月15日(日)10時〜15時
場　大類グラウンド(毛呂山町大類
717)
内　桂木ゆずの販売、手打ちそば、
軽トラ市、キッチンカー
※　売切次第終了。詳細は毛呂山
町ホームページをご覧ください
問　もろやまげんき市実行委員会
事務局(毛呂山町産業振興課内)☎
295・2112

案　　内
12月 4日から 10日は
「人権週間」です

日頃、考える機会が少なく、守ら
れているのが当たり前と思いがち
な「人権」ですが、世の中には、

「人権」を踏みにじる行為や偏見、
差別が様々なところに存在してい
ます。近年では、インターネット
を悪用した人権侵害やヘイトスピ
ーチなど新たな人権問題も発生し
ています。一人ひとりの人権が尊
重され、安心して暮らせるまちの
実現に向けて、この機会に「人権」
について考えてみましょう。
問　総務人権推進課人権推進担当

明るい選挙啓発ポスター展

有権者に明るく正しい選挙の実現
を呼びかけるとともに、将来の有
権者である児童・生徒の選挙への
関心を高めるため、市内小中学校
と鶴ヶ島清風高等学校から募集し
た「明るい選挙啓発ポスター」の
展示を行います。
期場　中央図書館：12月5日(木)
まで／市役所ロビー：12月7日(土)
〜16日(月)
問　選挙管理委員会

埼玉県介護職員雇用推進事業
「介護職チャレンジ！」説明会

埼玉県では、介護職員初任者研修の
無料受講から県内介護施設での研
修・直接雇用まで、幅広く支援して
います。介護の仕事に興味のある方
は、ぜひ、説明会にご参加ください。
対　主に介護職未経験・無資格の方
日　12月10日（火）13時30分〜15時
30分
場　市役所1階
持　筆記具（面接希望者は履歴書、
健康保険証をご持参ください）
申 問　当日までにホームページまた
は直接(株)シグマスタッ
フ大宮支店（受託事業者）
へ☎048・782・5173

日本語ボランティア研修会

対　事前説明会と研修会への参加
後、鶴ヶ島市国際交流協会に入会
できる方(別途年会費)
[事前説明会]
日　12月15日(日)10時〜11時
場　南市民センター
[研修会]
日　1月18日、25日、2月8日、15
日の各土曜日（全4回）13時30分〜
15時30分
場　南市民センター
講　松

まつおきょうこ

尾恭子さん(（公財）日本語普
及協会）
内　地域で生活する外国の方の、
日本語学習の手伝いをするととも
に、生活習慣などを伝える活動を
行います。
定　5人（申込順）
料　1000円（資料代）
申 問　12月12日（木）までに地域
活動推進課地域活動推進担当へ

第16回ゆずフェア

日　12月15日(日)9時30分〜14時
※　雨天決行
場　うめその梅の駅(越生町小杉
308-1)
駐車場　梅園小学校グラウンド(越
生町小杉547)
内　ゆずやゆずの加工品・地場産
野菜の販売、ゆず料理講習会、模
擬店　※　売切次第終了
問　越生町産業観光課☎292・3121

Sa�ron
サフラン今は 【12月中旬頃】

花摘みが終わったサフランの
球根は畑に定植し、新しい
球根を育てましょう。　　　　　　              　
問　産業振興課農政担当



利用者が相談した内容をもとに、可能性のある症状を案内し、
緊急度の判定を行います。

〒350−2292　
鶴ヶ島市大字三ツ木16−1
☎　271・1111／5　271・1190
平　日　8時30分〜17時15分
土曜日　8時30分〜12時

鶴ヶ島市役所

人口と世帯数（11月1日現在）
人　口　6万9942人 （前月比2）
世帯数　3万1373世帯（12）
　男　　3万4712人　（-2）
　女　　3万5230人　（4）

12月の相談

素早い連絡が素早い対応につ
ながります。小さなことでも、
ご連絡をお願いします。

【鶴ヶ島いじめ専用ダイヤル】
月〜金曜日9時〜16時30分
☎　279•5144

【鶴ヶ島いじめ相談メール】
　ijimesoudan@city.

 tsurugashima.lg.jp

【24時間子供SOSダイヤル】
☎　0120•0•78310

子どものいじめ
気づいたら　　相談今すぐ

子どものサインを見逃さない！

11月9日、産業まつりの特設ステ
ージで、つるゴンたちとのダンス
に飛び入り参加した子どもたち。
音楽に合わせて、可愛いダンスを
披露し、最後にポーズが決まった
ところで写真撮影。今回もたくさ
んの子どもたちに囲まれて、つる
ゴンもうれしそうでした。(関連
P29)

今月の表紙

いずみ眼科　
診察日時　12月22日（日） 9時〜17時
坂戸市泉町2-11-8-1F☎282・5315
坂戸眼科医院　
診察日時　12月29日（日）9時〜17時
坂戸市関間1-1-15☎283・4303
※休憩時間は要確認

坂戸鶴ヶ島医師会立休日急患診療所
坂戸市大字石井2327-5
☎289・1199
診療日時　日曜日、祝日、年末年
始(12月29日〜1月3日)／9時〜12
時、14時〜17時、18時〜21時
※受付は診療時間の30分前で終了

急な病気や家庭での対処法、受診
に迷うときは次の番号へお問い合
わせください。ただし、診断や治
療を行うものではありません。
☎♯7119
☎048・824・4199(ダイヤル回線・
IP電話・PHSの場合)
相談時間　24時間365日対応

関越病院
脚折145-1　☎285・3161
坂戸中央病院
坂戸市南町30-8　☎283・0019
埼玉医科大学病院（小児救急医療も対応）
毛呂山町毛呂本郷38
☎276・1465

救急指定病院（全日24時間対応）
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◆女性のための法律相談(要予約)
11日(水)10時〜13時※1月の受付
は12日から▷女性センター☎287・
4755
◆女性相談・ＤＶ相談(要予約)
月・水・金曜日、第3土曜日10時
〜15時▷直通ダイヤル☎298・
7716
◆教育相談
月〜金曜日9時〜16時30分(電話相
談可)▷教育センター☎286・8993
◆消費生活相談
月〜金曜日9時30分〜12時・13時
〜15時、土曜日9時30分〜12時(電
話相談のみ)▷市役所2階消費生活
センター
◆消費生活弁護士相談(要予約)　
20日(金)13時〜17時(5日から受付)
▷市役所2階消費生活センター 
◆就職相談（鶴ヶ島市ふるさとハ
ローワーク)
月〜金曜日10時〜17時／市役所2
階▷鶴ヶ島市ふるさとハローワー
ク☎272・4001
◆内職相談
火・木曜日10時〜12時、13時〜16
時▷市役所2階内職相談室
◆こころの健康相談(要予約)
24日(火)9時30分〜／市役所1階▷
障害者福祉課

休日急患診療（内科・小児科）

12月の眼科在宅当番医 大人・小児の救急電話相談

埼玉県AI 救急相談

◆弁護士による法律相談(要予約)
　（金銭・離婚・家族など）
3日(火)(受付中)/市役所5階、20日(金)
(6日から受付)/市役所1階、1月7日
(火)(17日から受付)13時〜16時／
市役所5階▷地域活動推進課
◆司法書士による法律相談(要予約)
　（相続、贈与など）
12日(木)(11月28日から受付)、1月
9日(木)(19日から受付)9時〜12時
／市役所3階▷地域活動推進課
◆行政書士による法律相談
　（相続・贈与など）　
12日(木)・26日(木)13時〜16時／
市役所3階▷地域活動推進課
◆行政相談
20日(金)13時〜16時／市役所1階
▷地域活動推進課
◆人権相談
3日(火)・20日(金)13時 〜16時 ／
市役所3階▷総務人権推進課
◆不動産相談(予約優先)　
3日(火)(受付中)、1月7日(火)(17日
から受付)13時〜16時／市役所5階
▷地域活動推進課
◆税務相談(要予約)
3日(火)(受付中）13時〜16時 ／市
役所5階▷税務課
◆マンション管理士相談
20日(金)13時〜16時/市役所1階 
▷地域活動推進課

埼玉県HP
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レインボーバスツアー

川越都市圏まちづくり協議会(レイ
ンボー協議会)主催のバスツアーを
実施します。
【コース】
川越駅西口集合→市立博物館(川越
市)→高麗神社→高麗郷歴史民俗資
料館→サイボク→川越駅西口解散
日　1月17日(金)9時〜17時頃　
定　40人（抽選）　※　未就学児不可
料　3000円
申　12月13日（金）（消印有効）までに、
往復ハガキ（1枚で4人まで応募可）
に参加者全員の住所・氏名・電話番
号・希望人数を記載し、郵送（〒350-
0042川越市中原町2-8-2イーグルトラ
ベル(株)「レインボーバスツアー」係）
※　申込みが20人未満の場合は、
開催しないことがあります
※　抽選結果は12月25日頃発送予定
[共同企画]　埼玉県川越都市圏まち
づくり協議会、イーグルトラベル(株)
[旅行企画・実施]イーグルトラベ
ル(株)(埼玉県知事登録旅行業第2
種307号）
問　川越市政策企画課☎224・5503

もろやまげんき市

日　12月15日(日)10時〜15時
場　大類グラウンド(毛呂山町大類
717)
内　桂木ゆずの販売、手打ちそば、
軽トラ市、キッチンカー
※　売切次第終了。詳細は毛呂山
町ホームページをご覧ください
問　もろやまげんき市実行委員会
事務局(毛呂山町産業振興課内)☎
295・2112

案　　内
12月 4日から 10日は
「人権週間」です

日頃、考える機会が少なく、守ら
れているのが当たり前と思いがち
な「人権」ですが、世の中には、

「人権」を踏みにじる行為や偏見、
差別が様々なところに存在してい
ます。近年では、インターネット
を悪用した人権侵害やヘイトスピ
ーチなど新たな人権問題も発生し
ています。一人ひとりの人権が尊
重され、安心して暮らせるまちの
実現に向けて、この機会に「人権」
について考えてみましょう。
問　総務人権推進課人権推進担当

明るい選挙啓発ポスター展

有権者に明るく正しい選挙の実現
を呼びかけるとともに、将来の有
権者である児童・生徒の選挙への
関心を高めるため、市内小中学校
と鶴ヶ島清風高等学校から募集し
た「明るい選挙啓発ポスター」の
展示を行います。
期場　中央図書館：12月5日(木)
まで／市役所ロビー：12月7日(土)
〜16日(月)
問　選挙管理委員会

埼玉県介護職員雇用推進事業
「介護職チャレンジ！」説明会

埼玉県では、介護職員初任者研修の
無料受講から県内介護施設での研
修・直接雇用まで、幅広く支援して
います。介護の仕事に興味のある方
は、ぜひ、説明会にご参加ください。
対　主に介護職未経験・無資格の方
日　12月10日（火）13時30分〜15時
30分
場　市役所1階
持　筆記具（面接希望者は履歴書、
健康保険証をご持参ください）
申 問　当日までにホームページまた
は直接(株)シグマスタッ
フ大宮支店（受託事業者）
へ☎048・782・5173

日本語ボランティア研修会

対　事前説明会と研修会への参加
後、鶴ヶ島市国際交流協会に入会
できる方(別途年会費)
[事前説明会]
日　12月15日(日)10時〜11時
場　南市民センター
[研修会]
日　1月18日、25日、2月8日、15
日の各土曜日（全4回）13時30分〜
15時30分
場　南市民センター
講　松

まつおきょうこ

尾恭子さん(（公財）日本語普
及協会）
内　地域で生活する外国の方の、
日本語学習の手伝いをするととも
に、生活習慣などを伝える活動を
行います。
定　5人（申込順）
料　1000円（資料代）
申 問　12月12日（木）までに地域
活動推進課地域活動推進担当へ

第16回ゆずフェア

日　12月15日(日)9時30分〜14時
※　雨天決行
場　うめその梅の駅(越生町小杉
308-1)
駐車場　梅園小学校グラウンド(越
生町小杉547)
内　ゆずやゆずの加工品・地場産
野菜の販売、ゆず料理講習会、模
擬店　※　売切次第終了
問　越生町産業観光課☎292・3121

Sa�ron
サフラン今は 【12月中旬頃】

花摘みが終わったサフランの
球根は畑に定植し、新しい
球根を育てましょう。　　　　　　              　
問　産業振興課農政担当
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市内を中心に活動するサー
クル・団体を紹介します。
あなたの地域デビューの
きっかけにしませんか。

現在、平均年齢75歳の10人で、力強
さと繊細さを心がけた練習をしてい
ます。連盟の合唱祭に年2・3回出演し、
病院の慰問も行っています。来年9月、
ウェスタ川越で行う予定の3回目の定
期演奏会に向けて特訓中です。
活動日　毎週火曜日13時30分〜16時
活動場所　北市民センター
問合先　菅

す が わ ら

原☎090・8304・1382

フィオーレ
月1回日曜日に活動している絵画
サークルです。絵画の基礎からモダ
ンテクニックまで絵画全般、幅広く
勉強しています。色々な技法を使っ
た絵画製作を一緒に楽しみません
か？初心者・経験者を問わず募集し
ています。
活動日　不定期月1回日曜日
活動場所　大橋市民センター
問合先　松

ま つ し た

下☎090・4714・7415

男声合唱団「みちくさ」

ピラティスKEIKO
対　女性
日　毎週火曜日 14時〜15時30分
場　富士見市民センター
問　歌

う た し ろ

代☎080・3170・9149

鶴ヶ島太極拳クラブ
日　毎週金曜日10時〜12時(月4回)
場　大橋市民センター
問　小

こ や ま

山☎286・8405

仲間になりませんか 参加してみませんか
第55回新春歩け歩け運動
日　1月2日(木) 8時〜12時
場　鶴ヶ島第一小学校
料　無料
申　不要
問　比

ひ る ま

留間☎285・1515

掲示板

2月号の原稿締切は､ 12月17日(火)です。
※「仲間になりませんか」のコーナーは､
同一サークルなどは年1回の掲載です。そ
れ以外の原稿は､ 同一サークル年3回ま
でで、同一号には1件までの掲載に限ら
せていただきます。

部員数　1年生8人/2年生11人
目標　県大会出場！
ＰＲ　部員のほとんどが中学校に入ってからバスケを始めましたが、日々の
練習を通じて、上達してきました。新人戦では決勝戦で敗れ、惜しくも県大
会出場を逃してしまいました。夏の大会では必ず県大に出ます！
実績　令和元年度入間北部新人体育大会　第2位

鶴ヶ島中学校

男子バスケットボール部

省略記号一覧
対 対象 　日 日時・日にち　 期 期間 　場 場所　 講 講師 　内 内容 　定 定員
料 入場料・参加費　 報 報酬 　持 持ち物　 他 その他　 申 申込 　問 問合先　
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年末年始の業務おやすみカレンダー
　

12月 1月
26(木) 27(金) 28(土) 29(日) 30(月) 31(火) 1(祝) 2(木) 3(金) 4(土) 5(日) 6(月)

市 役 所
平常 平常 土曜開庁 休 休 休 休 休 休 土曜開庁 休 平常

出生・婚姻・死亡などの戸籍の届出は、随時取り扱っています。

若 葉 駅 前 出 張 所
平常 平常 予約者のみ 休 休 休 休 休 休 予約者のみ 予約者のみ 平常
パスポートは、12月28日（土）、1月4日（土）は取り扱っていません。1月5日（日）は交付のみです。

市民活動推進センター 平常 平常 平常 休 休 休 休 休 休 平常 平常 平常
図書館若葉駅前カウンター 平常 平常 平常 休 休 休 休 休 休 平常 平常 平常
保 健 セ ン タ ー 平常 平常 休 休 休 休 休 休 休 休 休 平常

各 市 民 セ ン タ ー
平常 平常 休 休 休 休 休 休 休 休 平常 平常
各市民センターで行っている証明書発行業務は、12月28日(土)から1月5日(日)は取り扱っていません。

海 洋 セ ン タ ー 平常 平常 休 休 休 休 休 休 休 休 平常 平常
女 性 セ ン タ ー 平常 平常 休 休 休 休 休 休 休 休 平常 平常
農 業 交 流 セ ン タ ー 平常 平常 休 休 休 休 休 休 休 休 予約者のみ 予約者のみ
老人福祉センター｢逆木荘」 平常 平常 休 休 休 休 休 休 休 休 平常 平常

中 央 図 書 館
平常 平常 平常 休 休 休 休 休 休 平常 平常 休

12月2日(月)、9日(月)、16日(月)、23(月)は休館です。

図 書 館 東 分 室 休 平常 平常 休 休 休 休 休 休 平常 平常 休
図 書 館 西 分 室 平常 平常 平常 休 休 休 休 休 休 平常 平常 休
図 書 館 南 分 室 休 平常 平常 休 休 休 休 休 休 平常 平常 休
図 書 館 北 分 室 休 平常 平常 休 休 休 休 休 休 平常 平常 休
図 書 館 富 士 見 分 室 平常 休 平常 休 休 休 休 休 休 平常 平常 休
図 書 館 大 橋 分 室 平常 休 平常 休 休 休 休 休 休 平常 平常 休
上 広 谷 児 童 館 平常 平常 平常 休 休 休 休 休 休 平常 平常 平常
大 橋 児 童 館 平常 平常 平常 休 休 休 休 休 休 平常 平常 平常
脚 折 児 童 館 平常 平常 平常 休 休 休 休 休 休 平常 休 平常
西 児 童 館 平常 平常 平常 休 休 休 休 休 休 平常 平常 平常
社会体育・学校開放体育施設 平常 平常 休 休 休 休 休 休 休 休 平常 平常
つるバス・つるワゴン 平常 平常 平常 休 休 休 休 休 休 平常 平常 平常

坂戸、鶴ヶ島水道企業団
（☎283・1951）

平常 平常 休 休 休 休 休 休 休 休 休 平常
道路上の漏水など緊急の場合は☎236・3216、使用開始・中止などの場合は☎236・3601
※　水道料金のお支払は、金融機関が休業のため、コンビニエンスストアをご利用ください。

坂戸、鶴ヶ島下水道組合
（☎283・2051）

平常 平常 休 休 休 休 休 休 休 休 休 平常
休み中の緊急の場合は、石井水処理センター（☎283・1101）へ連絡をしてください。

広域静苑組合越生斎場
（☎292・5955）

平常 平常 休 平常 平常 平常 休 休 休 平常 平常 平常
火葬予約は年中無休です。受付時間／8時30分〜17時　予約☎292・5955

坂 戸 地 区 衛 生 組 合
（☎283・3561） 平常 平常 休 休 受入のみ 休 休 休 休 休 休 平常

埼玉西部環境保全組合
高倉クリーンセンター
（☎271・1500）
川角リサイクルプラザ
（☎294・4115）

平常 平常 休 平常 平常 休 休 休 休 休 休 平常
◦施設への搬入時間　8時30分〜16時30分(11時45分〜13時を除く)※　搬入の際は、住所確認にご協
力ください。資源になる紙・布は搬入できません。
◦ごみ、資源収集日　12月は地区ごとに臨時収集日があります。収集カレンダーをご確認ください。
また、年末は収集ルートを変更する場合があります。必ず8時30分までにごみ集積所に出してください。
収集後に出されたごみ・資源の再収集はしません。
◦粗大ごみ戸別収集予約　27日まで(年末年始は申込みが集中し、希望にそえない場合があります)
◦施設内では収集車を優先します。



27 Tsurugashima　2019.12

市内を中心に活動するサー
クル・団体を紹介します。
あなたの地域デビューの
きっかけにしませんか。

現在、平均年齢75歳の10人で、力強
さと繊細さを心がけた練習をしてい
ます。連盟の合唱祭に年2・3回出演し、
病院の慰問も行っています。来年9月、
ウェスタ川越で行う予定の3回目の定
期演奏会に向けて特訓中です。
活動日　毎週火曜日13時30分〜16時
活動場所　北市民センター
問合先　菅

す が わ ら

原☎090・8304・1382

フィオーレ
月1回日曜日に活動している絵画
サークルです。絵画の基礎からモダ
ンテクニックまで絵画全般、幅広く
勉強しています。色々な技法を使っ
た絵画製作を一緒に楽しみません
か？初心者・経験者を問わず募集し
ています。
活動日　不定期月1回日曜日
活動場所　大橋市民センター
問合先　松

ま つ し た

下☎090・4714・7415

男声合唱団「みちくさ」

ピラティスKEIKO
対　女性
日　毎週火曜日 14時〜15時30分
場　富士見市民センター
問　歌

う た し ろ

代☎080・3170・9149

鶴ヶ島太極拳クラブ
日　毎週金曜日10時〜12時(月4回)
場　大橋市民センター
問　小

こ や ま

山☎286・8405

仲間になりませんか 参加してみませんか
第55回新春歩け歩け運動
日　1月2日(木) 8時〜12時
場　鶴ヶ島第一小学校
料　無料
申　不要
問　比

ひ る ま

留間☎285・1515

掲示板

2月号の原稿締切は､ 12月17日(火)です。
※「仲間になりませんか」のコーナーは､
同一サークルなどは年1回の掲載です。そ
れ以外の原稿は､ 同一サークル年3回ま
でで、同一号には1件までの掲載に限ら
せていただきます。

部員数　1年生8人/2年生11人
目標　県大会出場！
ＰＲ　部員のほとんどが中学校に入ってからバスケを始めましたが、日々の
練習を通じて、上達してきました。新人戦では決勝戦で敗れ、惜しくも県大
会出場を逃してしまいました。夏の大会では必ず県大に出ます！
実績　令和元年度入間北部新人体育大会　第2位

鶴ヶ島中学校

男子バスケットボール部

省略記号一覧
対 対象 　日 日時・日にち　 期 期間 　場 場所　 講 講師 　内 内容 　定 定員
料 入場料・参加費　 報 報酬 　持 持ち物　 他 その他　 申 申込 　問 問合先　



11月6日、藤金市民の森で藤小学校3年生が、「市
民の森の楽しみ方を伝えよう」をテーマに、作品
を発表しました。4月から里山サポートクラブの方
の助けを借りて、森の中の枝や竹などで立体作品
や版画を作成。集大成の発表には、少しの緊張と
大きな自信があふれていました。

発見！森の中での遊び方！

11月9日・10日に運動公園で行われた「第34回つるがしま産
業まつり」。天候にも恵まれ、会場は多くの来場者で賑わいま
した。お目当ての新鮮野菜や果物を購入したり、国内外のグ
ルメを楽しんだり、ステージパフォーマンスで盛り上がった
り・・・。それぞれの楽しみ方でつるがしまの秋を満喫しました。

秋空の下、つるがしまを満喫！

11月9日に開催された「第87回埼玉県駅伝競走大
会」において、鶴ヶ島中学校女子駅伝チームが、
見事初優勝に輝き、全国大会への切符を手にしま
した。心を一つにして「チーム鶴中」として団結
したことが、今回の躍進につながりました。

駅伝大会優勝　鶴中女子　初の全国大会へ
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10月18日、鶴ヶ島第一小学校で埼玉ライオンズの
皆さんを招いて「車いすバスケットボール特別授
業」を開催。操作体験やミニゲームなどを行いま
した。講師の先生からは「どんなに困難な状況に
なったとしても自分を信じて諦めないこと」が大
切だと教えていただきました。

諦めない心

9月11日、藤中学校で鶴ヶ島第二小学校区地域支
え合い協議会の方々を招き、災害発生時に必要な
ブルーシートシェルターを作るための「ロープの
結び方」などを学びました。地域の一員として、
中学生の防災力向上への積極的な取り組みは、頼
もしい限りです。

地域防災の担い手に

11月2日・3日、高倉日枝神社にて、市指定
無形文化財の高倉獅子舞が奉納されました。
獅子をはじめ、笛吹き、歌うたいなど総勢30
人以上で作り上げた、圧巻の舞を披露。江戸
時代から続く歴史ある行事を一目見ようと、
多くの人が集まり、賑わいました。

心揺さぶる、伝統の舞
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編集後記　

地球温暖化対策でいちばん大きな課題が二酸化炭素
の排出量の削減だと言われています。冷暖房の温度を
控えめに設定する、長時間使わない電化製品はコンセ
ントを抜く、自家用車の使用を控えて、つるバス・つ
るワゴンや電車、自転車を利用する。自分も身近なこ
と、できることから実践したいと改めて思いました。
ご意見・ご感想は秘書広報課広報広聴担当へ
10200001@city.tsurugashima.lg.jp

　寺
てらしま

島青
あおい

以ちゃん（4歳9か月）
　　　緋

ひ び き

日希ちゃん（2歳7か月）
　　　白

はくと

翔ちゃん（6か月）
“弟のお食い初め☆弟が大好きな2人♥”

笑顔
の天使

鈴
すずき

木燈
あかし

ちゃん（9か月）
“ママが作った歯固めを
カミカミしてるよ☆”

幼
い
こ
ろ
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
万
能

　
ご
両
親
の
影
響
も
あ
り
、
幼
い
頃
か
ら

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
、
ウ
ェ
イ
ク
ボ
ー
ド
、
柔
道

な
ど
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
を
経
験
し
て
き
た

祐
人
さ
ん
。
柔
道
は
、現
在
も
道
場
に
通
い
、

県
ベ
ス
ト
８
の
実
力
で
す
。

悔
し
さ
を
バ
ネ
に

　
中
学
生
に
な
り
本
格
的
に
陸
上
競
技

を
始
め
た
祐
人
さ
ん
。
１
年
生
の
秋
に
は

１
０
０
ｍ
の
選
手
と
し
て
、
県
大
会
に
出

場
。
し
か
し
、
２
年
生
で
は
県
大
会
に
出

場
で
き
ず
、「
悔
し
い
思
い
を
し
た
」
と
振

り
返
り
ま
し
た
。
四
種
競
技
は
、
２
年
生

の
夏
か
ら
始
め
、
１
か
月
後
の
新
人
戦
で

地
区
記
録
を
更
新
、
２
か
月
後
の
県
大
会

で
は
２
位
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今

年
７
月
の
県
大
会
で
も
２
位
と
な
り
、
見

事
に
全
国
大
会
出
場
の
標
準
記
録
を
突
破

し
、
全
国
大
会
へ
出
場
。
こ
の
結
果
に
祐

人
さ
ん
は
、「
陸
上
部
の
顧
問
の
先
生
を
は

じ
め
、中
学
校
の
仲
間
や
先
輩
、Ｏ
Ｂ
か
ら
、

様
々
な
こ
と
を
教
え
て
も
ら
っ
た
。
と
て
も

感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
言
い
ま
す
。

初
め
て
の
全
国
大
会

　「
緊
張
せ
ず
、
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
」

と
い
う
全
国
大
会
。「
全
国
大
会
出
場
は
貴

重
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
上
位
者
が
輝

い
て
見
え
た
。
こ
れ
か
ら
１
番
を
目
指
し

た
い
」
と
目
標
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
全
国
大
会
に
は
、
ご
両
親
も
応
援
に
駆

け
つ
け
、
祐
人
さ
ん
は
、
と
て
も
心
強
か
っ

た
そ
う
で
す
。
練
習
や
試
合
を
ビ
デ
オ
で

撮
影
し
て
一
緒
に
分
析
し
て
く
れ
る
お
父
さ

ん
、
朝
早
く
か
ら
食
事
を
用
意
し
、
寝
坊

し
そ
う
に
な
っ
た
と
き
に
起
こ
し
て
く
れ
る

お
母
さ
ん
。「
両
親
に
は
と
て
も
感
謝
し
て

い
ま
す
。
少
し
は
恩
返
し
が
で
き
た
か
な
」

と
照
れ
く
さ
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
い
ま
」
と
「
こ
れ
か
ら
」

　「
今
は
ケ
ガ
を
し
な
い
体
づ
く
り
と
走
力

の
強
化
を
目
指
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
て
い

ま
す
。
基
礎
力
を
も
っ
と
向
上
さ
せ
、
技

術
は
そ
の
あ
と
に
身
に
つ
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
努
力
す
る
こ
と
が
大
切
で

あ
り
、
努
力
し
た
こ
と
が
『
宝
物
』
に
な

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
陸
上
競
技
に
限
ら

ず
、
こ
れ
か
ら
も
何
事
も
楽
し
み
な
が
ら

頑
張
っ
て
い
き
た
い
。
高
校
で
も
陸
上
競
技

を
続
け
ま
す
。
た
だ
、
高
校
生
に
な
る
と

八
種
競
技
に
な
る
ん
で
す
け
ど（
笑
）」
と

明
る
く
、
力
強
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
穏
や
か
な
中
に
も
強
い
気
持
ち
が
感
じ

ら
れ
る
祐
人
さ
ん
。
今
後
の
さ
ら
な
る
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

努力が「宝物」に！
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8月21日から24日まで、大
阪市のヤンマースタジアム
長居で行われた「第46回
全日本中学校陸上競技選手
権大会」の四種競技（110m
ハードル、砲丸投、走高跳、
400m）に出場し、全国の中
学生アスリートを相手に健
闘しました。

竹た
け
し
ま島

祐ゆ
う
と人

さ
ん
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第
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回
全
日
本
中
学
校
陸
上
競
技
選
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権
大
会
出
場

30■ �12 月号には、『つるがしまプレミアムセール 2019』、『鶴バル 2019』が折り込まれています。


